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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　章前：幸せなハッピーエンド






　友達の友達に聞いた話なんだけどな。

　ああ、そこでいかにも『胡う散さん臭くさい』って顔しないでくれないか。実際にあった話なんだけど、誰も信じてくれないんだ。だから、せめて話だけでも聞いて欲しくて。

　うん、ありがとう。流石さすが、可愛かわいい子は聞き上手だなあ。

　いやいや、待って待って、ナンパじゃない。ナンパじゃないんだって。

　誓って言うけど、一切下心はありません。

　いや、そりゃ君みたいな可愛い子に下心がないって言う方が失礼なのかもしれないけど、とにかくそういうんじゃないんだ。

　そうだなあ、五分。五分だけ話を聞いて欲しいな、と思って。

　うんうん、ありがとう。じゃあ、あそこの喫茶店に行こう。

　注文をする時間と会計の時間はノーカンで頼むよ。

　……ふぅ、さて。

　君に話したいのは、実は『都市伝説』なんだ。

　お、少しは興味持ってくれたかな？

　そうそう。別名『フォークロア』って呼ばれたり『夜話』とか『怪談』とか呼ばれるのも、ぶっちゃけ都市伝説の一種だと思う。

　ん？　その反応からしてそういうの興味ある？

　女の子は結構、オカルトだったり噂うわさ話ばなしとか好きだもんな。

　そんなわけで、都市伝説。

　大抵は誰かの作り話だったり、何か別の話を現代風にアレンジしたりするものだったりするんだけどね。

　たとえば『メリーさんの人形』っていう都市伝説知ってる？

『もしもし私よ、今、貴方あなたの後ろにいるの』

　っていう電話がかかってくるっていうおっかない話。

　あれも、数年前だと『リコちゃん電話』みたいに変換されて噂されていたんだよ。

　企業の電話番号に電話をかけると、そのマスコットキャラクターである『リコちゃん』が『もしもし、私リコちゃん！　お電話ありがとう！』っていう宣伝だったんだけど。

『リコちゃん人形』を捨てた女の子に電話がかかってきて、『もしもし、私リコちゃん。どうして私を捨てたの？　今から殺しに行くわ』って言われる内容。

　こうやって日々、都市伝説っていうのは更新されて進化していくのかもしれないな。

　それで、今回話を聞いて欲しいのは、そんな都市伝説の『吸血鬼』の話。

　ん？　吸血鬼は都市伝説じゃないだろうって？

　いやいや、そもそも吸血鬼なんていないのに、どうしてそんな話が生まれたかと言えば、おっかない人物がいて、その人を大勢の人間が『あの人は血を吸って生きている悪魔だ』なんて噂したせいなんだから。

　ま、実際に生き血を飲んでた、みたいな人はいたのかもしれないけど。とにかく、その人物だって異常性癖なだけで別に化け物だったわけじゃない。

　だというのに、色んな地方にその話が広まって、そこで噂に様々な尾ひれがついて、今じゃ超有名な誰でも知っているお化けになったってこと。

　つまり、最初に噂有りき。それから吸血鬼誕生、というわけさ。

　それで、実は……その『吸血鬼』がこの街にもいたんだよ！

　あー……まあ、全く信じられないのも無理はないけどさ。でも、これは事実だったのだから仕方ない。

　あ、そろそろ五分経たつけど、この話どうする？　聞いてみる？

　ははっ、そうだな。せっかく喫茶店に入ったんだから、コーヒーを飲む間くらいは聞いていってくれるよな。うん、ありがとう。

　で、この街にいた吸血鬼なんだけど……。

　実はもう、無事にいなくなったのでした！

　めでたしめでたし。

　あれ？　ああ、拍子抜けした？

　そうだよな。オカルトはオチから話しちゃいけないんだった。

　じゃあ、順番に話していくけど時間は大丈夫？

　うん、ＯＫ。

　それじゃあ話すから、しっかり聞いてくれよ？

　この街にいた、空っぽな男と、可愛かわいい吸血鬼の話を。

　まずは──そうだな。




『一人かくれんぼ』っていう都市伝説から話そう。






　　　　『一人かくれんぼ』のロア






「えーとね、ジン兄さん……『一人かくれんぼ』って知ってる？」

　朝食を食べている時、おずおずと最愛の妹から尋ねられた内容は、なんとも寂しい名前の遊びだった。

「時雨しぐれよ。お前の兄の名前は『仁』と書いてジンと読むのではなく……」

「そうだっけ？　『ジン兄さん』の方が格かつ好こいいから、つい」

「格好いいなら仕方ないな」

　そして最愛の妹が自分の名前を読み間違えていても気にしないことにする。

　本当の読み方だと女の子の名前でも通っちゃう感じだからな。

　ジン、の方が男らしい響きというのは確かにある。

「そんなことより『一人かくれんぼ』。知ってる？」

「いや、知らない。なんか一人遊びにしては寂しい名前だなあ、それ」

「まあね。一昔前にネットで流は行やったオカルト系の遊びなんだってさ」

　パンにマーガリンを塗り終えた妹の時雨は、そのまま口に運ぶ。

　小さな口がパンの耳をかじっているのを微笑ほほえましく見ながら、俺は気になる言葉を尋ね返していた。

「オカルト系というと？」

「んー……」

　話題を提供してきた割に、時雨しぐれは言いにくそうにしている。

　そのまま口にあるものを飲み込んでから、迷うように俺を見た。

「……ご察しの通り『都市伝説』」

　俺の食べる手がピタリと止まる。

　都市伝説。

　それは今、俺と時雨の中でかなり重い事案だ。

「実はクラスの友達がそれをやって、三日くらい前からいなくなっちゃってるんだよね」

　時雨の顔色が暗い。

　その表情だけで、この話が真剣なものであることが窺うかがえる。

「ウチのクラス、今ちょっとオカルトブームでさ。都市伝説とか、心霊スポットとか、そういうの大好きで。あたしの友達の由ゆ美み恵えが、早速その遊びをやってみよう──って。それから連絡が全くなくなってて」

　時雨はどちらかと言えば冷たい印象を与えかねない美人系妹だ。そんな時雨にもちゃんと仲良しな友達がいるというのは安心要素だったのだが、その友達がいなくなったなんて物騒な話題だった。

「その『一人かくれんぼ』っていうのは、なんかいなくなっちゃう系の話なのか？　どっか出かけてそのまま帰って来ない、みたいな」

「ううん、家の中でやるタイプ。それなのに、何な故ぜかいなくなっちゃったから」

「ふーむ、なるほどなあ」

　俺は朝のコーヒーを飲むべくカップを寄せる。

「はい、兄さん。砂糖三つ」

「お、サンキュー」

　そんな動きだけで時雨はスティックシュガーを三本渡してくれた。

　ミルクは特に要らないものの、苦いコーヒーは飲めない俺だった。

「兄さんって子どもっぽいよね」

「その年齢でコーヒーをブラックで飲める時雨が凄すごいんだっての」

「そう？　この方が香りが感じられていいじゃん」

　事も無げにブラックコーヒーを口に運んでいる。

　黒髪、白い肌、切れ長の大きな瞳、清せい楚そな雰囲気、何より整った顔立ち。

　コーヒーを飲んでいるだけで既に絵になる我が妹だった。

「それで、時雨はどうしたいんだ？」

「あ、うーん……」

　それまでちょっと格かつ好こつけていたものの、すぐに困ったように眉を寄せた。

　こういう弱々しいところをすぐに見せてくれる辺り、十四歳の歳とし相そう応おうで安心する。

「本当は警察とかに任せた方がいいと思うんだけど、ほら。兄さんたちって、そういうオカルトみたいなの得意でしょ？」

「ああ、得意になっちゃったなあ」

　しみじみと甘いコーヒーを飲みながら頷うなずく。

「だから、あたし、放課後にちょっと由ゆ美み恵えの家にお邪魔しようと思うんだけど。……その……えーと……」

「ん？」

「兄さんは……放課後、どうしてるかな、と思って」

　どこか照れたような上目遣い。

　これは『心配だから一緒に来て』という最愛の妹の甘えだった。

　だったら兄として、一緒に行くのは当然だ。

「勿もち論ろんＯＫだ。時雨しぐれがどこに行こうと必ず付いていくさ！」

「んもう、大げさ過ぎ……」

　若干頬ほおを染めているのがまた愛いとしい。

　俺は妹と、そして『彼女』のためならなんだってするつもりだ。

「じゃあ、そうだなあ……都市伝説に詳しい綾あや瀬せにも尋ねてみるよ」

「あ……北きた千せん住じゆさんだっけ。うん、そうだね。その方がいいかも」

「うむ。時雨は安心して、この兄に任せておくといい！」

　ドンッ、と胸を叩たたく。

「ふふっ。お砂糖をいっぱい入れないとコーヒーが飲めないような兄さんだけどね」

　いつもの笑みの中に、友人を心配する翳かげりが見える。

　それを晴らしてやるためにも、頑張ってやらないとな。








　◆　◆　◆









「よーっす、おはようさんー」

　朝の教室。

　俺は入ると同時に、クラスメイトたちに挨拶をした。

「よう、九十九つくも」

「おはよう、九十九つくもくんっ」

　まだ教室にいる人影はまばらだったが、大体のクラスメイトが挨拶を返してくれる。

　そんな中でも一番仲の良い御み蔭かげ山やま登のぼるが近寄って来た。

「九十九。今日の古文はいきなり小テストから始まるらしい。ノートを見せてくれ」

　そして、いきなり横おう柄へいな注文をしてくる。

　背が高く、体付きもしっかりしていて、何より筋肉がしっかりついた細マッチョ。彫りの深いワイルド風ハンサムな風ふう貌ぼうで、肉食獣のような雰囲気を持った危険極まりない男……。

「見返りはあるんだろうな、御蔭山？」

「当然だ。見せてくれればお前にこの『フォルチェンヌ』の特製ケーキをくれてやろう」

　まさか、有名フランス人パティシエがいるお店で『一日限定二十個しか作られない限定特製ケーキ』が見返りに出てくるとは！

「おう、ノートくらいでそれが貰もらえるならお安い御用だ！」

「交渉成立だな」

　こんなにワイルドでおっかない風貌だというのに、御蔭山は何気に『お菓子部』の部長だったりする。なんでも、お菓子作りは体力作りが基本なんだそうだ。

「ほい、ノート」

「しかし、九十九はさり気なく勉強しているんだな」

「まあな。勉強はそんなに嫌いじゃないんだよ」

　実際、新しい知識をどんどん覚えていくというのは嫌いじゃないし、予習をしておくだけでこうやって誰かのためになったりすることもある。テスト前に焦ることもないし、いいことだらけだから、俺は学校の勉強というものを楽しんでいた。

「これがケーキだ九十九」

　筋張った手が可愛かわいらしいケースを渡してくる。中に保冷剤も入っているのか、持っただけでひんやりとした。

　クラスにいる女子たちが羨ましそうに俺のケーキを見ている。

「ふむ、字もそこそこ読めるし、内容もまとまっているようだな、差し詰めチョコレートケーキのビターな味わいといったところか」

「すまん、意味が分からんが褒めてくれてるなら嬉うれしい」

「当然だ。俺がケーキを貶けなすわけがないだろうが」

　きっぱり言われると『そういうもんかな？』なんて思ってしまった。

「ふふっ、九十九くん、九十九くんっ」

「ん？　どうした委員長」

　メガネで三つ編みの学級委員長、三枝さえぐささんが話しかけてきた。

　一見野や暮ぼったい外見のくせに、実はこのクラスでも一番か二番に可愛い女子だったりする。メガネのセンスとか、髪の手入れとか、そういうものをちゃんとしているからなんだろうか。その可愛かわいらしさを損ねないバランス感覚は流石さすがだった。

「はい、昨日貸してくれた小説。面白かったよ！」

「お、もう読んだのかー。後で感想聞かせてくれよな」

「うん、休み時間にねっ」

　メガネの下でニッコリと目を細めて笑ってくれる三枝さえぐささん。

　真面目っぽい外見で、人懐っこくて、笑顔が可愛い。これだけで男子のほとんどは『俺ってもしかして三枝さんに好かれてるんじゃね？』と勘違いしてしまうだろう。既に何人か、三枝さんを好きな男子たちを俺は知っている。

「それじゃ、朝の時間のお邪魔はできないね。ばいばいっ」

　と、手を振りながら自分の席へと帰って行った。

　そんなさり気ない仕草でさえ可か憐れんだ。

　あれは無意識なら小悪魔だし、わざとなら大悪魔だと思う。

「ふっ。委員長『も』口く説どいてるのか、九十九つくも？」

　そんな様子を腕を組んで見ていた御み蔭かげ山やまが尋ねる。

「残念ながら、まだ口説いてない」

「まだなのか。英雄色を好むというものだな。ふふっ」

　御蔭山は『お前はどこの将軍だよ』とツッコミたくなるような態度で豪放に笑っている。

　実際に俺が三枝さんを口説くことはないだろうけど、ここで『全然口説いてない！』なんて言うと彼女に失礼だ。だから、こういう言い方にしておいた。

　三枝さんを好きな男子もいっぱいいることだし、このくらいなら日常会話の範はん疇ちゆうで特にからかわれる可能性はない。

「しかし、九十九よ」

「うん？」

「お前はまるで、陰で人助けをしているヒーローみたいなヤツだな」

「な、なんだ、いきなり」

　御蔭山の突然の言葉に──俺の心臓は跳ね上がっていた。

　実際、俺はヒーローとまではいかないが、似たようなことをしている身だ。

　だが、流石に御蔭山は俺がやっている『課外活動』まで知ってたりはしないだろう。

　だから、それっぽく適当に流しておく。

「御蔭山はまだ中学二年生の脳なのか？」

「そうだな。中二病なのかもしれん」

　ふっ、と笑って認めている辺りに度量の深さを感じて負けた気分になった。

　まあ、上う手まく誤ご魔ま化かせたような気はしないけど。

　御み蔭かげ山やまは意外と鋭いのかもしれない、今後はちょっと注意しておこう。

「それより、早くノート見て写したりしてこいよ。俺は……」

「ああ、そうだったな。すまん、邪魔をしたな」

　御蔭山は俺の横に座る女子を見ると、ニヤリと笑って露骨に気を遣う。

　そしてゆっくりと自分の席に戻っていった。その前の席には三枝さえぐささんが座っている。

『ヒーローにノートを借りたぞ』『ほんと？　見せて見せてー』などと二人が話しているのが聞こえた。恥ずかしいからヒーローなんて噂うわさで広めないで欲しいものだ。

　……さて。

「流石さすがは私のジンさん。リア充オーラバリバリで、モテモテで何よりです。流石は陰で人助けをしているヒーローさんですね」

　俺の隣の席に座っていた物静かな少女が淡々と呟つぶやいた。

「お前だってヒーローやってるじゃないか」

「私は貴方あなたのヒロインになりたいのですが」

　じっ、と見つめられる。

「御蔭山さんとのアツアツ熱血トークや、三枝さんとのイチャイチャ感想タイムはもうよろしかったのですか？」

　冷ややかな、感情が何も含まれていない声音で尋ねられる。

　制服の上にジャージを着たラフな格好に、何な故ぜかいつもつぎはぎだらけのマフラーをしている少女。

　北きた千せん住じゆ綾あや瀬せ。

　いかにも偽名っぽい名前だが、実際に適当に付けた偽名らしい。

　なんでも東京の駅名から女の子っぽいのを選んでパッと付けたのだとか。

「朝のホームルームが始まるまでのトークタイムは、綾瀬との時間。それは二人とも分かってくれてるんだろ」

「なるほど。クラスメイト公認のカップルということですね。ぽっ」

　口では『ぽっ』なんて言っているが、実際その表情はまるで変化していない。

　口調にも抑揚がないせいで、機械と話しているかのような印象すら受ける。

「実は綾瀬に相談したいことがあってな」

「そうですね、式は国内でいいと思います。海外も捨て難いですが」

「……なんの話だ？」

「結婚式場の相談ではないのですか？」

「すまんが、綾瀬とは結婚の約束をしたこともないし、付き合ってもいないだろ」

「まだ」

「まだ……か、どうかは、さておき」

「なるほど、脈有りですね」

　無表情のまま両手でグッとガッツポーズなど取っている。

　仕草は可愛かわいいんだけど、いかんせん顔も声音も追いついていない。

　いや、顔立ちだけならえらく可愛いんだけどな、こいつ。

「それで、結婚式場でなければ何の相談でしょうか。ハネムーンの行き先ですか」

「残念ながら結婚関係の話じゃないな。都市伝説について知らないかって話だ」

「それならば、私は生きる都市伝説データベースと言っても過言ではないでしょう」

　その大きな胸を張って答える綾あや瀬せ。得意げな様子が窺うかがえて何よりだ。

「えーと。『一人かくれんぼ』って知ってるか？　最近中学生の間でちょこっと噂うわさになっていたりするみたいなんだが」

「なるほど『一人夜遊び』ですか」

「いや『一人かくれんぼ』だ、綾瀬」

「すみません、中学生くらいともなれば夜遊びが楽しくて仕方ない年頃かと」

　全国の中学生がそうとは限らないのだが。

　俺も中学校時代によく夜遊びに出歩いていたので反論はできなかった。

「ジンさんも私と夜遊びしてもいいのですよ」

「いや、それは更に別の意味に聞こえるだろ。それに俺の名前はジンじゃなくて……」












「私はジンさんという響きが好きなのでこう呼びます」

　こういう輩やからが多いせいで、何気に俺の本名をいまだに知らないヤツが多かったりする。今では学校の先生すら『ジン』と呼ぶので、最も早はや俺の本名はみんなの頭の中から消えてしまっているのかもしれない。

「で、夜遊び、もとい夜に私と不純異性交遊をするというお誘いでしょうか」

「残念ながら、俺は綾あや瀬せとそういうことをするつもりはない」

「ほう、これでもですか」

　綾瀬はジャージを豊かに盛り上げている双そう丘きゆうを、ぐっと腕で持ち上げた。

　たゆん、とそれだけで揺れる柔らかそうな胸。

「ゴクリ」

「ジンさんだけは、この豊かな胸を自由にしてもいいのですよ」

「マジでか」

「はい。彼女さんと別れてくれれば今すぐにでも」

「ぐっ。それはできない……」

　とはいえ、男の子の夢が詰まったその膨らみはやはり惜しい。

「残念。仕方ないのでいずれ無む理り矢や理り夜よ這ばいでもすることにします」

「それも勘弁してくれ。拒否できる心の強さを持てそうにない」

「なるほど、脈有りですね」

　またも無表情でガッツポーズを取っている。

　そうは言っても、綾瀬の表情は全くそんな感情を持っているようには見えない。

　おかげで本気なのか冗談なのかさっぱり分からない。

「まあ、そういうのはいいんだ」

「はい。ジンさんが女子中学生とニャンニャンする話でしたっけ」

「全くそんな話をした覚えはないなー」

「そうですかニャン」

　無理矢理な語尾だった。

「ところで『ニャンニャンする』ってなんだ？」

「太古の言葉で『えっちなことをする』だったはずです」

　綾瀬の無表情は……よくよく見るとどこか得意げだった。

　俺の知らない言葉を使ったことが嬉うれしいのだろうか。

「まあ、ニャンニャンするのもしないのも、相手が可愛かわいいかどうかによるよな」

「なるほど、流石さすがはロリコンのジンさんです」

　大変不名誉な属性が付けられているが、実際に恋人の見た目年齢が非常に低い以上は避けて通れない評価だった。とはいえ、時雨しぐれみたいに大人っぽい美少女だって好きだし、綾瀬みたいに豊かな胸の美少女だって好きだ。

　つまり可愛かわいい女の子は大抵好きだったりするので、ロリコンオンリーだと思われると思わず反論したくなる。

「小ちゃい女の子だけが好きなわけじゃないぞ」

「つまり色んなものがいける口であると。ハーレム野郎を目指すのであれば、それはそれで私は良妻賢母を目指しているので受け入れて差し上げましょう」

　どことなく上から目線の言葉だった。良妻賢母ってハーレムを受け入れる妻のことじゃないと思うのだが、最も早はやツッコミは入れないでおく。

　ともあれ、このままだと一向に話が進まない。朝のホームルームまでの時間は限られているので、さっさと話を進めさせて貰もらおう。

「それで、綾あや瀬せはこの『一人かくれんぼ』がどんな都市伝説なのか知っているのか？」

「はい」

　あっさりと頷うなずく綾瀬。

　つまり、これまでの話はこいつなりのボケだったということだ。

「ボケなしで真面目に教えて欲しいんだが、どうだ？」

「儀ぎ式しき召喚、通称『ロア召喚』に分類される都市伝説です」

「ロア……召喚？」

「その通りです。都市伝説の実体化存在──『ロア』を呼び寄せるという類たぐいの噂うわさ話ばなしとなっています。俗に言う降霊術と呼ばれるものとも似ていますね。『一人かくれんぼ』の場合、定められた儀式を行って隠れると、家に一人でいるはずなのに『誰か』……つまりお化けである『ロア』が探しにやってくるというわけです」

「なるほど。お化けとかその辺りがロアとしてやってくるってことなんだな」

「そうですね。それは『幽霊』という形式であったり、もっと良くない『化け物』として現れたりします。大体ランダムです」

「ランダムなのか。凄すごいのもへなちょこのも、どっちが来るか分からない、みたいな？」

「ええ。低級のロアであればそのまま無害に帰ってくれるのですが、上級のロアが呼び出された場合、命の保証はできません」

　聞くだに危険な香りが漂う代物だった。

　狙った存在を呼び出せないという辺りが特に厄介だ。

「それで、その『一人かくれんぼ』がどうかしましたか？」

「実は三日くらい前に『一人かくれんぼ』をやったせいで、妹の友達が一人行方不明になっちゃったらしいんだ」

「そういうお話でしたか。遠回しにジンさんが『綾瀬、俺たちも一緒に夜を過ごそう。『一人かくれんぼ』じゃなく『二人かくれんぼ』をしよう』と、誘ってくださっているのかと思っていました」

「いや、それはない」

　どこをどう解釈すればそうなるのかさっぱり分からない。

　だが、綾あや瀬せの思考回路なんてものは俺ごときが理解できるものではないのだろう。

「行方不明っていうのが心配なんだよな。いなくなったのは三日前らしいし」

　ご飯とかどうしているのだろう。確か水も食料もない状況だと、三日で大変なことになるっていうのは何かで読んだことがある。

「ですが、ジンさん」

「ん？」

「中学生の行方不明のほとんどは『家出』らしいですね」

「マジでか」

　なんとも俗っぽい話が飛び出した。

「はい。行方不明になるのは大抵少女で、最終的に発見される場所は彼氏の家だったり、知らないおっさんの家だったりするそうです」

「うわー……そいつはあんまり知りたくない情報だったなあ」

　特に後者は、なんとなくおっさんが許せない。

　年とし端はもいかない若い女の子を家に招いているというのが明らかに良くないだろう。

　かと言って前者だってよろしくないのは分かる。

　つまり家出なんてものは総じてよろしくないのだ。

「中学生のうちからそんなコトになっていたら……その子の将来が大変になりそうだ」

「死ぬよりはましでしょう」

　きっぱり言い切る綾瀬は、じっと俺の顔を見つめていた。

　──確かに、死ぬよりはましなのかもしれない。

　ロアなんて人じん智ちを超えた、よく分からないものの犠牲になるくらいなら、人間らしい形で被害に遭う方がましだろう。

『化け物』なんかに襲おそわれるとか。関わるっていうことは。

『普通の人間らしい暮らし』ができなくなるということなのだから。

「まだ生きてると信じて、俺は頑張ってその子を助けてみるよ。サンキューな綾瀬」

「いえ。『一人かくれんぼ』をなんとかするのでしたら、ぜひ連絡をください」

「お、手伝ってくれるのか？」

「はい。私はジンさんに身も心も色んなトコもメロメロですので」

　身と心以外の色んなトコってどこなんだろう。

「その気持ちは大変ありがたいんだが……」

「お気になさらず。私はジンさんが、同年代乙女を好きになるようなまともな性癖になるよう祈り続ける者です」

「あー……」

　そりゃあ、俺の恋人はまともな同年代乙女ではない。

　年代でいえば世紀単位で違う。

「そして、私をお嫁さんにしてくれる日を待ち望むのです」

　それをよく知っている綾あや瀬せは、マフラーで口元を隠すと。

　口元に何らかの感情を浮かべていた。

「ん、そ、そうか」

　綾瀬のストレートな言葉は嬉うれしいっちゃ嬉しいのだが、ドギマギしてしまう。

　なんて答えていいか分からずに言いよどんでいると。

「それと、ジンさん」

「ん？」

　綾瀬が言葉を続けてくれた。

　だが、丁度その時。

　キーンコーンカーンコーン……とチャイムが鳴った。

「おっと、タイムリミットでしたか。では、一言だけ」

　綾瀬は目を閉じて、ため息と同時に呟つぶやく。

「都市伝説の実体化したものである『ロア』と呼ばれる存在たちは、人間の『負の感情』からしか生まれません。本人のものであったり、他人のものであったり。なので、その少女の家に行く時はくれぐれもご注意ください」
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　放課後。俺は時雨しぐれと合流して、由ゆ美み恵えちゃんの住んでいるマンションまでやって来た。

　いかにもお金持ちが住んでそうな高級マンションのエントランスだ。

　ピンポーン。

『……はい』

　脇の壁にあったパネルの部屋番号を押すと、すぐに返事があった。

「こんにちは、由美恵さんのお友達の九十九つくも時雨と申します」

「と、付き添いで来た兄です」

『……今開けますー』

　おそらくは由美恵ちゃんの母親だろう。

　その声は少しかれて疲れているように思えた。

　しばらくして、ガラス張りの自動ドアが開く。

「お邪魔します」

　エントランスには受付みたいな場所があって、そこにいたスーツのおじさんとお姉さんにお辞儀して前を通り過ぎる。頭上にはシャンデリアみたいな飾りがあり、端には高級そうなソファーも置かれていた。

「うわー、なんか凄すごいマンションだなぁ」

「兄さん、あんまりキョロキョロしないで」

　時雨しぐれは見た目も雰囲気もこの手の高級マンションが似合っている。

　兄の俺はちょっとチャラい自覚はあるので、粛しゆく々しゆくとその背中に付いていくことにした。

　エレベーターホールでエレベーターを待つ間、時雨の顔を見てみる。

　やっぱりどこか翳かげりを覚える。由ゆ美み恵えちゃんが心配でならないのだろうか。

「実はさ、兄さん。由美恵の家は母子家庭なんだけど」

「母子家庭でこんな家に住んでるのか。とんでもない金持ちなんだな、お母さん」

「うん……でも、由美恵は、その……あんまり母親と仲良くなかったんだよね」

「あー……なるほどな」

　だから時雨は俺に付き添いを頼んだってことか。

　協力的な母親なら良かったが、これから会う人物はそうとは限らない。

　人付き合いが下手な時雨からすれば、俺に頼りたかったということだろう。

　ポーン、とエレベーターが到着した後、時雨は無言になっていた。

　多分、緊張しているというのもあるのだろう。

　それに──もし『ロア』の被害に遭ったのだとすれば、もしかしたらもう死んでしまっている可能性すらある。そうでなくても、三日間何も飲まず食わずであればかなり危険な状態になっているかもしれない。

　軽口で和なごませる雰囲気でもないと察して、俺も無言でその背に付き従った。

　やがてエレベーターは高層階に停とまる。ただでさえお金持ち用マンションなのに、これだけ上の方ともなれば物もの凄すごい金持ちということだろう。

　時雨は迷いなく歩いて、ある部屋を目指す。

　まるでホテルの扉のようなドアの前まで来ると、そのままインターフォンを押した。

　ピンポーン。

　今度は返事ではなく、ガチャとすぐにドアが開く。

　中から現れたのは……とても由美恵ちゃんの母親とは思えないような年齢の女性だった。若々しく見える化粧。金髪に染めたウェーブの髪。胸元が開いたセクシーな服装。アクセサリーの類たぐいも、ブランド品のような高級感がある。二十代後半の年齢と言われても納得しそうになるような美人だった。

「あー……由ゆ美み恵えのお友達？」

　気け怠だるそうな、どこか舌足らずな声。微かすかなお酒の匂いを感じる。時雨しぐれも気付いたのか、少しだけ顔をしかめていた。

「はじめまして。あたしは由美恵の友達の九十九つくも時雨です」

「ふーん」

　丁寧に挨拶をする時雨とは正反対に、彼女は不ぶ躾しつけな視線を時雨と俺に送ってくる。

「あんたは？」

「時雨の兄です。今日は付き添いで来ました」

「あっそ」

　尋ねられたから答えたのに、返事はあっさりしたものだった。

　とろんと半分くらいしか開いていない目や、気怠げな気配からして、寝起きで調子が良くないということかもしれない。

「で、何？　プリントでも持ってきたの？」

　自分の子どもが行方不明だと言うのに、母親はいかにも面倒臭そうだった。

　むしろ早く帰れオーラが凄すごい。

「いえ、いなくなった由美恵の手がかりを探していて」

「いなくなったって。どーせ家出でしょ？　お腹なかが空すいたらすぐ帰って来るわよ」

　頭をボリボリ掻かきながら答える母親には心配している様子は一切なかった。

　母親すら家出だと思っているのであれば、警察が捜査なんてしているはずもない。

　……仮に家出だったとしても、どこかで犯罪に巻き込まれている可能性があるのだからしっかりと捜索して欲しいものなのだが。

　時雨が困ったような目で俺を見た。

　ここは適当な理由を作らないと、調査なんてさせて貰もらえそうもない。

　よし、ここは俺の会話技術を駆使してみよう。

「しかし、こんなに綺き麗れいなお姉さんがいるなんて思ってもみませんでした」

　俺は人懐っこい笑顔を作って話しかける。

「ん？　いきなり何言ってんの？」

　当然、いきなりヨイショすれば相手は訝いぶかしがる。

「あ、すみません！　俺ってどうしても思ったことがそのまま口に出るタイプなんで。お姉さん、どこかのお店で働いている凄すご腕うでさんとか、そんな感じでしょ？」

　これだけの高級マンション。そして、意外な若さ。服装や外見にかける金額の高さからして、この母親は夜のお店で働いているタイプだろう。いわゆる資金提供をするお金持ちが複数人いるに違いない。

「店のことがなんか関係あんの？」

　案の定、店という言葉に食いついてきた。

「いやいや、すみません！　俺の父さんが接待用の店を探してて。お姉さんみたいな人がいるお店だったら、紹介したいなーと思ったんですよっ」

　由ゆ美み恵えちゃんの母親は俺と時雨しぐれを交互に見た。

　時雨は非の打ちどころのない美少女だ。俺も、結構外見には気を遣っている。

　一見すれば良いいところのお嬢さんお坊ちゃんに見えなくもないだろう。

「ふーん……で、何しに来たんだっけ？」

　脳内で『お金になるかも』と思ったのか、彼女の態度が軟化した。

「由美恵の手がかりを探したいので、部屋に上げて頂けますか？」

　時雨がもう一度、来た意図を告げる。

「それくらいならいいけど。あんたらの父親に私の名刺渡してくれるんでしょうね？」

「そりゃ勿もち論ろん。必ず渡しますよ！」

「じゃ、上がって。由美恵の部屋だけ見ていいよ」

　ようやく俺たちは玄関に招かれる。

　流石さすが高級マンションだけあって、玄関からして既に広い。

「はい。お邪魔します」

　時雨はホッと一息吐ついて、俺の服の袖をきゅっと握った。

　緊張していたのだろう。よしよし、とその肩をポンポン叩たたく。

　と、家の中の廊下を歩いているといきなり母親に尋ねられた。

「実は、あんたの家にいるとかじゃないわよね？　由美恵に言われて様子を見に来たとか、そんなだったりしない？」

　なるほど、男の家にいると思い込んでいるわけだな。

「残念ながら由美恵ちゃんには会ったことないんっスよねー。お姉さんがこんなに美人なんだから、きっと可愛かわいいと思うんっスけど」

「あいつは野や暮ぼったいからダメね。何考えてんのかさっぱり分かんないし」

　娘のことを、そう言い捨てる親に胸が苦しくなる。とはいえ、ここで反論などしようものなら調査ができなくなるから、俺はぐっと言葉を飲み込んだ。

　ほどなくして、俺たちは部屋の前まで案内される。

「で、ここが由美恵の部屋ね」

「ありがとうございます」

　俺たち二人が通された部屋は、この家の中では一番小さい六畳間だった。

　中に入ってみると、いかにも女子中学生らしい部屋だった。

　だが、どこか簡素な雰囲気を感じる。物の数はそれなりにあるのに、片付いている様子が年頃の少女らしくないからだろうか。

　女の子向け雑誌や漫画がベッドに放置されたままなくらいで、後は全てきちんと整理されていた。ぬいぐるみもたくさん置いてあるのだが、一緒に遊んだりした様子もなく綺き麗れいに整列している。これだけ片付いていると、逆に放置されたままの雑誌や、開きっ放しになっているクローゼットだけに違和感を覚えた。

　よく見てみれば、クローゼットの中に入っていたらしい服の数々が部屋の片隅に丁寧に畳まれて置かれて山になっている。そこにはパジャマもあったりしたので、俺は一応視線を逸そらしておいた。まあ、下着とかに比べれば大したものではないが、女の子のパジャマなんてあんまり見ない方がいいだろう。

「そんじゃー、私は仕事の準備してるから。なんか盗んだりしないでよね」

　母親が不ぶ躾しつけに言って立ち去った。

「っ……はい」

　時雨しぐれはちょっとだけショックを受けたように、小さく返事をする。

　俺の妹が何か盗むような子に見えたのだとしたら、かなり腹立たしい。

　だが、多分あの母親は『そういう価値観』に染まっているのだ。

　基本的に他人というものは信じられず、娘の気持ちすらも考えていない。

　俺は立ち去った母親の方を見送りながら、もう一度時雨の肩に手を置いた。

「……ん、大丈夫だから、兄さん」

　その手に手を重ねて、ホッと安あん堵どするような吐息を零こぼす時雨。

「なるべくちゃちゃっと済ませような」

「うん、分かってる。兄さんは……」

「雑誌の内容とかをチェックしてみるさ」

　意識を切り替えて、調査モードになることにした。ぶっちゃけた話、いくら時雨の友達だからって家庭問題にまで口を出すことなんてできない。母親の態度がむかついたからって、それをどうこうすることなんてできないだろう。

　さて。

　もしもこれが『ロア』の事件ではなく、単なる家出だった場合をまずは想定してみる。

　だったら、この手の女性向け雑誌には大抵『出会い系掲示板』の広告があるので、そこから連絡をとって誰かと出会ったケースもあるだろう。中学生ともなればちょっぴり大人っぽい雑誌も読んで、そういったものに興味を持ち始める頃でもある。俺も中学生時代、クラスの女子がそれっぽい話をしていたのを聞いたことがあった。

　パラパラとめくってみるだけで、その手の広告はすぐに目に入った。

　たとえば、ここから由ゆ美み恵えちゃんが連絡をして、どこぞの男に引っかかった──なんて可能性だって充分に考えられる。

　家庭環境も考えてみれば、娘が寂しくなって、ついつい人肌恋しくなった、なんてパターンだってあるかもしれないしな。

　だけど、その手のページよりも開き易やすくなっているページがあった。

　パラパラッと開くだけで、自然とそのページになるくらい読み込まれていたようだ。

「お、しょっちゅう開いていたページがあるみたいだぞ時雨しぐれ。折り目がついてる」

「ほんとに？　なんのページ？」

「えーとな」

　おおよその辺りを慎重に開いてみる。

　そこにはオカルト特集の記事が掲載されていた。

　タイトルは……。

「『一人かくれんぼの方法』……これだな」

「ふーん……由ゆ美み恵えってば、雑誌に載っていたのをやってみたんだね」

　ここに来るまでに軽くスマートフォンで調べたところ、ネット上では色々な『一人かくれんぼ』のやり方が広がっていた。どれが主流というものでもないみたいだったので、由美恵ちゃんはこの雑誌に書いてあった方法を試してみたってことなのだろう。

「ほら、兄さん。あれ」

　時雨がテーブルの上にあった物を指差した。

　ちっちゃい爪切りと、少しだけ散らばっているお米。他には赤い糸の付いた針と、工作用のカッター、そして普通のグラス。

「あと、ゴミ箱も」

　時雨が指し示したゴミ箱には、大量の綿が入っていた。

　確か、ぬいぐるみの中身を取り出すっていうのが手順にあったはずだ。

「この綿を抜いた、ぬいぐるみがないね」

「そっか、ぬいぐるみだけないな、確かに」

「うん。突き刺したカッターはあるんだけどね」

　これだけの道具が出てくれば、由美恵ちゃんが実際に『一人かくれんぼ』をしたのは明白だろう。俺がネット上で調べた知識ではなく、この雑誌に載っていたやり方でやったなら、そこにヒントがあるのかもしれない。

　俺はそのページに書かれた『やりかた』の欄をよく見てみる。












「えーと……『隠れている間に、ぬいぐるみが動くような変な物音がしたり、ラストに探しに行ったらぬいぐるみが違う場所にあったり、つけたままのテレビに奇妙なものが映るかもしれません』って感じらしい」

「大体、学校で由ゆ美み恵えが説明してたのと同じだね」

　俺が雑誌の文章を読み上げると、時雨しぐれは納得したように頷うなずいた。

「それにしても、由美恵ちゃんが使ったぬいぐるみはどこだろうな？」

「ここにはないみたいだけど……一応聞いてみよ、兄さん」

　時雨に頷くと、俺たちは部屋を出て由美恵ちゃんの母親を探した。

　リビングにいた彼女は出かける準備も終え、大きな姿見で服装を確認しているところだった。そこには娘を心配する母親の様子は一切ない。

「ん？　そろそろ私出かけるんだけど、終わった？」

「はい。もうひとつ確認したいことがあるのですけど」

　時雨がおずおずと切り出す。

「何よ？」

「由美恵さんのお部屋以外で、どこかでぬいぐるみを見ませんでしたか？」

「あん？　ぬいぐるみ……？」

　由美恵ちゃんの母親は何を尋ねられたのか分からずに、きょとんとした。

「別に、ゼンゼン見てないわ」

「なるほど、了解しました」

『やりかた』によると、ぬいぐるみは風呂場の桶おけに放置していたはずだ。

　それを全然見ていないとなると、ぬいぐるみはどこかに消えてしまったのかもしれない。

「最後にお風呂場を見てみてもいいですか？」

　時雨しぐれが尋ねると、由ゆ美み恵えちゃんの母親は不思議そうな顔で頷うなずく。

「いいけど……」

「ありがとうございます」

　時雨はそのままそそくさとお風呂場に向かった。

　理由を説明しても分かって貰もらえるはずがない。『実は都市伝説のせいでお嬢さんは行方不明になったかもしれないんです』なんて言っても納得できるはずがない。

　俺はどうしようか迷った結果、そのままリビングに残ることにした。

　あんまり、他人、しかも男に風呂場なんて見てほしくないだろうしな。

「そういえば、由美恵ちゃんはいつからいないんっスか？」

　ストレートな質問かな、と思ったけど意を決して尋ねる。

「さあ？　……大体、三日前くらいじゃない？　そのくらいから部屋にいなかったし」

「その夜、なんか由美恵ちゃんはごそごそしたりしていませんでした？」

「私は夜中は仕事してて家にいないから分かんないわ」

「あー、なるほど。了解っス」

「そんなことより、はい、名刺。で、お父さんは何の仕事してんの？」

　母親はブランド財布から自分の名刺を取り出した。

　いかにも高級そうな夜のお店の名前が入っている。

「外資系の仕事っスね」

　適当なことを返事しておく。

「へー！　よろしく頼むよ？　あんたたちの父親なら、かなりイケメンだろうし」

　この母親の年齢がいくつくらいなのかはさっぱり分からない。化粧で若く見せているし、実際にそんなに年齢は重ねていないのかもしれない。

　お宅の娘さんが、オカルティックな命の危険に晒さらされているんです、なんて言ったところで通じるとは到底思えない。

　この人に由美恵ちゃんの心配をして欲しいと思うのは、俺のワガママなんだろうか。

「兄さん」

　俺が思わず何か言いそうになる前に、時雨が戻ってきてくれた。

　ここで台無しにするわけにはいかないので、ちょっと安心する。

「水が入った……お米が浮いてる桶があったよ」

「ぬいぐるみは？」

　時雨しぐれは首を振る。

　もしも本当に『一人かくれんぼ』をしたんだとすれば、ぬいぐるみはどこからか見つかるはずだ。それこそ、勝手にぬいぐるみが歩き出したりしない限り。

　部屋に準備してあったものや、お風呂場にあった桶おけの情報からして、由ゆ美み恵えちゃんが『一人かくれんぼ』をしたのはこれで確実だろう。

　だが、そのまま彼女は消えてしまった。

　つまり……。

「まだ、どこかに隠れたままってことか？」

「そんなはずないと思うけど……」

　時雨は心配そうに辺りを見回した。

　高そうな調度品だらけとはいえ、隠れられそうな場所はあんまりない。

　それこそ、彼女の部屋にあったクローゼットくらいだ。

　とはいえ、クローゼットはさっき見た時開いたままだった。

　あの部屋に隠れ続けられる場所なんてどこかにあっただろうか。

　こうして見回してみても、それっぽい隠れ場所なんて見つからない。

　……情報は揃そろったかな、という気もする。

「もういい？　そろそろ仕事に出るんだけど」

　由美恵ちゃんの母親から『さっさと帰って』オーラが出ていた。

「よし、帰ろう時雨」

「ん……そうだね」

　時雨はちょっと心残りがありそうだったが、これ以上ここにいても由美恵ちゃんの手がかりは見つからないだろう。

　それに、もしもこれがロアの仕業であるなら──家に帰って、俺の彼女に確認しないといけない。

「それでは、お邪魔しました」

　玄関から出る時に由美恵ちゃんの母親に話しかけても、特に返事はなかった。

　せめて俺が父親に名刺を渡すまでは、いい顔した方がいいだろうに。

「兄さん……ありがとね」

　母親と仲良しである時雨にしてみれば、この家にいるだけで精神的なダメージを受けてしまうのだろう。

　その手は俺の袖をぎゅっと強く握ったままだ。

「いいって。帰って美お味いしいご飯を食べような」

　その頭をよしよし、と撫なでる。

　サラサラの感触が手に優しく、かなり手入れされている髪であることが分かる。

「もう……子ども扱いしないで」

　抗議するように俺を見たものの、時雨しぐれは俺の手を止めることはなかった。

　そしてマンションから出た後、なんとなく綾あや瀬せの言葉を思い返す。

『都市伝説の実体化したものである『ロア』と呼ばれる存在たちは、人間の『負の感情』からしか生まれません。本人のものであったり、他人のものであったり。なので、その少女の家に行く時はくれぐれもご注意ください』

　負の感情なら、あの家にはいくらでも蓄積していたのかもしれない。
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　俺たちの住む夜や霞がすみ市には市境にもなっている大きな山があり、山道を少し登った先に俺たちの家はある。住宅街からも街からも離れた郊外の広い敷地に建つ一軒家。

　元々は古い洋館が建っていたらしいが、それを敷地ごと俺の父親が買い取って普通の一軒家に建て替えたのが二年前だ。

　それ以来、俺たち家族はここに住んでいる。

『ただいまー』

　時雨と声を揃そろえて玄関に入ると。

「お帰りなさーい」

　リビングの方から甲高い声が聞こえてきた。

　九十九つくも沙さ保お里りさん、俺たちの母親だ。

　と言っても、俺と血が繋つながっているわけではなく、父さんの再婚相手だったりする。

　時雨は沙保里さんの連れ子で、その時から俺たちは義理の兄妹きようだいになった。

　かれこれ十年以上一緒に過ごしているというのもあって、今ではすっかり普通の親子、普通の兄妹としてお互いを認識している。なんせ時雨と俺が出会った当時、俺は七歳、時雨が四歳。物心のつき始めみたいな頃だ。

「ご飯までは少し時間がありそうだな」

「ん、そうだね」

「それじゃ、ちょっと地下に行ってくるよ」

「うん、また後でね、兄さん」

　時雨と別れ、俺はもう一度玄関を出て裏庭に回る。

　我が家の裏庭には建て替えの時に壊さなかった離れがあった。

　人がいなくなって何十年も過ぎていたはずなのに、そこだけは何な故ぜかいつも小こ綺ぎ麗れいだったそうだ。中世のヨーロッパを思わせる建物で、辺りは枯れた花の花壇に囲まれている。

　不思議なことに、この花は枯れたままずっと存在しているらしい。

　俺と時雨しぐれはずっとドライフラワーだと思っていた。だが、実は『枯れたまま、生きている』という不思議な状態であることが最近分かった。

　今となっては、この場所の主あるじの仕業であることが分かっている。『生物の時間の停滞』みたいな力を使っているとかなんとか、そんなだったはずだ。

　そんな離れのドアを開けると、靴のまま部屋に入った。

　シン……とした、静せい謐ひつな空気。

　長年手入れされていなかったはずなのに、埃ほこりすら存在していない部屋。

　広めのワンルームで、小綺麗な調度品が揃そろっている。

　全体的に落ち着いた色合いで統一されている中、唯一この部屋に不釣合いなものが壁に埋まっていた。

　重厚な、鉄の扉。

　そこだけがこのシックなデザインを壊すかのように、重苦しい空気感を出している。

　この奥にいる者を決して外に出さない。

　そんな強い意思すら感じられる扉。

　かつては分厚い鎖で何重にも封印されていたものだったが、今はその鎖も外れていた。

　勝手知ったる今は、あっさりとその鉄扉を開けることができる。

　ギギッと開くと、その先には地下へと続く螺ら旋せん階段があった。

　カツンカツンと石畳の段をしばらく降りていく。

　実質三階分くらいだろうか。

　薄暗い階段は距離感を狂わせるせいで、毎回『かなり地下に潜ったな』と思った頃、ようやく地下室の廊下に辿たどり着つく。

　階段同様、明かりもないのに何故か青白く光っている通路。

　その先に、豪華なレリーフで飾られた扉がある。

　まるで礼拝堂にでも繋つながっているかのような大きな扉。

　俺が手をかけると、大した抵抗も重さも感じずに扉は開いて──。




「おかえり、ジンー！」




　真っ白な少女が、いきなり俺に飛びついてきた。

　髪も、服も、肌も、全てが純白。

　ただその目だけが赤く爛らん々らんと輝いていた。

　その整い過ぎた愛らしい顔には、超嬉うれしそうな笑みが浮かんでいる。

　ぎゅっ、と抱いて支えると、ふんわりと甘い花の香りがした。

「お待たせシルヴィ。退屈してなかったか？」

「うん、大丈夫。ずっと漫画読んでネットしてゲームしてたから平気っ」

　それだけ聞くと、実に羨ましい生活だ。




　シルヴィア・エルソフィア・アウレリア・ウィルヘルミナ・ミナ・ラウラ・カーミラ。




　彼女が俺の『ご主人様』みたいなもので。

　いわゆる『吸血鬼』というロアそのものだった。

　そして、正式にお付き合いしている俺の恋人でもある。

「お話ししたいことがいっぱいあるの！」

　お姫様抱っこしている俺に顔を近付けて、満面の笑みを浮かべている。

　そんな顔を見ているだけで俺の心は温かくなった。

「おう、どんな話だい？」

　シルヴィは手に持っていたライトノベルを見せた。

　退屈しないように、何冊か俺が買って持ってきたものの内の一冊だ。特に選んだりせず、色んなレーベルの新刊を適当にチョイスして買ってきたわけだが……。

「ねえ、ジン。どうしてどこのレーベルも同じようなネタのラノベばかり出すの？」

　直球で、答えづらい質問をされてしまった。

「お、おう、それは……」

「ねえねえ、ウェブ小説系が流は行やったらそればっかり真ま似ねするのはなんで？　ファンタジーものばっかりなのはなんで？　作家さんたちも、他の人が書くようなのとおんなじようなのばかり書いてて楽しいの？　ねえ、どうして？」

「シルヴィ、ストップだ。その疑問は実にもっともだけどストップだ」

「どうして？　ジンは何か知ってるの？」

　シルヴィは吸血鬼。

　つまり魔物だ。

　魔物なので、人間や人間社会に対して気を遣うことは一切ない。

　なのでその疑問は大抵容赦のないものになる。

「ほら。流りゆう行こうって言葉があるだろ？」

「それくらい分かるわ、ジン。人間は群れの生き物だから、群れ仲間と共通した価値観を維持しないと村八分になるのよね？」

　所々合っているような間違っているような認識だったが、俺にも詳しくは分からない。大体いいような気もするので頷うなずいておく。

「そうだなー。特に日本だと『他人に合わせる』のは大事ということになっているな。それがいわゆる『和の心』ってヤツだし」

「あ、なるほど！　作家も会社も、他の競合相手から仲間はずれになりたくないからなのね！　とても納得したわ！　流石さすがね、ジン！」

「まあ、うん。そういう認識でいいかな、うん」

　具体的に売上がどうこうとかそういうのは、一介の高校生に過ぎない俺にはまだ分からない。むしろそれが分かれば、大人になっても大丈夫なのかもしれない。

「ふふっ、またこの時代の、この国の文化を手に入れたわ。これでわたしは最強の最悪、恐怖の吸血鬼にまた一歩近付いたことになるわね」

　そして俺の腕の中で得意げにしている。

　その口からはちょっと発達した犬歯が見えた。

　うん、いかにも吸血鬼だ。ただ、こんなに無邪気に笑っている女の子は、最強！　とか最悪！　とか、恐怖！　とはまるで縁がないように思えた。

「教えてくれたジンにご褒ほう美びをあげる」

　そして、そのまま顔を近付けて。

　ちゅっ、と頬ほおにソフトなキスをくれる。

　それだけで全身がゾクゾクとするのだから、吸血鬼のキスというのは威力がでかい。

「おおう、サンキューな、シルヴィっ」

「グッときた？　欲情した？　そろそろわたしの初めてを奪ってくれる？」

　そしてとんでもない提案をしてきた。

　確かにシルヴィと俺はいわゆる恋人同士みたいなものだ。

　だが。

「とてもゾクゾクはしているけれど、まだ手を出しちゃいけない体だなあ」

「うーん。やっぱり体が幼いままだと問題があるみたいね」

　自分の胸をぺたぺたと触りながら呟つぶやくシルヴィ。

「実年齢はとっくに五百歳以上なんだけど、だめ？」

「最近のラノベやアニメを見て、ネットでニュースもチェックしてくれているなら分かると思うんだけど、外見が幼いというだけでアウトなんだ」

「そうなのね。どうして文化が発展すると人の思考は退化するのかしら？　一昔前は十歳くらいで結婚して子どももじゃんじゃん作ってたのに」

　それは戦国時代だったはずなので、確かに丁度五百年くらい前なのか？

「とりあえず、シルヴィがどんどん吸血鬼としての力を高めて、大人にチェンジができるようになるまでは、そういうのはダメだなー」

「んー、仕方ないわね。じゃあ、ベッドまで運んでくれる？」

「オッケー、お姫様」

　そのままお姫様抱っこをしたままベッドに運ぶ。

　その体は羽毛のように軽く、ちょっと軽いぬいぐるみを抱いているくらいしか感じない。

　これはシルヴィの『存在質量』がまだ少ないからで、つまり『吸血鬼』としてまだまだ存在が弱いということなのだ。

　とはいえ、ここに彼女は確かに存在している。

　俺は改めて、彼女の住すみ処かである部屋の中を見回した。

　部屋には大きな天蓋付きのベッドと、簡素な机と、普通に女の子の一人暮らしに必要そうな家具が揃そろっている。調度品はいかにもゴシック調の豪華なものなのに、インターネット接続のための機器とか、林檎マークの付いたノートパソコンとか、ほうぼうに積み重なっている漫画雑誌や単行本、ライトノベルなどが統一感を台無しにしていた。

「よいしょっ」

　俺がベッドの上で手を離すと、ぽふっとシルヴィはベッドに横たわった。

「ふふっ」

　とても楽しそうに見上げてくる、その上目遣いがちょっぴり色っぽい。

　どうして日本や他の先進国では小さい子に手を出しちゃいけないんだろうな。

　しみじみと理不尽さを実感しながら、俺は自分用特等席である椅子に腰掛けた。

「ジンからロアの残のこり香がみたいなものがするよ？」

　そして、シルヴィは体を起こして……その赤い目を輝かせる。

　ロアの残り香。そんなものが付いたとしたら、由ゆ美み恵えちゃんの家でだろう。

「鋭いな。実は……」

　ざっくりと今日の時雨しぐれとのトークから、綾あや瀬せとの会話、そしてさっきの由美恵ちゃんの家と、その母親の話をした。かなり掻かい摘つまんだものなので、分かりづらかったら補強説明を入れようと思っていたら。

「うん、それは間違いなく都市伝説が実体化して『ロア』になっているね」

　と、あっさりと答えてくれる。

「やっぱ、そうなのか？」

「最近はネット発の都市伝説たちが幅を利かせているみたい。『一人かくれんぼ』もネットで広がったものだものね」

　ベッドに転がっていたタブレットＰＣを手に持つと、シルヴィはついっと動かす。

　そのままタブレットＰＣの何かのアプリを起動しつつ足をパタパタさせていた。

　一個一個の仕草がもう可愛かわいい。

「家庭環境が冷え切っているってのも分かり易やすい条件だよ。そういう子がいなくなったからって世の中はそんなに事件として扱わないでしょ？　そうなると噂うわさばっかりが広がっていくの。最初は家出だとみんな思うんだけど、いつしか面白おかしく『一人かくれんぼ』をしたらいなくなったんだ──みたいな」

　なんだろうな。ロアというのは基本的に『他人の不幸を面白がる』みたいな生まれ方をしているような気がする。無責任な噂うわさ話ばなし。みんなが良いいヤツだったら生まれないような、そんな人々の悪意を必要としている。

「ジンは気にしなくていいよ。気にしてどうにかなるもんじゃないもんね」

「……そうなのかな」

　もやもやしていることが顔に出ていたのか、シルヴィは俺を気遣ってくれた。

「そうよ。どんなヒーローでも家庭問題は解決できないの。だって、人と人の気持ちを変えることができちゃったら、それって洗脳だものね。人はみんな、自分の意思で生きて、選択していくべきよ」

　たとえば由ゆ美み恵えちゃんの母親を説得したいと思っても、彼女の価値観では娘は既に大きなものではない。だから、赤の他人である俺には何もすることができないということ。

　……ならせめて。ロアの脅威から救いたい。俺ができることはそれだけだ。

「データベースにあったよ、『一人かくれんぼ』。カテゴリー『神隠し』のロアだね」

　はい、と見せてくれたのは『８番目のセカイ』というアプリ。

　白い帽子の少女マークがアイコンで表示されている。

　ロアか、ロア化した人間でなければ起動できないという不思議なものだった。

　基本的にはデータベースのアプリで、条件を入れて検索するとどんな都市伝説なのか、どう実体化してロアになるのかなどが書かれている。ロアごとにそのデータの内容や、アプリでできることも違うらしい。

「えーと……危険度ＢプラスからＡ？　結構高めじゃないか」

「カテゴリー『神隠し』はロアの中でも『最強』と言われるジャンルの都市伝説だからね。今回は『儀ぎ式しき』をしなければ発動しないというのと、多くても一人だけしか神隠しできないから、控えめな強さになっているんだと思うよ」

「それでもＡに行くことがあるんだ？」

　Ａと言えば、確か『災害レベル』と教わったことがある。

　つまり、大勢の犠牲者が出る可能性もあるということだ。

「ネット系都市伝説は連帯感が基本だから。『みんなで一人かくれんぼやって実況しようぜー！』みたいなノリになると、その書き込みを見た人たち全員が一気にやって、一度に大勢消え去る可能性があるってこと」

　そうなれば同時多発行方不明事件。確かに『災害レベル』になる可能性があるのか。

「そっか……ネットは怖いなあ」

「匿名掲示板が大流行の頃は無名書き込みが主流だったみたいだけど、今のＳＮＳは『本人っぽさ』がより強くなっているから、信頼度みたいなものも上がってるしね。むしろお互いに繋つながっている『フォロワー』同士だったりしたら『一緒にやらないと空気読んでないと思われる』みたいな意識になるみたい」

「ああ、さっき話した『流行』みたいなもんなんだな」

　誰かと一緒じゃなければ、誰かと似たような価値観でなければ、『みんな』と一緒にいることができない。『時代』に取り残されるかもしれない。

　そんな意識を、この都市伝説は利用している可能性があるってことか。

「『赤信号みんなで渡れば怖くない』みたいに、怖い話もみんなで一緒にやれば怖くなくなるんだよ。真夜中でも人がいっぱい出歩いていたら安心するでしょ？」

「もう夜の闇は怖いものじゃなくなったってことかあ」

　転校続きで、地方に住んだことのある俺は、その夜の暗さに驚いたものだったが。

　そういった『闇の怖さ』というのも、大人数なら薄れるということだろう。

「この街の『一人かくれんぼ』は、まだ大事件にはなっていないみたいだね。とはいえ、もう人を行方不明にしている以上、噂うわさは大きくなっていくはず。そして、大きくなった噂はロアをより強くするから……」

「『最強』ランクの都市伝説、『神隠し』として完成されていくってことなんだな」

　思っていた以上に厄介で大変な都市伝説だったらしい。

『一人』なんて部分で寂しさを感じている場合ではなかったようだ。

「『最強』ってからには……」

「うん。『吸血鬼』がやっつけて、わたしの物語にしないとね」

　顔を上げてまっすぐに俺を見るシルヴィ。

　その目はより強く光っていた。

　見ている者を惹ひき込む魔性の瞳。

　見ているだけで、つい吸い寄せられてしまうほどの魅惑の力を感じる。

「っとと」

「ふふ？　ジンってば。わたしの目に引き寄せられちゃった？」

「シルヴィの眼力は俺をメロメロにするからな」

「あはは！　それで、どっちにする？」

「ん？　どっち、て言うと……」

「アプローチ方法は二つ」

　ぶいっ、と嬉うれしげに俺にピースサインを向けるシルヴィ。

「被害者の家にいるかもしれない『一人かくれんぼ』のロアを退治しに行くのが一個目」

「うん。てっきりそれでいくんだと思ってたけど、もう一個は？」

「二個目は『一人かくれんぼ』を別の場所で実践して、誘おびき寄よせるパターンかな」

「あー、なるほどな。由ゆ美み恵えちゃんの家に行って何も出て来なかったら大変だ」

　相手は夜中の三時以降に現れるロアだ。

　そんな時間に、他人の家に忍び込むのは犯罪だろう。

　いくら母親が不在だからといって、それをするのは困難だ。

「しかし、あれって家の中に別の人がいても成功するんだろうか？」

「どゆこと？」

「いや、突然母親が帰ってきたら失敗すんのかな、って」

　多分だが、あの母親は不規則な生活をしているはずだ。

　いきなり帰って来ることもあれば、全く帰って来ないことだってあるだろう。

　それに今回のロアは『一人かくれんぼ』ってくらいだ。『家の中には誰もいないはずなのに……』みたいなオカルト話の方が信ぴょう性がある気がする。

「『儀ぎ式しき系』のロアは大丈夫だよ。『ロアの世界』構築が簡単だから」

「と言うと？」

「儀式開始と同時に、そこはもう『一人かくれんぼ』の領域になっちゃうってこと。外からの侵入者もいないし、内側から脱出する方法もなくなるの。それこそ『一人かくれんぼ』の逸話通りに終了するか、ロアが囚とらわれた人を解放していいと思うまでね」

「その場合、もしも別の部屋で母親が寝てたりしたらどうなるんだ？」

「ずっと起きないか、そもそもいなくなっちゃうか、起こした途と端たんに『ロアの世界』が解除されちゃうか……まあ、色々だよ」

　つまり儀式を開始した途端に、生殺与奪権は全てロアのものになる。

　それがロアたちの作り出す自分の物語ワールド『ロアの世界』ということだ。

　そうなると、別に由美恵ちゃんの家じゃなくてもＯＫってことだな。

　むしろ誘き寄せるなら、俺の家の方がいい。

「じゃあ、早速今晩にでも『一人かくれんぼ』をやってみるとするよ」

「ふふっ、ジンがやるんだ？」

「そりゃそうさ。こんな危険なことを妹にさせるわけにはいかないし」

「シスコンだなあ。ロリコンとシスコンは似たようなものだと思うのに」

「時雨しぐれは小さい頃から大人っぽかったからな。今も中学生とは思えないほど落ち着いているし、ロリコンとは程遠い雰囲気だよ」

「ふむ。ジンを誘惑するには落ち着いた女性になる必要があったかぁ」

　まあ、ぶっちゃけた話シルヴィにも充分誘惑されているけれど。

　それはそれで一線を画しておかないと欲望と本能のままに大変なことになりそうだから自制していた。

「んじゃ、夜までわたしとイチャイチャしよ？」

　シルヴィはタブレットを消すと、ベッドの上で挑発的な視線を向けてくる。

　ドレスっぽい白い服から覗のぞく肌が、チラチラと見えて艶なまめかしい。

　柔らかそうな頬ほおや透き通るような肌を舐なめたら幸せになれそうな。

　そんな欲望が刺激されまくる。

「それに、ジンはわたしの下僕しもべなんだから」

「おっと、命令に背くわけにはいかないんだったな」

「そういうこと。それじゃあ……」

　しどけなく、ゆっくりと細い脚を開いていく白銀の少女。

　スカートでギリギリ見えない下着。挑発的な細い脚。

　その奥を妄想させるには充分な仕草だった。

　ごくっ、と思わず喉が鳴る。

「ふふ？　じゃあ一緒に、何して遊ぼうか？」

　目は脚と脚の合間に釘くぎ付づけだった。

　個人的には女の子の胸が大好きだったはずなのだが、シルヴィ相手だともっと直接的な気分になってくる。

　これがいわゆる『吸血鬼』の誘惑テクニックなのだろう。

「い、いやいや、しかし……一線を越えちゃったらアウトなんだろ？」

「わたし的にはセーフなんだけどね。ジンもわたしと同じ吸血鬼になって、二人揃そろってダブル吸血鬼だー！　みたいに楽しめるから」

『吸血鬼』に血を吸われたり、結ばれたりした場合、吸血鬼側の裁量で相手を吸血鬼や意思を失って歩き続けるだけの生ける屍しかばねにしたりできる。

『吸血鬼という都市伝説』を一手に担うシルヴィは、古今東西ありとあらゆる吸血鬼の噂うわさ話ばなしをその能力として取り込んでいるのだ。

　だから『都合のいい部分だけ凄すごい能力を持つ』なんてこともできる。

「もうちょっと人間を楽しんで、そろそろシルヴィと永遠に生きようかな、と思ったら手を出すことにします」

「あははっ、すっなおー！」

　シルヴィは裸足はだしの可愛かわいい足をパタパタして笑っていた。

「うん、いいよ。どうせ五百年待ってたんだもん。今更プラスで何十年くらい経たっても大したことないよ。ご飯代わりに血だけ飲ませてくれればね」

「ＯＫ、ありがとなシルヴィ」

「いいっていいって。大事な下僕の言うことは聞くよ」

　度量の大きい所を見せる我が主あるじの吸血鬼様だった。

「それじゃ、夜まで何してよっか？　『寸止め遊び』？」

「俺がどのくらいの誘惑を我慢できるのか限界を探るかのような遊び名はなんだろう」

「分かってるならいいじゃない」

　何十年も我慢できるだろうか。

　俺だって女の子に興味津々な十七歳。

　しかも相手は可愛かわいい子で、素敵過ぎる存在だ。

　まあ、無理だろうな。

　今日は我慢しても明日には堕おちているかもしれない。

　下手に我慢し過ぎても良くないから、もういつでもＯＫな気分でいるとしよう。うん。

　すまん時雨しぐれ、兄さんは明日には人間じゃなくなっているかもしれん。

「すっごい真剣に考えているねえ……ふふっ」

　そんな俺の顔を覗のぞき込こんで楽しそうにしているシルヴィ。

「じゃあ、せめて一緒にベッドの上で漫画読もうよ？　ラノベでもいいよ？」

「ああ、それくらいなら……」

　と、油断してベッドに近付いた、その瞬間。

「それー☆」

「おおうっ！」

　手を引っ張られて、シルヴィの上にのしかかる形になってしまう。

「きゃー☆　襲おそわれちゃうー♪」

　俺の下で嬉うれしそうに足をパタパタしているシルヴィ。

　うーん、こんな姿を誰かに見られようものなら、確実に誤解されてしまうだろう。




　ガチャ。




　そしてタイミング良くドアが開いた。

「兄さん、ご飯の支度ができたからシルヴィアさんと二人で、ってお母さんが……」

　ノックもなしに入ってきたのは妹の時雨。

　よくよく考えてみれば俺もノックしなかったので、そこは兄妹きようだいどちらもか。

「…………」

　俺とシルヴィの状況を見て固まる最愛の妹。

「……やあ、その私服姿も可愛いな、時雨」

「こんばんは、妹ちゃん」

　その姿勢のまま挨拶をする俺たちに。

「……何してるの、兄さん、シルヴィアさん」

　とても冷ややかな声で尋ねる時雨しぐれ。

「実はこれはだな」

　俺がベストな言い訳を考えていると。

「イチャイチャしてるの。妹ちゃんもまざる？」

「ま、混ざらないって！　っていうか、シルヴィアさんは兄さんを誘惑するのやめてっ」

「お、それは妹としてなのか、それとも一人の女の子としての嫉妬なのかー……？」

「マジか時雨っ」

　思わず体を起こして食い付き良く尋ねてしまう。

「そ、そういうのないから……!!」

　そのまま真っ赤になって、慌てて立ち去る妹。

「ってなわけで、シルヴィの分もご飯を取ってくるよ」

「はーい、待ってるね！」

　廊下を走り去っている音を追いかけるように、俺はシルヴィの部屋を後にした。
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　その夜。

　三時前にはとりあえず儀ぎ式しきに必要な道具は揃そろえることができた。

「ほんとにシルヴィの離れでやっていいんだろうか」

「お風呂も隠れられるクローゼットもあるからね。いいんじゃない？」

　離れの部屋まで上がってきたシルヴィがそう告げる。

「しかし、本当にジンさんだけで大丈夫でしょうか」

　どこから聞きつけてきたのか、まだ『一人かくれんぼ』をやってみるという連絡をしたわけでもないのに、綾あや瀬せもこの部屋にやって来ていた。

「確かに『ロアの世界』を形成されると、わたしたちは入れないかもしれないもんね」

「兄さん、あの……やっぱりあたしがやろうか？」

　時雨が控えめに挙手する。

「いや、流石さすがにそれは意味ないだろ」

「だね。妹ちゃんはわたしたちと一緒に待ってた方がいいよ」

「ですね。私と深夜の女子トークでもしていましょう。トークテーマは『ジンさんのロリコンを直す方法』」

「あー……」

　それまでは女子会参加に否定的な雰囲気だった時雨しぐれが、トークテーマを聞いた途と端たんに心が揺れていた。時雨の提案を引っ込めさせるための綾あや瀬せの機転は嬉うれしいのだが、どうしてか納得いかない。

「やはり色仕掛け……いえ、既成事実を作る方がいいのでしょうか」

　綾瀬は自慢の胸を持ち上げて告げる。

「そ、そういうのは、い、いけないんじゃない……？」

　一方の時雨は顔を真っ赤にして首を振っていた。

　何気に胸に手を当てている辺り、気にしているのかもしれない。

　確かに時雨の胸は大きくはないが、ペタンコでもない。

　とても理想的な大きさと言えるのではないだろうか。

「ジンがエロい目で妹ちゃんを見てるよ」

「に、兄さんっ！」

「すまん、恥じらってる顔が可愛かわいくてつい」

「つい、じゃないよ、もう……！」

「私も恥じらえばいいのでしょうか。ぽっ」

　綾瀬は淡々と無表情に口にするが、当然恥じらいなんてものはまるで見えない。

　こいつは本当に俺のことを気に入ってくれているのか。

　その無表情と口調だけではとても判別できそうもなかった。

「さてと。塩水を作って隠れる場所に置いておくんだよな。それから、ぬいぐるみの中身を抜いておいて……」

「ぬいぐるみは私が用意しておきました」

　綾瀬が持っていたトートバッグからサッと人ひと形がたのぬいぐるみを取り出す。

「『モンスターぬいぐるみ・オーク編』です。名前はズバリ『オークくん』」

　見れば鎧を着けた豚男みたいなぬいぐるみだった。

　……なんでこんなの持ってるんだろう。

「ああ、サンキュー。でもいいのか？　このぬいぐるみの中身を取り出したり、カッターで突き刺したりするんだが」

「オークには当然の報いでしょう」

　なんか恨うらみでもあるんだろうか。

　だとしたらなんで買ってあったんだろうか。

　綾瀬は謎が多い女の子だな。

「兄さん、お米と爪切りがこっち」

「塩水はクローゼットの中にしまっておいたよー」

「オークの内臓を全てぶちまけました」

「お、おう、サンキューな」

　女子三人がテキパキと準備を進めてくれていた。

　俺は慌てて爪を切る。

　この爪を米と一緒にオークくんの中に詰め込んで赤い糸で縫合すれば準備完了だ。

　時間はもうすぐ三時。

『一人かくれんぼ』開始の時刻は目前まで迫っていた。
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　そして、開始時刻。

　既に女子三人はシルヴィの部屋で女子会をしているので、部屋には俺一人だ。

　完全に預けて貰もらったというのは嬉うれしい話ではあるが、この事件をちゃんと解決しなきゃいけないという点でプレッシャーも感じていた。

「えーと。まずは……」

　スマートフォンに表示しておいた手順をもう一度確認する。

　いざという時用に鉄扉は開いているが、これは気休め程度の保険だった。

　侵入不可タイプの『ロアの世界』だった場合、いくら近くにいたとしても俺を助けには来られないからだ。

　俺の使命は、言うならばその『ロアの世界』にいるかもしれない由ゆ美み恵えちゃんを見つけ出して、ちゃんと『一人かくれんぼ』の儀ぎ式しきを終えること。そうすれば、隠れたまま行方不明ということにはならないはずだ。

「よし、始めるか」

　軽く気合を入れるために、頬ほおを叩たたく。

「まずは、ぬいぐるみに向けて三回……最初の鬼は俺、最初の鬼は俺、最初の鬼は俺」

　鬼を宣言してから、オークのぬいぐるみ『オークくん』を持ち上げる。

　中身はお米になっていて、裂け目は赤い糸でしっかりと縫い合わせられていた。

　そのまま離れにある浴室へと向かう。

　脱衣所のドアを開けると、ふわっといい香りがした。

　シルヴィが使っているシャンプーかリンスかボディソープの香り。

　元々吸血鬼は老廃物を出したりすることがないらしいので、風呂に入る必要もないのだが。シルヴィは流れない水（お湯）に入るという行為が気に入ったらしく、毎日何度かお風呂に入っているらしい。

　つまり、ここで裸のシルヴィが……。

　そんな嬉うれしい妄想をしている場合ではないのが残念だ。

　俺は理性的に頑張りつつ、磨すりガラスの戸を開けてお風呂場に入った。

　広めの浴室にはさっきよりも強い香りが漂っている。

　お湯も張ったままだった。シルヴィが浸かったと考えればドキドキするが、老廃物が出ないということは彼女の体から何かしらが出て混ざるということもないので、単に綺き麗れいなままのお湯ということなのだろうか。吸血鬼の生態にはまだまだ謎が多いな。

「さて、と」

　意識をいやらしい方向から切り替える。

　見れば、既に水を張った桶おけは用意してあった。

「そんじゃ入れるぞ、オークくん」

　その中にぬいぐるみを入れると、じわぁっと水を含んでいく。

　布と中身の米にも充分行き渡るレベルになると、オークくんは桶に沈んでいった。

「よし。後はこのまま浴室の電気を消して、脱衣所の電気も消して……と」

　テキパキと電気を消してから、そのまま部屋に戻る。

　ここでテレビをつけなければならない。

　俺はテーブルの上に用意しておいたスマートフォンで、テレビアプリを起動しておく。

　それから砂嵐になっているチャンネルを開いておき、テーブルの上に放置した。

　部屋の明かりも消して、他に電気がついていないかを見回す。

　まあ、地下は三人ともいるので明るいだろうけれど、光はここまでは届かない。

「一応これで真っ暗だな」

　それを確認してから、俺は目を閉じて。

「いーち、にー、さーん、しー、ごー、ろーく、なーな、はーち、きゅうー、じゅっ！」

　十を数えてからカッターを取り出すと、足元に気を付けながら風呂場に移動した。

　壁に手をついて、なんとか探り探り脱衣所のドアを開く。

　だんだん目が慣れてきて、そのまま迷わずに浴室のドアも開けた。

　うっすらと、桶の中にオークくんが入っているのが見える。

　この段階ではまだ、ぬいぐるみがどう変化するかというのは関係ない。

「『オークくん』みーつけた」

　この名前もどうかと思うが、いかにも綾あや瀬せのセンスっぽくて笑ってしまう。

　持っていたカッターからカチカチと刃を出すと。

「ってなわけでオークくん、すまんな」

　ザクッ、とその腹部をカッターで突き刺した。

　一応、中身の米まで届いた手応えを確認してから引き抜く。

　別に生き物に突き刺したわけでもないのに、ちょっとした気持ち悪さがあった。

　この行為が、いわゆる『呪い』めいた儀ぎ式しきなんだろうな。

「次はオークくんが鬼だぞ」

　手順通りにそう宣言して、俺は元の部屋まで戻った。

　クローゼットを開けるとそこには既に塩水の入ったコップが用意されている。

　それを倒したりしないよう、慎重に中に入って。

　そのまま両手でコップを握った。

「ふー……」

　うっかりこのまま、塩水をゴクゴクと飲み干したい衝動にかられる。

　だが、この塩水はいわばこの儀式の要。

　ここで失敗するわけにはいかないので我慢した。

　しばらく待ってから、塩水を口に含んで外に出る。

　ぬいぐるみに向けてコップの残りの水、口に含んだ水をかける。

　最後に「俺の勝ち！」と三回宣言すればおしまい。

　とはいえここで本当に終わってしまったら『一人かくれんぼ』のロアを退治できないし、由ゆ美み恵えちゃんの居場所も分からないままだ。

　だから、何かのヒントがないかと思い、俺は耳をすましてみた。

　ザー……というテレビの音だけが聞こえる。

　確か、この段階で物音がしたりするのがよくあるパターンだったはずだ。

　もしくはテレビに何か映り始める。

　あと、ぬいぐるみがなくなっているっていうのもあったかな。

　とにかく、そういった変化が起きないことには始まらない。

「………………」

　それから数分が過ぎた。

　こう何もないと、どこかで失敗したんじゃないかという気になってくる。

　鉄の扉を開けっ放しにしていたのがいけなかったんだろうか。

　それともぬいぐるみがオークなのがまずかったんだろうか。

　実は女の子しか成功しないとかだったら……。

　何が悪かったのかというのはいくらでも思い浮かんでしまう。

　だが、方法は雑誌に載っていたものをそのまま行った。少なくとも、由美恵ちゃんとは同じ方法のはずだ。

　だから俺は、自分を信じて待つしかなかった。

　………………。

　しかし、それから更に何分か過ぎた。

　砂嵐のザーという音はずっと続いたままだし、特別な物音もしない。

　スマートフォンをテレビ代わりに使ったのは失敗だった。時間がさっぱり分からない。

　確か、この全体の儀ぎ式しきを一時間とか二時間以内に終えなければならなかったのに。

　うーん。

　とりあえず今晩のところは締めに入ろう。

　そして『失敗したかな？』と思う部分をもう一度やり直そう。

　そう思って、俺はコップの塩水を口に含むと、そのコップを持ってクローゼットの戸に手をかけてみた。

　その時。

　ザー……とずっと鳴り響いて聞こえていた砂嵐の音の中から。

『ザー……な、いで……ザザザ……こな、いで……!!』

　女の子の声がした。

　慌ててクローゼットを飛び出したところで。




「……っ!?」




　危うく口の中の塩水を吹き出すところだった。

　目の前に、何の物音もなく巨大な影が立ちはだかっていたのだ。

　よく見れば、それはさっきのぬいぐるみ、オークくんだった。

　胸にはカッターの跡があるし、傷口は赤い糸で縫合されている。

　だというのに、俺はいまだにそれがオークくんだと信じられなかった。

　──とても巨大化していたからだ。。

　今のオークくんは、ゆうに二メートルは確実にあるだろう。その虚うつろな目は無機質だった。特に何の感情も気持ちも浮かんでいない。そんないかにもな『化け物』が音もなく、いつの間にかこんな目の前まで迫っていたのだ。

　そして、その作り物の目と俺の目が合った。

　途と端たん、ニヤリと。

　表情なんか変化するはずのないぬいぐるみが、明らかに、邪悪な笑みを浮かべた。

　そもそもオークくんは、元々二十センチくらいの大きさだったはずだ。

　それが今は十倍以上になっているのだから、これはもう超常現象に決まっている。

　頭の中が真っ白になったのは一瞬だった。

　確か……。

「っ！」

　まずはコップの中の水をオークくんにかけると、バシャッと跳ねる音がした。

　つまり、こいつは物理的にここに存在している。

　あまりに非現実的な光景だったから幻か何かかと思ったが、そうでもなかったようだ。

　続いて、勢いをつけて口の中の塩水を吹きかけた。

　プロレスラーのように綺き麗れいに霧吹きできればいいのだが、いかんせん普通に吹きかけると水の塊を飛ばすのが精一杯だ。

　俺の口に含んでいた塩水も無事にオークくんにかかった。

「ぷはっ、これで口が自由になった。後は……」

　慌てて辺りを探す。

　この部屋には今、オークくんの巨大バージョンしかいない。

「由ゆ美み恵えちゃん、どこだ!?　返事してくれ！」

『ザー……こない……で……ザザザ……』

　砂嵐の音の中に、微かすかに声が聞こえるだけだった。

「由美恵ちゃ……！」

　もう一度呼ぼうとしたところで。

　ブォン!!

　何か大きなものが俺の頭に向かってきて、慌ててしゃがみこんだ。

　髪が風圧だけで僅わずかに逆立つ。

　見れば、それはオークくんの拳だった。

　今の風圧からして、まともに受けたらただじゃすまなかっただろう。

　っていうか。

「攻撃してくんのかよ!?」

　ブォン!!

　すぐさま、もう片手が俺に向かって振り下ろされた。

「うっわ！」

　攻撃してくるということが分かっていたのもあって、俺はすぐに横に跳んでいた。

　オークくんの拳が床を打ち据えると、ゴガッ！　と床がへこむ。

　確か板張りの床の下は石造りだったはずなので、こいつの一撃は石すら砕くという威力なのかもしれない。

　つまり。

　こうやって『一人かくれんぼ』を終了させないことで、このロアはそれを行った人をどこかに連れ去ってしまうということなのか。しかもどういう理屈か分からないが、テレビの砂嵐の向こう側。テレビ画面の中に犠牲者はいるということらしい。

　こんなデカくてキモいものに時雨しぐれの友達が襲おそわれたのか……と考えてみてから、そういえば彼女の家にあったぬいぐるみは普通に可愛かわいいものばかりだったのを思い出す。

　そいつらがどんな攻撃をしてくるのかは分からないが……。

『フュウウウ!!』

　こんなに鼻息荒い、醜悪で危険度の高い外見ではなかっただろう。

　今、俺がこんなに苦労しているのは綾あや瀬せのせいだった。

　なんとなくアイツを恨うらみたい気持ちになりつつ。

「……なるほどな」

　由ゆ美み恵えちゃんが儀ぎ式しきを行ったであろうぬいぐるみが見つからなかったのも納得した。

　多分、彼女は自分のぬいぐるみに襲おそわれたのだ。

『ぬいぐるみが意思を持ってかくれんぼの鬼になり、対象を行方不明にするロア』。

　それがこの『一人かくれんぼ』のロアということだろう。

　脱出方法がちゃんと提示されている分だけ、あまり強くない部類ではあるのだが。

　まずはこの物語を終わらせるより先に由美恵ちゃんを探さなければならない。

　なんとしても彼女に『助けてくれる誰かがいる』ということを知らせたい。

　それがヒーローだからな！

「そりゃあ！」

　床を転がるように移動し、オークくんから距離をとった。

　こいつがどうやってテレビの中に被害者を連れ込むのかは謎だ。

　それを確かめるために、このまま俺が攫さらわれてみるというのは……。

『フシュウウウ……』

　相変わらず息が荒い。床も完全にへこんでいる。

　あんなのに捕まったら、攫われる前に殺されかねない。

「じゃあ『倒す』っていう選択肢になるか」

　そう思い、俺は立ち向かう決意をする。

　おそらくあいつは俺が何かをしようとすれば、それを止めようと動く。

　現在こうしている間に攻撃してこないことがその理由だ。

　だからと言って、このまま何もしなければ援軍が来るというわけでもない。

『ロアの世界』には外から侵入することは不可能。

　だからこそ、内側からなんとかするしかないのだから。

　なら、まずは……。

「由美恵ちゃん！　今助け──」

　言おうとした瞬間、オークくんは一瞬で距離を詰めて。

　俺の頭目掛けて巨腕を振り下ろしてきた！

　だが、分かっていれば対処は容易たやすい。

　どうやらこいつは、由美恵ちゃんを助けられたくないようだ。

『被害者』がいなくなってしまったら、その物語にオカルト要素はなくなってしまう。

　やがて誰も噂うわさしなくなり、ロアは消滅する。

　それが分かっているからこそ、こいつは俺を阻はばむのだろう。

「そりゃ！」

　ヤツが拳を振り下ろす直前に前転していた俺は、オークくんの脇をすり抜けてテーブルに迫っていた。彼女の声がするのはあのテレビの中。

　だったら、そこにこそヒントがある気がする。

　テーブルの上で未だに砂嵐画面を表示しているスマートフォンを手に入れると、俺はそのままの勢いで部屋の反対側まで滑り込んだ。

「聞こえるか、由ゆ美み恵えちゃん！」

『ザッ……だ、れ……？』

「君を助けに来た!!」

　スマートフォンに向けて大きく叫びながら、その画面をスライドする。

　オークくんはそんな俺に凄すごい勢いで迫ってきていた。

　狭い部屋の中で、ヤツの巨体が近付くだけで地響きのような音を立てる。

　俺はホーム画面中央にある白い帽子少女のアイコン、つまり『８番目のセカイ』のアプリを起動した。

　そこに表示された『フレンド』リストを見て。

「さあ、来てくれ。『月つき隠がくれのスカーフェイス』！」

　ぽち、と。

　そのアイコンに触れる。




　ピコン♪




　どこからともなく響いた軽妙なクリック音と共に。




『ねえ、ねえ。私は綺き麗れいですか？』




　そんな声が部屋に響いた。

　瞬間、禍まが々まがしい何かの気配が部屋狭しと溢あふれ出だす。

　ここはまだ『一人かくれんぼ』のロアの世界だというのに、まるで意に介さないかのような圧倒的な存在感の顕現。

　かなり高位のロアが登場したことによる空気の変化だった。

『グルゥ!?』

　オークくんは突如として現れたその気配の主ぬしを探すように辺りをキョロキョロと見回す。

「呼ばれて飛び出てじゃじゃじゃじゃーん、というのは何が元ネタでしたっけ」

　そんな疑問の声はオークくんの真後ろから聞こえた。

　そこにはいつの間にか。

　つぎはぎだらけのマフラーで口元を隠した綾あや瀬せが立っている。

　その姿はいつものジャージ姿ではなく。髪も伸びた赤いワンピース姿だった。

　そんな彼女の姿を見るだけで、本能が警告を発する。

　あれは『死』そのものだ──と。

『フシュ!?』

『これでも……綺き麗れいですか？』

　綾瀬はその口元を隠していたマフラーに手をかける。

　俺は慌ててその顔から視線を逸そらした。

　今、綾瀬の顔を見てはいけない。

　その顔を見てしまえば、たとえ質問の答えが何であったとしても──。

「『対面殺害フエイス・トウ・フエイス』です」

　ズバアアアア!!

　綾瀬の言葉と同時に、オークくんの体が無数に切り裂かれるような音が聞こえる。

　どうやら、彼女のロア能力。

『口裂け女』のロアである綾瀬の必殺技が決まったようだ。

　それは綺麗と答えようと、答えまいと、その顔を見た者を確実に殺傷する能力。

　対象をズタズタに切り裂く、正に狂気の技だった。

「成敗」

　まるでどこぞの暴れん坊な将軍様のようにキリッと言う綾瀬。

「そろそろ見てもいいか？」

「私の胸をですか？」

「ちげえっ!?」

「ぽろん」

「わー！」

「冗談です、脱いでません。もしも見たくなったらいつでも言ってくださいね。ちなみに顔はちゃんと隠したので、見てもＯＫです」

　その言葉に安心して視線を戻してみると、綾瀬はマフラーで深々と口元を隠していた。

　別に胸も露出したりしていない。

「うん、まあ気が向いたら頼むかもしれん。ともあれお疲れ、綾瀬」

「実は私ではオークくんには勝てないかもしれないと思っていました」

「え、マジか。そんなに強いのに？」

『口裂け女』こと『月つき隠がくれのスカーフェイス』である綾あや瀬せは、こと殺傷力と脅威度で言えばロアの中でも最強の部類に入る。実際にその口が裂けているのかどうかは見たことはないし、見た者の噂うわさも聞かないが、とにかくロア状態の綾瀬の口元を見た者は必ず死んでいるらしい。

　そんな最強の一角である綾瀬が勝てないかもしれない……？

　この『一人かくれんぼ』のロアはそこまで強敵だったと言うのか？

「私は『くっ、殺せ！』ごっこがしたいので」

「ごっこて」

　オークという魔物は、姫騎士にめっぽう強いという特性があるらしい。

　ゲーム（いやらしい系）だと定番の展開とかなんとか。

　俺は改めて目の前で小さくなっていくオークくんのぬいぐるみを見た。

　ズタズタに、鋭利な刃物で八つ裂きにされている。その傷口の至る所から、大量の米が赤い糸と共に流れていた。あの中には俺の爪もあるのかもしれないな。

「残念、勝てちゃってるな、姫騎士綾瀬」

「くっ……無念……」

「なんにせよ助かったよ。サンキューな、綾瀬」

「はい。結婚してくださってもいいのですよ」

　どことなく赤い顔でそんなことを言ってくる。

「あー……後ろ向きに考えておく」

「なるほど、脈有りですね」

　無表情のまま両手でグッとガッツポーズなどとっている。

　いつの間に俺はこいつにそんなに好かれたのかよく分からないのだけど。

　こうやって助けてくれることには感謝していた。暴れん坊な将軍くらい頼りになるというのも確かだ。

「何はともあれこれで……」

「いいえ、まだ終わっていません」

「むっ」

　綾瀬の言葉に従って警戒心を取り戻した瞬間。




　ザアアアア!!




　辺りの景色そのものが、まるでテレビ画面の砂嵐のように染まっていく。

「なっ」

　あまりに突然のことで、一瞬何が起きたのか分からなかった。

「今のは、ロアの本体ではありませんでした。おそらく、ロアの本体は……」

　ザザ、ザザザザ。

　今まで話していた綾あや瀬せの姿すら、目の前の砂嵐の中に溶け込んでいってしまう。

「綾瀬！　綾瀬！」

「…………ふぁいと、だーりんっ…………」

　そして完全に姿が消える前に、そんな応援をしてくれた。

「ダーリンってなんだ！　それに、ロアの本体がヤツじゃない……？」

　冷静に考えればその通りだ。オークくんは今回の儀ぎ式しきで俺が呼び出したものに過ぎない。つまり、オークくんを巨大化させた『一人かくれんぼ』本体がいるのだ。

『……来ないでって言ったのに……』

　まるで地獄の底から響くかのような、不気味な女の子の声が背後から聞こえた。

「由ゆ美み恵えちゃん……か？」

　砂嵐に包まれた世界で、俺がゆっくりと振り向くと。

　そこには、さっきのオークくんのように巨大な、青いクマのぬいぐるみが立っていた。

「っ！」

　その腹部を見て、俺は絶句してしまう。

　そこには、メガネをかけた小柄な女の子が飲み込まれていたのだ。

　青いクマのぬいぐるみの中心は縦に裂けた闇になっていて、そこに上半身裸で埋め込まれているかのような形の彼女。

　手の先と、おへそから下辺りは脈打つ闇に囚とらわれていた。その闇はぬいぐるみの内臓であるかのように、ぬめぬめとした質感のある光沢を放っている。

　──彼女の下半身や両手はもう、その闇と同化しているかのようだった。

『わたしは……もうだれも……いらないの……お母さんも……みんなも……』

　彼女の目は虚うつろで、目の前にいる俺を全く見ていない。

　ただぼんやりと顔を上げているだけだ。

『お母さんなんて……わたしがいなくなっても、まったく気にしてないもんね……ふふ、知ってた……知ってたわ……』

　呪じゆ詛そのようなくぐもった声と共に、彼女の体が闇にずぶっと埋まっていく。

『だから……化け物になることにしたの……生まれても……意味のなかったわたしは……化け物になるのが……ピッタリなのよ!!』

　シュルルルル!!　と、腹部の闇の中から黒い触手のようなものが放たれた。

「うおっ！」

　その触手は俺の腕と体に蛇のように巻き付くと、物もの凄すごい力で本体に引き寄せる。

　俺は全く抵抗もできず、あっさりと彼女の目の前まで連れて来られていた。

『あなた……だあれ……？』

　メガネの下の瞳が、真っ黒にくぼんでいた。その眼がん窩かの奥からは止とめ処どなく黒い液体が、涙のようにごぼごぼと大量に溢れ出ている。

　吐き気を催すような空気が、そんな彼女の周囲には漂っていた。

　三日間。

　そんなに長い時間をかけてこのロアに食われ続けていたということだろうか。

　たとえば、母親がもっと早く気付いていればなんとかなったのだろうか。

　時雨しぐれがもっと早く俺に相談していれば、こうならずに済んだのだろうか。

　俺がもっと早くロアについて調べていれば、ここまで囚とらわれなかったのだろうか。

　あらゆる後悔はもう遅かった。

　だから俺は、今の俺に言える言葉を紡ぐしかない。

　俺が信じる、俺がなりたい──ヒーローとしての言葉を。

「俺は、君を助けに来たんだよ、由ゆ美み恵えちゃん」

『たすけなんて……たすけなんて……！』

　彼女の暗黒の瞳が大きく見開かれる。

『助けてって何度も何度も何度も何度も叫んだわ！　でも、お母さんはまるで気付いてくれなかった！　全く聞いてくれなかった！　私の部屋なんて見向きもしなかったっ!!　アアアアアアアア!!　お母さんが気付いてくれれば！　少しでも探してくれれば!!　わたしはこいつに食べられないで済んだのにイイイイイ!!』

　ロアは、負の感情からしか生まれない。

　それは綾あや瀬せから教えて貰もらったことだ。

『わたしは、わたしは、お母さんに見つけて欲しかったのに!!　探して欲しかったのにイイイ!!　なのに、帰ってきたお母さんは、わたしがいないことに『めんどくさい』ってエエエエエ!!　めんどくさいって何ヨオオオオオオ!!』

　ここは彼女が生み出したロアの世界だからだろうか。

　それとも、こうして彼女の生み出す触手に囚われているからだろうか。

　なんとなく、彼女が『一人かくれんぼ』をした時のイメージが浮かんできた。

　クローゼットに隠れたままの由美恵ちゃん。

　だが、もうすぐ……朝五時くらいになれば、母親が帰って来る。

　だから、彼女はちょっと待ってみたのだ。

　母親が探してくれるかもしれない、と。少しでも自分を見てくれるならば、少しでも心配してくれるならば、探して、見つけてくれるかもしれない、と。

　だが、その期待はロアに利用された。

　ルールにあった通りだ。

『一時間か二時間以内に終える』という決まり。

　それを怠った彼女は──『一人かくれんぼ』のロアに囚とらわれてしまった。

　三時の開始から二時間以上、隠れてしまったのだ。

　だから、ロアに見つかってしまい……連れ去られた。

　そして、出られない世界で母親の言動を見てしまったのだろう。

　仕事から帰ってきて、疲れ果てた母親は。

　由ゆ美み恵えちゃんが部屋にいないのを見て『はぁ～……めんどくさい』と呟つぶやいた。

　その後も、由美恵ちゃんが帰って来ないことに『めんどくさいわねえ』と呟いた。

『家出なんかしてんじゃないわよ、めんどくさい。もう帰って来なくていいわ、ほんと』

　──それが疲れからくる愚痴なのか、それとも本心なのかは分からない。

　ただ、少なくともその言葉を、由美恵ちゃんは聞いていたのだ。

　ロアの世界で、聞かされていたのだ。

『アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!』

　三日間。

　ゆっくりと。化け物に自分の体が食べられていくという狂気の中。しかも自分の母親の悪意を見せられて、由美恵ちゃんの心はすっかり壊れてしまった。

　壊れることで、その心を守った。

　これが『一人かくれんぼ』のロア、なのだ。

　今、ロアは俺もその闇に取り込もうとしている。

　彼女の絶望を見せることで、俺の希望も打ち砕こうとしているのだろう。

　こんな彼女に。絶望して壊れてしまった少女に。

　俺ができることは……。

「………………俺は………………」

　自分ができることを、必死に考える。

　綾あや瀬せのように颯さつ爽そうと現れる力もなければ、凄すごい殺傷技術があるわけでもない。

　そんな俺ができることは何かを考えに考えて。

「なるほどな。よく分かったよ由美恵ちゃん」

『分かったような顔をしないでエエエエ!!』

　ゴポゴポと、その目からは止とめ処どなく黒い液体が溢れていた。

　それは本当に彼女の涙のようで……。

「うん、よく分かった」

　だから、俺は目の前の彼女を抱き締めた。

　泣いている女の子を前に、何もしないなんてできなかった。

　ぐにゃ。

　その感触は、まるで水風船を抱いたみたいだった。

　力を入れると、それだけで弾はじけてしまいそうな。

　この体の中身はもう、目から溢れている黒い液体になってしまっているのか。

『アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!』

　俺の感触なんてもう届かないのかもしれない。

　もう俺にはどうしようもないのかもしれない。

　だけど、絶対に諦めたくはなかった。

　だから、尋ねる。

「君は、どうしたいんだい？」

　この言葉も届かないのだったら──。

　どんな声も届かないのなら、彼女はもう全部なくなってしまっている。

　だけど、一ひと欠片かけらでも。

　彼女の中の絶望に、一欠片でも『希望』があるのだったら。

『アア、アアア!!　アアアア!!』

「どうしたいんだい、由ゆ美み恵えちゃん。そのまま叫んでいたいのかい。ロアに取り込まれ続けたい？　さっさと食べられて楽になりたい？　永遠にこの場所で苦しみ続けたい？」

　さっき、触手を通じて由美恵ちゃんのイメージが俺に伝わってきた。

　だったら、俺も頑張ってイメージしてみる。

　彼女が今後辿るであろう絶望を。果てしなく続く苦痛を。永遠の狂気を。

『アガ……！　……アッ……ア……ア……』

　反応が……変わった！

　今、俺が叫んだ中に何か、由美恵ちゃんの中に残る『何か』があったのかもしれない。

　それはなんだ？　何が由美恵ちゃんの中に残っている？

　これだけロアに壊し尽くされた彼女の中で。

　唯一残ったのはいったい……なんだ？

　いや、それをピンポイントで探すなんて無理だ。

　だったら……やれることは。

　そう、俺の得意分野で攻めるしかない。

　彼女の母親にやったように、説得じゃなくて……提案だ！

「よし！　それじゃ由美恵ちゃん。このまま俺と一緒にロアになって、大勢の人間を取り込もうか！」

『……ア……？』

「学校中のみんながこっち側に来れば、もう一人じゃなくなるだろ？　そういうのも楽しくていいかもしれないもんな！」

『……………………？』

　明らかに由ゆ美み恵えちゃんの反応が止まっていた。

「もしくは、お母さんだけこっちに呼び寄せようか。由美恵ちゃんを見捨てた母親を、自分と同じ目に遭わそう！　化け物にしてしまって、永遠に外の世界を見て悔しがるようにしよう。そういうのだって、気持ちいいかもしれないもんな！」

『ア……ア、ア、ア、ア、ア!!』

　再び反応した時には、さっきまでの叫んでいただけの彼女とは違う様子を見せる。

　これは……戸惑い、だろうか？

「由美恵ちゃんを苦しめる、寂しがらせる、そんな全てに報復をしよう。三日間も放置した友達もここに誘おびき寄よせて、そして食べてしまおう。そうすれば、彼女らともずーっと一緒にいられるよ」

『ア、ア、ア、アアアアアアア!!』

　声にならない慟どう哭こくが俺のすぐ真横から発せられていた。

　ゴポゴポとおびただしい量の黒い液体が床に落ちていく。

　そう、これでいい。

『彼女』は今、戸惑っている。

　つまり由美恵ちゃんの意思が生まれている。

　だから、俺は続けた。

「さあ、どうしたい由美恵ちゃん。俺は君の味方をするぜ？」

『アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!』

　俺が与えるのは選択肢だ。

　彼女が本当にやりたいことを与えるのみだ。

　そして、彼女のやりたいことを肯定するのみだ。

　決して解決策なんて出すつもりはない。

「さあ、言えよ由美恵。俺は全て叶えてやろう。君が望むこと、君が望むもの、君が欲しいもの、全て手に入れてやるよ。君は自分がしたいことを言えばいい。本当にして欲しいことを言えばいい。ただし──」

　俺は言葉をたっぷりと溜めて。

「嘘だけはつくなよ？」

『アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!』

　その絶叫は周囲の空間全てを揺るがしていた。

　砂嵐は更にうるさく響き渡り、彼女の声と合わさって凄まじい不協和音になる。

　そんな騒音の響き渡る中。

　微かすかに、聞こえた言葉があった。




『………………タスケテ…………』




　俺はそれを聞き逃さない。

「それが君の望みでいいんだな、由ゆ美み恵えちゃん！」

『タスケテ……タスケテ……!!』

　もしかしたら、それこそ気の迷いなのかもしれない。

　本当は全てに絶望して、化け物に食べられて、諦め切っていたかもしれない。

　こんな、体の中身まで黒い液体になってしまって、目玉も失った彼女が、元の姿に戻れるなんて希望はどこにもないのかもしれない。

　だけど俺は、彼女の本心を聞いた。

　だったらそれを実現してやるだけだ！

　ズアアアアアアア!!

　そんな俺に、ぬいぐるみの腹の中から大量の触手が伸びてきた。

　ガシッと俺の体を掴つかむと、そのままぬいぐるみの中に引き込もうとする。

『アアアッ!?』

　由美恵ちゃんはそんな俺を振り向いて見てくれた。

　表情は分からないが、心配してくれたと判断して。

　ピッ、と親指を立てて返す。

　ズズズズ!!

　闇の臓物の中に取り込まれた途と端たんに、その液体は俺の皮膚から内側に侵入してきた。

　毛穴という毛穴から、じわじわと入り込んでくる黒い液体。

　こうやってゆっくりと、由美恵ちゃんの正気を壊していったのだろう。

　自分の中身が気持ち悪い黒いものになっていくなんて、中学生の女の子が耐えられるはずがない。高校生の男の子である俺だって耐えられそうもない。

　だけど、彼女の正気はギリギリのところで壊れていなかった。

　由美恵ちゃんはずっと『お母さん』のことを叫んでいた。

　本当に壊れてしまった心なら、もう母親のことだってどうでもよくなっていたはずだ。

　たとえそれが恨うらみであったとしても。

　彼女の心にはまだ『やりたいこと』が残っていたのだ。

『アアア!!　ダメ……ダメッ!!』

　だからこそ『何がしたいか』と尋ねられて、彼女はその僅わずかな正気を取り戻せた。

　母親を同じ目に遭わせたいわけではない。ましてや友達を恨んでなんていない。

　単に、由ゆ美み恵えちゃんは。

　母親に自分を見て欲しかっただけなのだから。

　だから俺は、そこにつけこんだ。

　──俺の中に、黒い液体がどんどん侵入してくる。

　痛みがあるわけではなく、どんどん体の内側が塗り替えられていくかのような恐怖。

　こんなものを三日間もずっと味わった由美恵ちゃんの恐怖は計り知れないだろう。

『ダメ！　そのひとを、殺さないで……!!』

　その言葉も、ようやく人間らしいものに戻っていた。

　あとひと押しだ。

「由美恵ちゃん。本当は、君は、どうしたいんだい？」

　彼女の真っ暗な目を見て、俺は笑いながらそう尋ねた。

『わたしは……わたしは……』

　その目から零こぼれ落ちる液体が止まる。

『元の自分に戻って、生きたい……！』

　その言葉が聞きたかった。

　俺はずっと手に握り締めていたスマートフォンに、なんとか指を滑らせた。

『８番目のセカイ』は既に起動している。

　そして、俺はこう尋ねた。

「由美恵ちゃん。『君の世界』に、行ってもいいか？」

　これは、最終確認。

　言うならばロアの『儀ぎ式しき』だ。

『え？　はい……来てください……!!』

「よしきた！　さあ『招待』に応じてくれ『我が主あるじ』よ──！」




　ザッ！




　それまで周囲で荒れ狂っていた砂嵐が一瞬で停止する。

　そしてどこからともなく、威厳と畏い怖ふを含んだ声が響き渡る。




「そうね。招待されたのなら──応えなければいけないわ」




　瞬間、俺の体からドバッ!!　と大量の血が吹き出した。

『ッ!?』

　その血は、俺の内側から吹き出したものだった。

　俺の中身を侵しん蝕しよくしようとしていた黒い液体も、同時に全て噴出する。

　そして俺から溢れ出た血は、一瞬で集まり、固まっていき──。

　一人の、少女の姿へと変化していった。

　周囲の空間を、綾あや瀬せの時とは違う凄まじい圧迫感が支配する。

　このままここにいれば、恐ろしいものを目まの当あたりにする。

　恐怖そのものの顕現を見てしまうことになる。

　そんな本能的恐怖を呼び起こすほどの物もの凄すごい威圧感。

　そこにいるというだけで、空間の密度を飽和させてしまうほどの存在感。

　何年も、何十年も、何百年も『噂うわさ』を蓄積し続けなければ手に入れることのできない、最強と呼ぶに相応ふさわしいクラスのロアが顕現していた。

『純白の吸血鬼』、『不死者の姫君』、『怪物全ての王』──。




『99番目のナインテイナインス・吸血鬼ナイトロード』！




「わたしの部屋をこんな砂嵐なんて無粋な色モ彩ノに染めるなんて……」

　ビキビキビキ!!

　空間に亀裂が入る。

「おしおきが必要よ。『一人かくれんぼ』さん」

　ガシャアアアアアアン!!

　まるで礼拝堂のステンドグラスが全て粉々に破壊されたかのように。

　それまでいた砂嵐に包まれた世界が、ガラス細工のように砕けて割れていた。

　その奥。

　ただただ真っ白な空間に、愉悦の笑みを浮かべたシルヴィが立っている。

　その右手は前に突き出されていて。

「わたしの下僕しもべを取り込むなんて、愚かな真ま似ねをしたものね」

　クス、と幼さの中に妖よう艶えんな笑みを浮かべる。

「さようなら」

　ぎゅっ、と握る。

　それだけで……。

『グアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!?』

　何者かの断末魔の叫びが響き渡った。

　シュウウウ、と煙を上げるシルヴィの右手。

　そこにはいつの間にか、青いクマのぬいぐるみが握られている。パラパラとお米が溢れていることから察するに、由ゆ美み恵えちゃんが使ったぬいぐるみだろう。

　ドサッ。

　ロアの世界が解除されたと同時に、由ゆ美み恵えちゃんの体も一糸まとわぬ姿で床に落ちていた。その体は──どうやら五体満足のようだ。ロアに取り込まれていた下半身もちゃんとある。小ぶりなお尻が可愛かわいい。時雨しぐれと同い年らしいが、彼女は小柄で色々な部分がとてもちっちゃいようだな。うん。

　……すまない。ごちそうさまです。拝んでおこう。

「これにて一件落着ね、ジン！」

　それまで絶望的にまで広がっていた、強烈な威圧感。

　だが、シルヴィが俺に話しかけた途と端たんにその気配は一瞬で消え去っていた。

　まるで、大型の台風でも通り過ぎたかのように、辺りはもう静かな部屋に戻っている。

「って大丈夫？」

「……たぶん、血が足りません」

「だよねー。わたしが顕現するのに必要な分を使っちゃったもんねえ」

　俺の血をシルヴィに提供する代わりに、シルヴィの血は俺の中にも少し流れている。

　彼女は『血』を自由に使うことができる吸血鬼のロアなので、こうして自分の血を経由して俺のいる場所ならどこにでも現れることができるという『ロア能力』があった。

　ただ、その場所にいるロア本体か、ロアの取り込んだ犠牲者に招かれないと、そのロアの世界に現れることができないという欠点がある。

『初めての場所には招待されないと入ることができない』

　それは吸血鬼のルールのひとつだ。

「裸の少女が現れましたね。ひん剥むいちゃいましたか、ジンさん」

　部屋にはいつの間にか綾あや瀬せも戻ってきていた。

　こいつもあの砂嵐の世界から無事に戻ってきていたみたいで安心する。

「元々裸だったよ、その子」

「なるほど。だからガン見しているのですね」

　ガン見した覚えはないのだが、せっかくだからじっくり見ておこうかな。

「あははっ！　ダメよ、ジン！　わたしがいるじゃない！」

　シルヴィがぴょいーむ、とジャンプして。

　ぎゅうう！

「うおあっ!?」

　俺の頭を全身で抱き締めた。

「えへへー」

　シルヴィは脚を俺の首に回し、お腹なかを俺の顔にぴったりと押し当てる。

　そして、頭の後ろをぎゅーっと両腕で抱き締めてきた。

「これで、ジンはあの子の裸を見ることができないでしょ」

「ぐむう」

　確かに、女の子の裸を堪たん能のうできないのは悔しい。

　だが、これはこれで凄すごく美お味いしいし気持ちいいしドキドキする！

「仕方ない。綾あや瀬せ、時雨しぐれを呼んできてくれるか？」

「その命令に背くとどんな罰があるのでしょうか」

　綾瀬は不思議そうな声で尋ねてくる。

「この命令に従うと、少なくとも俺に凄い感謝される」

「なるほど、魅力的な提案です」

　シュッと綾瀬の気配がなくなった。

　あいつの神出鬼没っぷりは半端ないな。

「ジン、お疲れ様っ！　ちゃんと『一人かくれんぼ』のロアをゲットしたよ！」

　ぎゅむぎゅむと俺の顔に、柔らかいお腹なかが更に押し付けられまくる。

　いい匂いと柔らかい感触。そして体温の冷たさが心地いい。

「それは良かった。また最強に近付いたな」

「ええ！」

　ぎゅううう、と更に強く頭を抱き締められて、俺が天国に行けそうだった。

「あ、そうだ」

「ん？」

「『一人かくれんぼ』よ、よく聞けよ！　俺の勝ち。俺の勝ち。俺の勝ち！」

　三度の宣言。

　もう、ロアは退治したので意味はないのかもしれないけれど。

「何をしてるの、ジン？」

「一応、ちゃんと物語は締めておかないとな？」

「あはは、そうだね！」

「よし、都市伝説事件解決！」

　俺はシルヴィのお腹から顔を上げると、彼女は満面の笑みで俺の顔を覗のぞき込こんで。

　そのまま、パッと俺の体から離れた。

　俺は慌ててその体をキャッチして、お姫様抱っこをする。

「あはは！　頑張ったわね、ジン！」

「おう！」

　最愛の少女からの労ねぎらいに、俺は心底満足気に頷うなずいた。








　◆　◆　◆









　後日談。

　由ゆ美み恵えちゃんはちゃんと人間の体を取り戻して、今では元気に学校に通っていると時雨しぐれからの報告があった。

　あれはロアが由美恵ちゃんを絶望させるために、あのロアの世界で体を失っていくという恐怖を植え続けていただけらしい。由美恵ちゃん自身の本体は別のところにあったとのことで、いわばあの砂嵐世界は彼女の精神世界みたいなものだったようだ。

　だからロアがシルヴィに取り込まれて消滅した途と端たんに、元の由美恵ちゃんの体に戻ったのだろう。つまりロアの世界が壊れた後に俺が見た、ちっちゃめの胸やらお尻やらはガチの由美恵ちゃんの裸だったわけで。

　今更ながらに感謝の念を中学校の方に送っておく。

　ごちそうさまでした。

　由美恵ちゃんの中で、ロアの世界にいた時の記憶は曖昧になっているらしい。時雨にそれとなく確認して貰もらったところ、叫んだり苦しんだりしたことをほとんど忘れていたそうだ。あんなにホラーちっくに叫んでいたのだから、忘れた方が当人のためだろう。うん。

　かくして『一人かくれんぼ』は一件落着。

　ただ、俺としてはそのまま『良かった良かった』で放置できる話ではなかったようで。




「実は黒幕がいたみたいですよ」




　朝のホームルームの前に、綾あや瀬せがそんなことをのたまった。

「黒幕？　なんの？」

「『一人かくれんぼ』があれだけの強さを持っていたのは、実は黒幕の力を手に入れていたからだったのですよー」

「な、なんだってー」

　綾瀬が手のひらを上に向けてそれっぽく言ったので、俺もそれっぽく反応する。

「で、黒幕って？」

「はい。私が追いかけていたヤツです」

　その言葉を聞いて、俺の中でのシリアス度がマックスになる。

「ヤツは、いまだにこの街にいて。そして弱っちいロアに力を与えることで、より強く、より被害が大きくなるように仕向け、そして自分は潜伏したまま尻尾しつぽを出さないでいるようです」

「今回の件が、そいつの仕業なのは確かなのか？」

「実は、由ゆ美み恵えさんを誘ってさり気なくお茶会をしたのです。テーマは『ロリコンでシスコンな人を落とすにはどうすればいいか』」

　ピンポイントで誰かのことをテーマにしているような気がするが、この際その部分には触れないでおこう。

「その時、彼女が教えてくれました。彼女をそそのかした人物がいる、と」

　綾あや瀬せの視線も、どこか鋭さを増している。

　無理もない。

　綾瀬はそのロアを倒すためだけに、この街に……俺のクラスに転校してきたのだから。

「どんな風にそそのかされたんだ、由美恵ちゃんは？」

「『一人かくれんぼをしてずっと隠れていれば、きっとお母さんも心配してくれるよ。試してみたら？』と、突然メールが届いたそうです」

　それはピンポイント過ぎる煽あおりだった。

『一人かくれんぼ』に半信半疑だった彼女だって、それなら「ちょっと試すくらいならいいかな」と思ったかもしれない。

　その『ちょっと試す』が、ロア事件では大抵悲劇を生むのだ。

　もっとも、あんな目に遭った由美恵ちゃんは、今は母親に話しかけたりして頑張っているらしい。仲良くまではならなくても、それなりに友好的な関係を築ければいい、と時雨しぐれに語っていたそうだ。

　そんな前向きな優しい子の弱みにつけ込んで、ロア事件にした黒幕。

　それは──。

「差出人の名前は『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』だったそうです」






　　　　『吸血鬼』のロア・白






『吸血鬼』のロア。

　今時の子どもは、世の中に化物や妖怪なんていないことがよく分かっている。

　そもそも人は『得体の知れないもの』を怖がるのであって、今や妖怪は子ども向け玩具おもちやになったり、ゲームで集めたりするものになっていた。

『吸血鬼』だって同じようなものだ。

　今ではポピュラーな化物になっているし、本当にいるなんて誰も思っていないだろう。

　当然、俺もそう思っていた。

　漫画や小説、アニメやゲーム。

　これらで多く取り扱われるようになればなるほど、フィクション性は高まっていく。

　従来の弱点を破る吸血鬼は当たり前であり、その強さもまちまち。

　作者によって『吸血鬼』のアレンジが加えられる部分を読者も楽しむようになった。

　だから、この街に本物の吸血鬼がいるなんて夢にも思っていなかったし。

　もし、仮に俺がそういうオカルトを信じる純粋な少年だったとしても、まさか自分がその吸血鬼と仲良くなるとは思ってもいなかっただろう。

　それくらい『いるはずがない』ものの代名詞となっている存在。

　それが吸血鬼だった。








　◆　◆　◆









　ある雨の日曜日。

　俺と時雨しぐれはぼんやりと外の景色を眺めていた。

　家の中で遊ぶものにもそろそろ飽きて、さて何をしようかと考えていた頃だ。

「兄さん、暇だからホットケーキでも焼こうか？」

「材料あるのか？」

「うん、こないだ買っておいたから」

「じゃあ頼むー」

「はいはい」

　時雨も暇を持て余していたのだろう。なんとなくホットケーキを作ることで時間を潰したい。そんなことを考えていた夕方手前の時間。

　雨降りだから外に出かける気力もなかった俺たちは、なんとなく怠惰にのんびりと過ごしていた。

　まだ、ロアとか都市伝説の事件とか、そういうものに全く触れていない頃である。

　時雨しぐれがキッチンに向かったのをなんとなく見送った俺は、窓の外をぼけーっと何も考えずに眺めていた。

　と、その時。

　ピカッと空が光ったかと思うと。




　ドシャアアアアン!!




「きゃあああ！」「うわああっ！」

　あまりに大きな音がして、家が揺れた。

「に、兄さん、今のっ」

「ああ、めちゃめちゃ近くに落ちたな！」

　あまりに暇だった俺らは、突然の落雷に大慌てだった。

　直後に、ドザー！　と滝のような雨が降り始める。

「兄さん、あれ……」

　時雨が指差したのは窓の外。

　土砂降りの雨の中……裏庭の方から白っぽい煙が立ち上っているように見えた。

　確かあれは、離れがある方だ。

「うわっ、ちょっと見てくるっ」

「気を付けてねっ。ホットケーキ作って待ってるから」

「おう、ちょっとだけ待っててくれっ」

　俺は慌てて玄関を飛び出すと、横殴りの雨の中離れに向かった。

　なんとなく焦げ臭い匂いも鼻をつく。

　まさか本当に、この辺りに落ちたのか!?

　見れば、黒く焦げ付いた草木が離れの近くで白い煙を上げている。

　まあ、この雨のおかげですぐに消火されたのだろう。

「中の被害を確認しないとな」

　ガチャ、と離れのドアを開けて、その中へと滑り込んだ。

　そして俺は、特異なものを見つけることになる。

「なんだこれ……」

　この離れには何度か入ったことがあった。

　時雨と遊ぼうと思った時もあったし、一人で読書を気取ろうと思った時もあった。

　だが、その都度なんとなく『誰かいる』みたいな気分になって、そそくさとこの部屋から逃げ出したのだ。

　俺はその気分が正解だったことを、この時初めて知ることになる。

「鉄の、扉？　嘘だろ、こんなのなかっただろ、今まで」

　小こ綺ぎ麗れいな洋室に、ひときわ無粋な鉄扉が現れていた。

　今まで、こんなものを見たことはない。

　だというのに、その鉄扉は当たり前のように、今までもあったと言わんばかりに堂々とそこに現れていた。

　しかも、ドアノブの部分に分厚い鎖が巻かれている。それらは鉄扉の四隅に繋つながっており、とてもじゃないが開くようには思えない封印っぷりだ。

　どちらかと言えば……こちらから開けられないのではなく。

　まるで、何者かを中から外に出さないかのように。

「どういうことだ、これ……」

　カッ！　ゴロゴロゴロ……。

　ちょくちょく空が光っては、雷の轟とどろく音が聞こえてくる。

　いかにも『ヤバい雰囲気』だった。

　その時の俺は、こんな、まるで映画の演出みたいな時間が楽しくなっていたのか。

　それとも、既に何かに魅入られてしまっていたのか。

　その扉を開けたい衝動にかられていた。

　こんな、得体の知れないものに触れるなんてどうかしていたと思う。

　だけど、俺の手は自然に鉄扉に伸びていた。

　そして、その指先がドアノブにある鎖に触れた途と端たん。

　ジャララララ!!　ガチャン！

　鎖が突然解ほどけると同時に、扉は内側に開く。

「なっ……」

　どんな仕掛けになっているのかは分からない。

　だが、その先にはなんだか甘い香りが漂ってくる螺ら旋せん階段が続いていた。

「なん、だ……？」

　やはり、何かに惹ひき寄せられるかのように。

　自然と足は、その階段を進んでいた。

　警戒したりとか、尻込みしたりとか、そういうのは一切なかった。

　あるのは単に好奇心。熱に浮かされたかのように、ただただその先に向かいたいという気持ちに支配されていた。

　この時は、螺旋階段や、辿たどり着ついた先の廊下が何な故ぜかほのかに光っていることの理由なんて考えもしなかったし。

　その先にある扉がいかにも豪勢でありながら、禍まが々まがしい気配があったことにも気付けないでいた。




『あれ、誰か来たの？』




　だから、突然聞こえた声にようやく『ビクッ』と背筋が伸びる。

　それまで、本当にただぼんやりとそこまで歩かされていたのだ。

「え、ええと？　あれ、俺？」

『そんなに怖がらなくていいよ。わたしはこっち』

　声の方を見ると、そこには荘厳な扉がある。

　とても美麗な装飾なのに、近寄りがたい雰囲気が漂っている。

　これに触ったら危ない。そう、本能が教えてくれるような感覚。

　全身の毛が逆立っているような、ぞわぞわした気味悪さを感じていた。

『ふふっ、扉を開けて？　上の鉄扉を開けられた貴方あなたなら、きっと大丈夫だから』

　見れば、その扉のノブの部分は赤く変色していた。

　鍵穴も付いているので中身を覗のぞいてみたくなったが、中にいるのはどうやら女の子だ。

　女の子の部屋を覗くなんて行為は、倫理的にやってはいけない。

「扉を、開ける……」

『そう。貴方が、扉を、開けるの……』

　その言葉に、俺は何な故ぜか抗あらがえなかった。

　催眠術にでもかかっているかのように、俺は疑問を挟むこともなく。

　不用意にその赤いドアノブに手をかけた。

　と、その鍵穴からシュウウウ、と赤黒い霧みたいなものが煙のように流れてきて──。

　ガシッ！

　いきなり、その霧は真っ白な手の形となり、俺の手首を掴つかんだ！

「うわああ!?」

　一瞬何が起きたのか分からずパニックを起こす。

　霧っぽいものが白い手になったことにも驚いたが、その手首の先はやっぱりまだ赤黒い霧のまま、鍵穴の向こうに繋つながっているのだ。

　慌てて手を離そうとしても、まるで強力な機械に押さえつけられたかのようにビクともしない。押すことも引くこともできず、更に混乱してしまう。

『あはは！　いただきまぁーす♪』

　無邪気だけど意味を考えたくない言葉が聞こえて。

　ず、ずずず……。

　俺の手首に、少女の小さな指先がめり込んでいく。

　いや、その手そのものが俺の手首の中に埋まっていくかのようだった。

　皮膚と皮膚の境目がどんどん感じられなくなっていく。

　それは痛みを感じない。

　むしろ、むず痒がゆいような、心地よいような、柔らかで気持ちの良い感触で。

　少女の手は、やがて俺の手と融とけ合い、一体化して……。

　俺の意識は、次第に遠のいていった。







「あ、起きた？」

　気が付くと、俺はとんでもない美少女に顔を覗のぞき込こまれていた。

　どうやら、どこかの部屋のベッドの上らしい。

「ふふっ。膝枕なんてするの初めてっ」

　頭の後ろに感じる柔らかさは彼女の膝枕のようだ。

　その繊細な手が俺の髪を優しく撫なでている。

「ごめんね。久しぶりのご飯だったから、ちょっと血を吸い過ぎちゃって」












　血を吸う？　何を言っているのだろうこの子は。

「うっかり致死量吸っちゃって。だから貴方あなたは倒れちゃったの」

　致死量って！

　そういえば、体が重くて全く動きそうもない。

　喉もカラカラだし、なんだかとても眠い。

「手からだと吸うことしかできないから……うーん」

　少女はちょっと悩むように上を向いて。

「ねえ貴方。死にたくない？」

　こくこくと頷うなずく。だが、ほとんど頭が動かない。

　どうやら本格的に俺の体はヤバいようだ。

　自分でも貧血っぽい気分が分かり『ああ、血が足りないんだ』と納得できるレベル。

　頭もぼんやりしているし、冷静に今の状況を把握できない。

「そっか。でも、どうして死にたくないの？」

　そんなの、と口にしようとして。

　声も全く出なければ、口がそもそも動かないことに気付いた。

「あ、声に出さなくていいよ。今、貴方の頭の中に手を突っ込んで、直接接続してお話しているから。心の中でイメージするだけで通じるよ」

　接続してるというのがどういう状態かはさっぱり分からないが、なんか怖いことを言われたのはなんとなーく伝わった。少女の手が俺の頭の中に突っ込まれているというコミカルな図をイメージしてみる。

「そうそう、大体そんな感じっ」

　こんな感じなのか……。

「まずは、貴方のお名前をイメージしてみて？」

　俺の、名前……。

　九十九つくも、仁。

「つくも、じん？」

　いや、読み方は、実は……。

「ふーん。でも、ジンって方が格かつ好こ良くない？」

　実は俺もそう思っているんだ。

「なら、わたしはジンって呼ぶね」

　んー、まあいいか。

「それで、ジン。どうして死にたくないの？」

　どうして死にたくないか、なんて質問されるとは思わなかった。

　死ぬと何も考えられなくなって、無になってしまう、それはなんか寂しいとか。

　そういう感じだろうか？

「そう？　今、ジンはもうほとんど死んでて。わたしが繋つないでいることで無む理り矢や理り生かされているだけなんだけど。色々考えたりできてるよね？」

　マジか。もう死んでるような状態なのかこれ。

「うん」

　だったら、無にはなってないってことなんだな。うーん。

　そうなると、そうだな。

「うんうん、なあに？」

　約束してるんだよ。

「約束？」

　うん。妹の。時雨しぐれのホットケーキを食べる約束をしているから死にたくない。

「ホットケーキ？」

　そう。時雨は今でもホットケーキを作って俺の帰りを待っているはずなんだ。

　そして俺は時雨の兄として、ちゃんと帰って安心させてやらないといけない。

　それが時雨のいい兄さんであることなんだよ。

「へええ。そんなちっぽけな約束のために生きたいんだ？」

　他人にとってはちっぽけかもしれないけどな。

　だけど俺は時雨に対しては、とにかくいい兄でありたいと思っているんだ。

　それこそ、人生を賭けてでも、な。

「ふぅーん、そっかそっか。面白いね、そんな理由で生きたいなんて人、初めてだよ」

　少女はその赤い瞳を和らげて頷うなずいた。

「君って、空っぽなんだね」

　……空っぽ？

「うん。誰かのために。何かのためにじゃなきゃ生きられない」

　………………。

「今だって、妹さんのために生きたいと思っているし。それに、普段だって、友達やみんなのために、生きてたりするんでしょ？」

　それは……。

「君は、自分自身というものが存在しない。君自身がやりたいことは何もない。君が求めているものなんてなんにもない。──空虚で、曖昧で、がらんどうな人間──」

　……そう、なのかもしれない。

　俺は確かに、そうとしか生きられない。

　誰かのために、とか。

　誰かに求められないと、とか。

　そういう生き方しかできない気がする。

「ふふっ、だから、わたしを解放できたのかもしれないね」

　……うん？

「ねえ、ジン。貴方あなたが良ければ、わたしが貴方の中身になってあげる」

　俺の、中身に？

「そう。空っぽの。何もない貴方の中身を、わたしで満たしてあげる。どう？」

　それは……。

　それは、とても。

「魅力的、でしょ？」

　誰かに求められないと生きていけない俺の中身になんて。

　本当になってくれるのだとしたら。

「うん。貴方がわたしの下僕しもべになるのなら、生かしてあげるよ？」

　しもべ。

　それは、とてもゾクゾクする提案だった。

　俺はことさら『提案』に弱い。

　何な故ぜなら、それは互いにとっての利益の確認だからだ。

　中身のない俺は利益をとにかく追求してしまう。

　だからこそ、この少女との契約は──非情に魅力的なのだ。

「イメージして。わたしと、あなたが、ひとつになることを……」

　そんな言われ方をされると、なんかエッチな想像をしてしまいそうになる。

「あはは！　エッチな想像でもいいよー？」

　いやいや、こんな幼い子とエッチな想像なんてしてしまったら、それこそ俺の中で色々何かが終わってしまうような気がする。

「いいじゃない。わたしと一緒に、終わろうよ、ジン」

　甘い声で囁ささやかれると。

　俺は、それもいいような。

　そんな気がしてしまった。

　だから──。

　俺は一瞬だけ。

　──少女と俺が、ひとつになる。

　そんな想像をしてしまう。

　それはとても、甘美で背徳的なイメージだった。

「ふぁっ!!　すごい……ジンのイメージ、流れ込んでくる……!!」

　ビクッ！　と少女の体が跳ねて、俺は我に返った。

　同時に罪悪感と申し訳無さと羞恥心で胸がいっぱいになる。

　だというのに、少女は熱っぽい目で俺のことを見つめて。

「ふふっ……ジンの、えっち」

　なんて嬉うれしそうに言うものだから、もうたまらなくなってしまった。

「契約成立。あなたはもう、わたしから離れられない。わたしももう……貴方あなたから離れるつもりはない。だから……」

　少女は口の中で何かもごもごすると、そのまま。

　静かに、俺の唇に、唇を重ねる。

　ちゅぷ、と水音と共に小さな舌が唇を割って入ってきた。

　これはもう、イメージでもなんでもない。

　なんてことだ。俺は年とし端はもいかない少女と。つまり幼女と濃厚なキスをしてしまった。

　そんな、更に深い罪悪感に苛さいなまれていると……その舌が血の味がすることが分かる。

　途と端たんに、体の芯から熱くなって……。

「っ!!　ぷ、はあっ!?」

　一瞬で体中に活力が漲みなぎり、思考もクリアになった。

「あ、う、あ、ああああああっ!?」

　全身が。いや、体の奥が熱くなり、そのまま跳ね起きる。

　その一瞬で、失われていたものが全て回復し、一気に駆け巡ったのが分かった。

「わっ、元気になったっ。あははっ」

　少女が唇を赤く染めながら驚いて笑っている。

　少女──。彼女の名は『シルヴィア・エルソフィア・アウレリア・ウィルヘルミナ・ミナ・ラウラ・カーミラ』。様々な吸血鬼伝承の名を受け継ぎ、その全ての力と逸話をその身に宿した、現存する最期の吸血鬼──。

『99番目のナインテイナインス・吸血鬼ナイトロード』。

　遥はるか遠い昔に、極東の地に封印されて以来、この洋館から出ることのできなかった……。

『ロア』。

　彼女の血を飲んだことで、俺はそんな知識も同時に手に入れていた。

「あはっ。自己紹介が面倒だから、ちょっぴり情報を入れて飲ませちゃった」

「情報を入れる……そういうことか」

　ついさっきまでの俺だったらよく分からなかっただろう。だけど、彼女の血を飲んだ俺にはもう分かる。

　都市伝説──伝承や噂うわさが実体化した存在『ロア』。

　そして彼女は吸血鬼の伝説そのものが具現化した存在である、と。

　彼女は自分の『血』にその情報を入れて俺に飲ませることで、俺の血にもその情報を伝達したのだ。

『血』は一瞬で全身をめぐり、脳に達した。

　これにより、俺は彼女の持っていた知識を一部共有したのだ。

　これが彼女の持つ『ロア能力』のひとつ『血流伝導ブラツドサイン』。

「こういう『中身』の入れ方とは、恐れ入ったよ」

「ふふっ、ビックリしてくれた、ジン？」

　座り込んでいる彼女は、思っていた以上に小さかった。

　体だって全く育っていないし、あどけない顔立ちは純じゆん真しん無む垢くだ。

　俺はこの少女に対して、なんて想像をしてしまったんだ……。

「ねえ、ジン」

「ん？」

「わたしね、ずっとずっと待っていたの。ここから出してくれる、素敵な人が来てくれるのを。ねえ、貴方あなたは……わたしのこと、どう思う？」

「俺、は……」

　どうしてか、彼女の……シルヴィアの体から、瞳から、唇から目が離せない。

　ドクンドクンと心臓が脈打ち、顔が熱くなってしまう。

　この華きや奢しやでか弱そうな体を、抱き締めたくって仕方ない。

　いや、できるならばもっと乱暴に、この体を俺のものにしてしまいたくなる。

　そんな強い情欲が自分の中に芽生えていることに戸惑った。

　これは……。

「うんうん、どう見えてる？」

　シルヴィアは前まえ屈かがみになって、挑発的な上目遣いで見つめてくる。

　その緩い胸元から真っ白な肌が見えて、どうしても覗のぞいてしまう。

　一体俺はどうしてしまったのだろう。

　俺の好みはもっと大人っぽい、清せい楚そでお淑しとやかなタイプだったはずだ。

　だというのに、今はもう……シルヴィアのことしか頭になくなっている。

「俺は、君のことで頭がいっぱいになってるよ」

「ちゃんと、貴方の中身になれそう？」

　そうだった。

　彼女は俺の中身になってくれると約束してくれたんだった。

　──誰かのためにしか生きられない俺の。

　空虚で、曖昧で、がらんどうで、空っぽな俺の。

　なんか、物理的に血のめぐりとなってくれたような気もするけど。

「なったみたいだよ。俺はもう、シルヴィアのために生きる」

「あはは！　よろしい！」

　とても嬉うれしそうなシルヴィアを見ていると、俺も嬉しくなった。

　誰かのために生きる『ヒーロー』になりたかった。

　妹を守る、良き兄でいたかった。

　友達の役に立つ、いいヤツでい続けたかった。

　そして今。

　大事な主あるじの、良き下僕しもべになりたい。

「あ、そういえば。吸血鬼の血なんて飲んだら、俺も吸血鬼になっちゃうのか？」

「ううん、今のは口と口だから、そこまで強くないかな。身も心もわたしと同じ吸血鬼になるには、もっとハードでエッチな儀ぎ式しきが必要だからね！」

「ま、マジか……」

　さっきのキスだけでも充分に刺激的だったというのに。

　これ以上の何かがあるというのか。

「ふふっ、後悔してる？　こんな所に来て、吸血鬼の下僕になっちゃうなんて」

「いや、すっげードキドキしてるし、こんなに欲情してるのも初めてだから……なんか、楽しくて仕方ないよ」

「あははっ！　面白い子だよね、ジンって。それじゃ、これからずーっと、ずーっと、よろしくね！」

「ああ、よろしく……シルヴィアっ！」

「んー、もっと、貴方あなただけの呼び方で呼んで？」

「おっと。それじゃ……シルヴィ！」

「うん、ありがとう、わたしをここから解放してくれて。大好きよ、ジン！」

　少女の小さな手と俺の右手で握手する。

　それが俺とシルヴィの、出会いだった。







「兄さん？」

「あら、その可愛かわいい子は誰？」

　シルヴィを連れて離れに戻ったら、時雨しぐれと沙さ保お里りさんが待っていた。

　どうやら帰りの遅い俺を心配してくれていたようだ。

「あー、実は……」

　どう説明すればいいんだこれ、と途と方ほうに暮れていると。

「長年ここに封印されていたシルヴィアだよ、よろしくね！」

　と、堂々説明するシルヴィがいてビックリした。

　流石さすがに驚いてシルヴィを二度見していると。

「あ、そうなんだ」

「よろしくね、シルヴィアちゃん」

　あっさり受け入れている時雨しぐれと沙さ保お里りさんに、更に二度見してしまった。

　なんだ、どうしたんだ、この世界は超常現象にこんなに理解があったのか？

「ふふっ。ちょっと催眠術的なものを使ったの」

　小声で教えてくれるシルヴィ。

　……なるほど。

『吸血鬼』って、なんかそういうので人を惑わすみたいな話あるもんな。

　そういえば、俺もなんとなく吸い寄せられるように扉を開けたような気がする。

　あれも、シルヴィに操られていたのかもしれないな。

「シルヴィアさん、ホットケーキ焼いたけど、食べる？」

　時雨がそんな提案をして。

「わーい、いただきますっ！」

　シルヴィは両手を挙げて大喜び。

「ふふっ、新しい家族ができたみたいで嬉うれしいわねー」

　沙保里さんは頬ほおに手を当ててニコニコ喜んでいる。

　こうもあっさり受け入れられると、逆に違和感しか覚えない。

　……もしかすると、意外と。

　都市伝説のお化けというものは身近に当たり前のように潜んでいるのかもしれないな。




　その日はそのまま夕食も四人で終えて。

　時雨と沙保里さんも落ち着いたところで俺とシルヴィはそそくさと離れに戻っていた。

　あんまり押し通し過ぎると、違和感を蓄積し過ぎて催眠術は解けてしまうらしい。

『なんとなくそれっぽく疑問に思わせない』

　というのが鉄則らしいので、極力目に触れないようにするのがベストだそうだ。

　要するに意識させ過ぎるとバレるということなのだろう。

「人の記憶と意識に干渉するのがロアの本分だからね」

　そう言われてなんか納得してしまった。

　お化けとかホラーものというのは、記憶や意識に干渉するものだもんな。

　人の心のスキマこそが生きる場所ということなのだろう。

「それでね、ジン。今後のことを話しておかないといけないの」

「おう」

　今後のこと。つまり、俺とシルヴィが今後どう過ごしていくか、だ。

「わたし、これから色んなロアを退治しないといけないのよ」

「ロア退治？　なんでまた」

　シルヴィの知識は、彼女の血を飲んだおかげで俺の中にもある程度備わっている。

　だが、あくまでそれは知識であり、彼女自身の気持ちが分かったりするわけではない。

「わたし、生まれてすぐにずーっと封印されちゃっていたから、ある程度の吸血鬼っぽい力はあっても、まだ『最強最悪、恐怖のロア』みたいなレベルじゃないんだよね」

　なんとなく得た知識に照らし合わせてみる。

『吸血鬼』のロアというのは、圧倒的な恐怖の対象。それが街にいるという噂うわさが流れるだけで、人々がみんな逃げ出すほど……だったらしい。

　まあ、今の時代でそんなことはないけれど。それでも確かに、そんなものがいるとなれば大騒ぎくらいにはなりそうだな。

「現代だと『吸血鬼は弱点が多くて弱っちい』みたいな印象が多いみたいで。だから、あんまり強くないっぽいの」

「あー。あんまり詳しくない俺でさえ、弱点はいっぱい知ってるもんなあ」

　にんにくとか。十字架とか。太陽とか。聖水とか。杭とか。そういうの。

　鏡に映らない……とかは別に弱点でもなんでもないか。

「で、わたしはロアの能力を『血を吸う』ことで奪い取れるから」

「お、そんなのがあるのか」

「うん。『99番目のナインテイナインス・吸血鬼ナイトロード』としての能力。今まで多くの吸血鬼、ありとあらゆる化物の力を奪うことができる、というもの」

　なるほど、それは確かに最強そうだ。

「だから、現代でぶいぶい言わせてる『現在の都市伝説』たちのロア能力を吸っちゃって、その能力を奪い取りまくって、現代最強の吸血鬼のロアになりたいの！」

「なるほど。つまり、今風吸血鬼になりたいと」

「そうそう！」

「じゃあ、今の吸血鬼とお化けがどんなものか調べまくらないとなー。図書館とか行ってライトノベルなんかを借りまくったりしよう。あとはインターネットでそういう漫画とか映画も検索しまくるのも大事だなあ、うん」

「あ、そういうのすっごい知りたい。よろしくね、ジン！」

「その辺りは父さんに言えば仕入れてくれるか……離れにネット引けるように交渉してみよう、うん。学校の成績はキープしてるから大丈夫だろ」

　ここで、真面目に勉強していたのが功を奏した。

「しかし、そういうのは大丈夫だろうけど……そんなにロア事件なんてあるのか？」

「ありまくりだよ。今だってこの街には、たくさんのロアがいるし。ジンが知らないだけで、いっぱい犠牲者も出てるんだよ？」

「うげ、マジでか」

「マジマジっ」

　俺の知らないところで誰かが犠牲になっている。

　それをさらっと知らされて、なんだか胸が痛くなった。

　なんとなくヒーローになりたい、みたいに思っていたが。

　結局何もできていないと思い知らされたからだ。

「あれ、そういうの、なんで封印されていたシルヴィが知ってるんだ？」

「一応、離れのあの部屋にもこういうのは届くんだよね」

　シルヴィがタブレットＰＣを見せてくれる。

　いかにも最新版っぽいそれを『吸血鬼』と呼ばれる彼女が持っていることに驚いた。

「届く？　どうやって？」

「そういう都市伝説があるの。『あらゆるロアに８番目のセカイは開く』って」

「『８番目のセカイ』？」

「このアプリね」

　シルヴィは俺にくっついて、タブレットＰＣの画面を見せてくれた。

　ほんのりいい香りがして、シルヴィにもっとくっつきたくなる。

　そこには白い帽子の少女のアイコンがあった。名前は『８番目のセカイ』となっている。

「封印されていても、このタブレットＰＣとこのアプリは届いたんだよ」

「へえ……ロアってなんでもありなんだな」

「それが噂うわさ話ばなしが実体化する、ということ」

　超常現象が当たり前に起こること。

　それを受け入れなければいけないという世界に俺は巻き込まれたようだ。

　だが、そのおかげでこんなに素敵な女の子と出会えたのだから。

　これはもう、嬉うれしさしかない。

「このアプリを使えば、今現在どんなロアがいるかっていうデータベースになっているから、すぐに色々調べられるの。あと、ネット接続も爆速」

「マジか。いいなあ」

「ジンにも届いてるんじゃない？　もう、わたしの下僕しもべなんだし。ジンも『99番目のナインテイナインス・吸血鬼ナイトロード』の物語の一部なんだから」

「お、マジでか？」

　タブレットＰＣが届くなんて嬉しいと思ったが、辺りを見回してみても特にそういったことはない。部屋に届くんだろうか。それとも、宅配便で届くんだろうか。

「スマートフォン見てみたら？」

「ん？」

　言われるがままに、試しにスマートフォンを開いてみる。

「あ」

　いつの間にか、ホーム画面に知らないアプリのアイコンが追加されていた。

　それはさっき見た白い帽子の少女のアイコン。

『８番目のセカイ』のアプリだ。

「おお、アプリが来てる！　凄すごい、これが超常現象か！」

　実際に吸血鬼と遭遇したりしたのだが、知らないうちにアプリが追加されているなんて現象に遭遇するとそれはそれで驚いてしまう。

「使い方は後で教えてあげるね」

「うん、頼んだ」

　これで俺も、不思議現象側に片足を突っ込んだことになるんだな。

　なんだかワクワクしてきた。

「じゃ、俺も俺で色々と噂うわさ話ばなしみたいなものを極力調べてみるよ」

「やったー！　正義の味方として頑張ろうね、ジン！」

　正義の味方。

　人助けをしたがっていた俺。ヒーローになりたかった俺。

　──正義なんて、どんなものかさっぱり分からない。

　だからこそ、憧れていたのかもしれない。

「よし。シルヴィのため。街のため。時雨しぐれのために頑張るぞ！」

「あははっ、シスコンだね、ジンってば」

　シルヴィの嬉うれしそうな笑顔を見ていると。

　妹のためだけでなく、この笑顔のためにも頑張りたい。

　そう思えるようになっていた。

　コンコン。

　離れの扉がノックされて。

「兄さん、シルヴィアさん、ちょっといい？」

　時雨がやってくる。

「あ、いらっしゃい、妹ちゃんっ」

「おう、どうした時雨？」

「あ、うん。……ねえ、兄さん、シルヴィアさん。冷静に考えたんだけどさ。シルヴィアさんの『封印されてた』って言葉、なんかおかしくない？」

「あ、催眠術解けちゃった」

「おいおい」

「やっぱり、あたしなんかされてた？」

　むっ、と鋭い視線を向けてくる時雨しぐれ。

　俺とシルヴィはその後、時雨が納得するまで長い時間、吸血鬼について、ロアについて、今後についてを切々と語り続けたのだった。






　　　　『誘拐モール』のロア






「デートをしましょう、ジンさん」

　朝のホームルームの前のトークタイム。

　綾あや瀬せはかなりのストレートを投げてきた。

「どうしてまた」

「実は『夜や霞がすみショッピングモール』こそが『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』の潜伏場所ではないかという情報提供があったりなかったりしたのです」

　あったのかなかったのかはっきりしない言い方だった。

「どこから？」

「女子中学生の噂うわさです」

　最近、綾瀬は時雨や由ゆ美み恵えちゃんと仲良くしているらしい。

　その流れで、他の女子中学生たちとも交流ができたのだとか。

「一番その手の噂うわさ話ばなしが大好きなのは中学生くらいの女子なのです。高校生くらいになるとどこの学校の誰それがイケメンとか、そんな話ばっかりになるので。私はジンさんに身も心も、主に身を重点的に捧ささげているのでそっちの話題はもういいのです」

「まだ身を捧ささげて貰もらってないだろ」

「まだ」

「言葉のあやです」

「なるほど、脈有りですね」

　やっぱりガッツポーズしている。こういう仕草は普通に可愛かわいいんだけどなあ。

「それはさておき、なので本当は都市伝説の噂うわさを集めるのならば中学校に潜入するのが一番効率がいいのですが、私のナイスバディだとそれができないのです」

　綾あや瀬せは背も高く、胸も大きく、つまり大人っぽい。

　無表情なところや変化しない口調も、クールで大人っぽいという評判もある。

　つまり、大学生に化けるのはできるかもしれないが、中学生に変装するのは無理があるということか。

「中学生たちが言うには『夜や霞がすみショッピングモール、マジヤバだよねー』と」

「何がヤバいんだ？」

「詳しく尋ねてみたところ、どうやら割と全国的にショッピングモールでの行方不明事件がちょいちょいある、と噂されているようです」

「行方不明事件……また『神隠し』系か」

「いえ。どちらかと言えば恐怖、悲劇、本当にあった怖い話系です」

「ほう？」

　都市伝説なんて全部本当にありそうな怖い話だと思うんだが。

「それは黄昏たそがれ時どきのことでした……」

　綾瀬は目を閉じて、静かに語り始める。

「とある親子がショッピングモールを訪れました。娘に水着を買ってあげるためです。試着室に入った娘は『一人で着替えられるから』と言い、内側から扉を締めてしまいました。母親は着替え終わるのを待っていたのですが、一向に娘は出て来ません。待ちねた母親が試着室のドアを開けると、娘はこつ然と姿を消していたのです。試着用の水着も、元々の衣服もそこに残したまま──」

「それって、やっぱり誘拐事件とか、そんなか？」

「いえ、この話には続きがあります。両親は一生懸命にその娘を探していたのですが、いなくなって一週間後。彼女は普通に家に帰って来ました。娘に尋ねてみると、どうも試着室に入ってからの記憶がなくなっているようです。とにかく、両親は安心して娘を家に入れて、警察にも『娘が帰ってきた』と連絡を入れたそうです」

「ふむふむ」

「最終確認や失踪届引き下げ手続きをするために、お巡りさんがその家を訪れたのは連絡から二時間ほどが過ぎた頃でした。そして彼は見てしまうのです……」

　綾あや瀬せが更にトーンを下げる。

「父親も母親も原形をとどめていないほどにバラバラに惨殺され、血まみれの家の中で漆黒の目をした娘が母親と父親の亡なき骸がらの血をすすっているという恐ろしい姿を……」

　──なんとも痛ましい話だった。

「戻ってきた娘さんはもう、人間ではない何かになってしまっていたのでした。めでたしめでたし」

「めでたくないだろ！」

「おっとすみません。作り話を締める時は、どうしてもめでたくしてしまうクセが」

「難儀なクセだな、それ。ってか、作り話なのか？」

「はい。ただ、作ったのは私ではなく、これは中学生たちの噂うわさ話ばなしです。私の『８番目のセカイ』で調べてみたところ、このロアは『誘拐モール』のロアと呼ばれるジャンルでした」

「『誘拐モール』のロアかあ……そんなジャンルができるくらい、ちょくちょく噂される都市伝説ということなんだなあ」

「その通りです。海外の大手デパートとか、高級ホテルのブティックなど、実際に観光客の誘拐事件があったりするので、そういう実話から生まれた噂のロアです」

「マジか。海外怖いなあ」

「日本でも行方不明事件は多発していますからね。『日本は安全』と思っているだけで、実際はちょくちょくあるのかもしれませんよ。実際、子どもの行方不明事件というのはしょっちゅうありますからね」

　ちょっとおっかない話を聞いた気分になった。

　ロアの事件以外にも、当たり前のようにそういうことがある。

　よくホラーものの落ちに『一番怖いのは人間だった』みたいなのがあるけど、つまりロアにせよ人間にせよ、悪意みたいなものが一番怖いということだろう。

「特に噂好きな中学生は、何な故ぜか『自分たちは安全で大丈夫』と思っているのもあって、その手の噂を作ったり広めたりしまくるのです」

「そっかあ……だから綾瀬は現役中学生たちに聞いてきたんだな」

「それはもうバッチリ根掘り葉掘り聞いてきました。結論から言うと『ロリコンとマザコンはもしかしたら病気かもしれない』と」

　そういえば由ゆ美み恵えちゃんともそういうテーマで話してたんだった。どうやらシスコンは外れたようなので、ちょっとホッとした。

　つまり、時雨しぐれの通う中学校ではそういう話が広まっているということだ。

　そして、噂が信じられれば信じられるほど『ロア』は生まれやすくなる。

　だから、安易に作り話として流していい話題ではないのだ。

「そして、『夜や霞がすみショッピングモール』での『誘拐モール』の噂話を積極的に流している人物が、ハンドルネーム『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』でした。ＳＮＳや、匿名掲示板などを用いている様子です」

　途と端たんに嫌な予感が胸を満たした。

　現存する最期の吸血鬼はシルヴィのはず。

　それ以外の吸血鬼は存在していないのだ。何な故ぜなら、シルヴィは『一番最後の吸血鬼』として『生まれてきた』のだから。彼女がロアである以上、噂うわさをそのまま体現した存在。

　実は最後じゃありませんでしたー！　とかなってしまうと、存在性が揺れてしまい、最悪消えてしまう事態になりかねない。

　だからこそ、俺はその『最後の吸血鬼』を追いかけないといけない。

「よし、分かった。『最後の吸血鬼』は早くなんとかしないといけない。これが手がかりになっているなら、すぐに調査しよう」

「その通りです。と、いうわけで、デートしましょう」

「……なんでデートだよ？」

「私も水着を選びたいので、見てください」

　綾あや瀬せの……水着だと。

「ゴクリ」

「なるほど、脈有りですね」

　綾瀬はぐっ、とガッツポーズしていた。

　しかし、水着か。綾瀬のは当然見たいし、時雨しぐれのも去年見たよりは見どころが多くなっている頃合いだろう。何よりシルヴィの水着姿を見てみたい。よし。

「分かった、デートしよう」

「決まりですね。本日はとっておきのぱんつにしておいて良かったです」

「待て待て。なんでぱんつが大事なんだ？」

「当然、その後のお持ち帰りからの夜の19番ホールのためです」

　なんでバブル時代のおっさんみたいな言葉を知っているんだこいつは。

「ないない」

「そうですか、残念です。ぱんつは素敵なものなので、見たかったらぜひ私を口く説どいてくださいませ。いくらでも見せます」

「女の子がいくらでも見せるとか言っちゃダメだろ」

「ジンさんにしか言いませんので」

　うっかりドキッとしてしまった。

　……正直、そこまでストレートに言われると揺らいでしまうものがある。

　ただ、表情も口調も代わり映えしないので本気かどうかが怪しくて仕方ない。

　その無表情、無感情さのおかげで、俺も本気にしないで済んでいるのかもしれないな。

「それじゃ放課後は空けておくよ」

「はい。一度帰ってから合流しましょう」

　キーンコーンカーンコーン。

　丁度チャイムが鳴って、今日の朝トークは終了した。







「へえ、ショッピングモールなんて初めて！　人がいっぱいねー」

　夕方過ぎの、陽も暮れた後。

　俺の手を握ったままニコニコはしゃいでいるシルヴィを見ていると、とても心が和なごんだ。一緒にいる時雨しぐれや綾あや瀬せもほっこりしている。元気にはしゃいでいる幼女というのは、みんなの心を和ませてくれるものなのだ。

「しかし、シルヴィ。この噂うわさって綾瀬の追ってる『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』っていうのの罠わなかもしれないんだけど、どう思う？」

「罠っていうのは、対象を特定して仕掛けるものだからね。女子中学生がターゲットなのか、それともわたしがターゲットなのかによるよ」

「シルヴィ自身がターゲットの可能性もあるのか？」

「うん。だってわたしが一番最後の吸血鬼のはずなのに、わざと名前をかぶせてるでしょ？　これはもう明らかな挑発だし」

　そういうのもあるのか。ちょっと気付かなかった。

　でも、言われてみればそうなのかもしれない。わざと吸血鬼かぶせで挑発して誘おびき寄よせるというのは常じよう套とう手しゆ段だんだ。

「今回は幼女が連れ去られて、吸血鬼の眷けん属ぞくになって帰って来るなんて。あからさまにわたしのことを示唆しているもんね」

「ああー、言われてみればそうなんだな」

「兄さん、あたしも今回の噂は露骨にシルヴィアさんを狙っていると思ったよ」

「時雨が緊張した面持ちでいるのはそういう理由だったのか。てっきり兄に水着姿を見られるから緊張しているのかと思っていた」

「兄さんには見せません」

「ええーっ!?　そ、そんな……！」

　俺の心を絶望が満たした。

「今の俺ならば絶望のままに世界の終末を望むレベルだ……」

「いいねそれ！　ジン、一緒に全人類を吸血鬼の眷属にして、世界を滅ぼしましょっ」

「む。今まで正義の口裂け女でいた私ですが、ジンさんがそう仰おつしやるのでしたら仕方ありません。この世界の人類を殺し尽くしましょう」

「待て待て待て待て」

　危うく世界を破滅させるきっかけを作るところだった。

　大げさかもしれないが、確かにこの二人ならできなくもないのかもしれない。

「迂う闊かつなことは口走れないな……」

「うん。世界のためなら兄さんに水着くらい見せてもいいかもって思ったよ……」

「マジか！」

「食いつきがいい兄さんがウザいから、やっぱりダメ」

「くぅぅ……」

　このまま話をしていれば、本当に世界を滅ぼしたくなってしまう。

　ここは気持ちを変える時だ。

「仕方ない。時雨しぐれが俺のために厳選した水着を披露してくれる機会までとっておくとしよう。とほほ……」

「に、兄さんのために厳選とかしないし……っ」

　真っ赤になって否定している辺りが大変可愛かわいらしい。

　我が妹ながらとてもいい感じに育ってくれたものだ。

「さて、そろそろ水着売り場です」

　女性物の洋服を取り扱っているお店の、その一角。

　そこに水着売り場があった。

　そして、そこは女性客と女性店員ばかりなので、入りづらい。

「じゃ、俺はこの辺りで待ってるよ」

「えー！　一緒に選ばないと意味ないよ、ジンっ」

　ぐいぐいとシルヴィは俺の手を引っ張る。

　ふむ。俺はそこで考え直す。

　俺が気まずい気持ちでいることと、シルヴィの水着を間近で見ること。

「シルヴィの水着姿が見たい気持ちの方が圧倒的に強かった」

「でしょ！　ほら、来て来てっ」

　シルヴィに促されるままに店内に入ると、目が合った店員さんは優しく微笑ほほえんでくれた。うん、いいお店だ。それだけで好感度が上がる。だが、きっとあのお姉さんもシルヴィのことを『僕の彼女です』とか紹介したら、一気に見る目が変わるんだろうな。

　まあ、世間体を保つためにそんな堂々とはせずにいこう。

　シルヴィの水着となるとお子様用になるのかな。

　もしくはサイズが小さい女性用とかになるんだろうか。

　男の水着選びなんて、最近のトレンドと色に合わせて買い揃そろえるだけだから簡単なんだが、女性物となると選ぶ基準が分からないな。なんて辺りを見回していたら。

「うん、これとこれがいいわね。ジンー、一緒に見てー」

　シルヴィは早速何着か手にしていた。

　事前にネットで調べて、どんな水着がいいのか既に考えていたらしい。

　情報世代の吸血鬼は侮あなどれないな。

　見れば、時雨しぐれは綾あや瀬せに真剣な顔で何か相談している様子だった。

　綾瀬はビキニの水着をいくつか手に持って、うーんと悩んでいる。

　胸の大きさについての相談とか、そういうのだろうか。

　それにしても、綾瀬は時雨に対してとても真剣な顔で丁寧に対応していた。

　……あいつ、ちょっと面倒見いいよな。

「ねえねえ、ジンー。これ試着してみるね」

　くいくい、と袖を引っ張られて見てみると。

　シルヴィは紐ひもみたいな水着を持ってニコニコしていた。

「ストップだシルヴィ」

「ふぇ？」

「俺を悩殺したい気持ちは分かるが、俺は普段の服装でも充分に色気を感じているので、そういう派手なセクシーさに走らなくていい」

　っていうかこんな水着って、本当に売ってるんだな。物語だけのネタ用水着だとばっかり思ってた。

「そうなの？　男の子ってとにかく肌が露出してるのが好きなんだと思ってた」

「全国の男子諸君がどう言うのかは分からないが、単に肌を出しまくっていると痴ち女じよっぽいって毛嫌いする人種もいるな。俺みたいなタイプは大人しい感じの水着が好きだ」

　俺がそう宣言すると、目の端で綾瀬と時雨が聞き耳を立てているのが見えた。

　直後、手に持っていた『セクシー系』をすぐにハンガーに掛け直している。

　うーん……当たり前なのだが、男に女心が分からないように、女にも男心というものが掴つかめていないようだ。無闇に布地面積の少ない水着よりは、俺としては当人に似合っている水着であったり、本人が好きな柄の方が良かったりするんだが。

「んー、女視点じゃ分かりづらいみたいだね」

　似たような感想をシルヴィも抱いたらしい。

「じゃあ、ジンが選んで？」

「おう、そうだな。えーと、シルヴィの綺き麗れいな髪と、意外と妖よう艶えんな雰囲気からすると、お子様っぽいものよりも、どっちかと言えば……」

　俺は何着か手に持つと、シルヴィに重ねて見てみる。

　肌が白いし、髪も白いから、濃い色のものよりも薄い色のものが映える気がするんだが、原色系も意外と悪くないような……うーん……。

「ふふっ」

　悩んでいる俺の様子が嬉うれしいらしく、シルヴィはポーズをとったりして楽しんでいた。

　ああ、これこそがデート。

　本来は調査に来たのだが、こういう穏やかな時間が愛いとおしい。

「よし、じゃあこの四着くらいを実際に着てみてくれ」

「はーい！」

　シルヴィは俺から水着を受け取ると、意気揚々と試着室へ駆け込んだ。

　パタン、と扉が閉じた……途と端たんに、パタンと開く。

「ジンも一緒に入る？」

「大変魅力的な提案だなあ」

「実際は調査だもんね。ジンも一緒に入ってみないとダメだよっ」

「む、そういえばそうか」

　と頷うなずいてから様子を伺うと。

　店員さんがニコニコこちらを見ていた。

　あれはあれだな。監視だな。

「と、いうわけで綾あや瀬せ頼む」

「お任せください、ジンさん」

　綾瀬は自分が試着したい水着を持って、シルヴィの試着室に入って行く。

「えー、アヤセとー？」

「私が手取り足取り着せ替え人形のように遊んであげましょう」

　不服そうなシルヴィと、いつも通り淡々とした綾瀬の声が聞こえる。

「兄さんに分別があって良かったよ」

「まあな。時雨しぐれは俺と一緒に入るか？」

「結構です」

　きっぱり冷たく言われと何な故ぜか嬉しくなってしまった。

　しかし、こんなんで調査になるのだろうか。

　単に水着を選んで楽しく過ごしているだけじゃないだろうか。

　そんな風に思いながら店内を見回す。

「……ん？」

「どうかした、兄さん？」

「いや、いつの間にか店員さんもお客さんもいなくなっているような」

「え？」

　時雨も慌てて辺りを見回す。

　シーン……。

　さっきまでの喧けん騒そうが嘘のように、辺りはいつの間にか静まり返っていた。

「これはまさか……時雨しぐれ、試着室のチェックを頼む！」

「うん、分かった！」

　時雨は躊躇ためらいもなく、試着室のドアを開けた。

「っ、兄さん！　来て！」

　切迫した声に呼ばれて、俺も試着室内を覗のぞき見た。

　そこには……シルヴィと綾あや瀬せが持ち込んだと思われる水着と、今日彼女らが着ていた私服が落ちている。

　そして、大きな鏡のあったはずの場所には、真っ黒な闇へと通じる入り口があった。

「そんな……これって、噂うわさの誘拐……？」

　時雨が青ざめた顔で呟つぶやく。

　俺はスマートフォンを取り出すと、早速アプリを起動する。

『８番目のセカイ』のアイコンをタッチして、フレンドリストから『月つき隠がくれのスカーフェイス』を選択した。

　………………。

　だが、反応がない。

　よく見ると暗くなっていて『未接続』とか書いてある。












　同様にシルヴィの『99番目のナインテイナインス・吸血鬼ナイトロード』も見てみたが、そちらも暗くなって『未接続』と書いてあった。

　どうやら、あの二人をこのアプリで呼び出すことはできないらしい。

　しかし『未接続』ってどういうことなんだろう。

「ダメだ。二人に繋つながらない」

「そんな……」

　呼び出したら全裸で現れるんじゃないか、という懸け念ねんもあったが、全く現れないのであれば杞き憂ゆうでしかない。

　こうなったら、俺たちだけでなんとかするしかないのか。

「……行ってみよう。時雨しぐれ、一緒に来てくれ」

「え、あ、うん、分かったっ」

　本当は危険かもしれない場所に時雨を連れてなんて行きたくなかったが、このまま誰もいなくなっている店内に残したくなんてない。……これで時雨までいなくなってしまったら、俺は動揺して冷静な行動ができないような気がする。

　だからリスクはあるが、時雨もこの先に連れて行くことにした。

　俺は時雨の右手を握る。

　ビクッとした反応はあったものの、そのまま何も言わずに握り返してくれた。その力加減がソフトなのは照れているからかもしれない。

「よし、それじゃ中に入ろう」

「うん」

　もう一度時雨に話しかけると、時雨も緊張した面持ちで頷うなずいてくれた。








　◆　◆　◆









　ジンさんが全裸の私を期待しているという千載一遇のチャンスだったというのにそれを逃した私、北きた千せん住じゆ綾あや瀬せは戸惑っていました。

　シルヴィアさんと一緒に着替えるために服を脱いだところまでは覚えているのですが、その先の記憶が全くなくなっているのです。

　気が付けば、私は真っ暗闇の中にいました。

　今の自分がどうなっているのか。

　シルヴィアさんがどうなったのか。

　さっぱり分かりません。

　私もロアの端くれですが、まさか私が被害者になるなんて。

　一生の不覚です。大失態です。助けを待つヒロイン状態です。

　そういえば服はどうなっているのでしょうか。

　感触で確かめようにも、なんと肌の感覚がありません。

　麻痺でもさせられてしまったのか、それとも体そのものがなくなったのか。

　前者であればどうとでも対処できるのですが、後者であった場合は何も行動できないこととなってしまいます。

　これは困りました。

　まず、何よりも暇です。

　意識を取り戻したのはいいのですが、このまま真っ暗闇で何もないとなると、暇過ぎる時間が過ぎていくことになります。暇潰しにスマートフォンでゲームしたりＳＮＳをチェックしたりすることもできませんし。

　色々諦めて、また意識を落として寝るしかないような気がします。

　ため息も吐つけないところを見るに、完全麻痺というよりは体が何か別のものになってしまっていると考えた方がいいかもしれません。だとしたら、何になったのかによっては色々と困ったことも発生するのでしょう。

　それにしても。

　こんなに容易たやすく敵の罠わなに嵌はまったというのに、余裕の気持ちなのは何な故ぜでしょうか。

　私は自問自答してみます。

　最強最悪と謳うたわれている吸血鬼が味方にいるからでしょうか。

　それとも……。

　ジンさんが助けてくれる、そう信じているからでしょうか。

　だとしたらとっとと助けて欲しいと思うくらいには、既に横おう柄へいな気持ちでいました。

『早く助けて欲しいよねー』

　なんと耳元……というか頭の中に直接響く声がありました。

『暇だなあー』

　それはいつもより何倍もクリアに聞こえる、シルヴィアさんの声です。

　私の声はどうすれば届くのでしょうか。

『届いてるよ。攫さらわれる直前に、わたしの血ち霧ぎりをアヤセの耳の中に入れといたの。考えるだけでお話しできるよ』

　マジですか。

　じゃああんまりやらしい想像とか、シルヴィアさんばかりちやほやしやがってロリコンめ、でも好き、とか思えないじゃないですか。

『思っちゃってる思っちゃってる』

　思考がだだ漏れという恐怖を感じました。このまま『口裂け女』に『サトラレ』までプラスされたりしたら更に強そうな妖怪系ロアになれそうですね。

『心の声がだだ漏れになるのはわたしにだけだからサトラレにはなれないと思うなー』

　そうですか。それは残念です。

『ただね、わたし。元々人間であるアヤセの思考はいっぱい知りたいなーって思ってたの！　だから、今はちょっと嬉うれしいかも』

　おや、そうなのですか。

『ほら、わたしってば、どうしたってロアとして生まれたお化けだからね。人間の気持ちとか、そういうのはさっぱり分からないの』

　ああ、そういう……。

　ロアとして生まれた……生まれた瞬間から『吸血鬼』として存在したシルヴィアさんには、私たち人間の気持ちというのは確かに分からないのかもしれませんね。

『だから、ジンの気持ちもホントはよく分からなくて』

　お。これは私にも脈有りということでしょうか。

『だからって譲る気はないけどね！』

　まあ、それはそうでしょう。

　私としては、貴女あなたからの略奪愛よりも共存を選んだ身なので、今更『トホホ』とはちょっぴりしか思いませんが。

『ちょっぴりは思うんだね、あははっ』

　いつもの楽しそうに笑っている気配が感じられて何よりです。

　実際、シルヴィアさんの笑顔は私も『くっそう、可愛かわいいな』と思っているので、貴女が笑っているなら安心できます。

『あはは、ありがとね』

　ええ。

　そして、今私にできることはシルヴィアさんを暇にしないために、色々と語りまくることと見受けました。なので、いかにして私がジンさんを好きになったのかを切々と語りまくるとしましょう。

『うん、それ聞きたいわ！　ジンがモテモテな理由、知りたいものっ』

　それならば、まずはきっかけですかね。

　あれは、そう。

　私がこの街にやって来た頃のことでした……。

　ほわんほわんほわーん。








　◆　◆　◆









『ねえねえ、私、綺き麗れいですか？』

　放課後の黄昏たそがれ時どき、彼の通学路。

　ロアの姿になった私は、当時まだ好きでもなんでもなかったジンさんを私のロアの世界に引き込んで、そう尋ねました。

　私のロアの世界は永遠に続く夕方。どこにも逃げられないメビウスの輪のような世界。

　我ながら気に入っている恐怖ワールドです。

「うん？」

　まだロアの世界にいると気付いていないのでしょう。

　突然現れた私に対して不思議そうな顔をしています。

『吸血鬼の眷けん属ぞく』とみなされる人物、九十九つくも仁。

　私の所属していたロアのチームは、『最強』で『最悪』の伝説とされる吸血鬼の居場所についてはもうリサーチ済みでした。その家に住んでいる彼は、ちょくちょく都市伝説化している噂うわさを探っていたというのも調査済みです。

『吸血鬼の眷属が他のロアを消しまくっている』という状態なのか、それとも『吸血鬼の眷属が街を大変なことにしようとしている』という状態なのか。その辺りを押さえるためには、外に出て来ない吸血鬼よりものんきにしている眷属に手を出した方が手っ取り早いと判断しました。

　特に、この街にいる吸血鬼──『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』はたちが悪いと評判でしたので。

　つまり、この頃の私はシルヴィアさんこそが危険な都市伝説を広め、ロアを発生させている悪い吸血鬼だと思い込んでいたのです。

『ねえねえ、私、綺麗ですか？』

　不思議そうな顔をしているジンさんにもう一度尋ねます。

『口裂け女』はＹＥＳでもＮＯでも相手を惨殺する都市伝説です。

　もっと言うと返事を貰もらわなくても殺していいらしいです。

「なんだっけ。『ポマード』とか言えばいいんだっけ」

　ジンさんはあっさりと『口裂け女』の弱点を突いてきました。

　ロアの世界に入っている状況、そしてロアと遭遇したことに対して、こんなに冷静に対処できる一般人はいません。

　つまり、彼は吸血鬼の眷属決定で、今最も怪しい存在まで格上げしました。

「いえ、昨今の口裂け女には整髪料は通用しません。そういうのなくなったみたいです」

「マジか。弱点って克服できるもんなんだな」

「噂うわさ次第です。吸血鬼は弱点が有名になり過ぎているので、もうその弱点がないと吸血鬼として認識されないレベルなのですよ」

「なるほどなあ。気を付けないと」

　あっさりと吸血鬼の眷けん属ぞくであることを認められました。

　これはもう黒確定とみていいのではないでしょうか。

「それで、私は綺き麗れいですか？　ぶっちゃけた話、答えようと答えまいと、吸血鬼の眷属として怪しい貴方あなたをやっつければ、貴方の主あるじである吸血鬼も現れるでしょうから、ブスッといっちゃうつもりですが」

「それは痛そうだから嫌だなあ……」

　ジンさんは困ったように眉を寄せます。

　ここまで自然体な相手だと、やっつけることも躊躇ためらわずに済みますね。

「それに、質問されたらちゃんと答えることにしてるんだ。せめて返事をちょっとだけ待ってくれないか？」

『口裂け女』相手にこんなことを言うなんて。

　私はビックリして、思わずまじまじとその顔を見てしまいました。

　彼は顎に手を当てて、真剣に何か悩んでいます。

「あの。綺麗かどうかだけでいいのでは……」

「ああ、それだけなら可愛かわいいと思うし、綺麗だと思ってるよ。それは間違いない」

「ほっ。でしたら……」

「いや、ストップ」

「はい」

　手で制止されると、思わず気を付けをして待ってしまいます。

「そんなに綺麗にしているのに、それでも綺麗かどうか尋ねるっていうことは、どっかしらで自分に自信がないんだと思うんだよ」

「それは、まあ、そういうロアですので……」

『綺麗なのに、口が思いっきり裂けている』というのが『口裂け女』です。

　私の口がどうなっているのかといえば、それはトップシークレットですが。

「だから、そんな女の子になんて言えば『本当に綺麗と思ったんだ』っていうのを信じて貰もらえて、なおかつその後に口が裂けていたとしても、そんなのは実は全く気にしていない、というのを伝えられるかを考えているんだ」

「えー……」

　この人は、馬鹿なのでしょうか。

　それが私がジンさんに感じた最初の感想です。

　彼は相手がロアだというのを知っているのに、それでもごく普通に向き合おうとしているのです。

「怖くないのですか？　この後、ザックザックに切り裂くつもりなんですが」

「それは怖い。超怖い。ぶっちゃけ怖すぎる」

「ならいいんです」

　ならば少しくらい待ってあげてもいいでしょう。

　いつでも殺せる状態の時、人は優しくなるのです。

　ただ、もしかしたら時間稼ぎなのかもしれません。なので、もう少ししたらいきなりマフラーを下ろして殺してしまいましょう。

「よし、まとまった！」

　……どうやら時間稼ぎではなかったようです。

「では、どうぞ」

「うん。正直な話、俺は君のことが綺き麗れいなのかそうじゃないのかは分からない。パッと見は綺麗なんだけど、そのマフラーの下を見た時にどう思うのか、というのは分からないし……そもそも、そういうので綺麗かどうか判断したくないんだよな」

「はぁ、そうなのですか」

　何を言っているのかよく分かりませんが、とりあえず最後まで聞いて差し上げることにします。これが遺言になるかもしれませんから。

　ただ、この時のこれが私にとっての失策であり。

　そして、私の師匠とも呼べる先輩ロアの方がずっと警告していたことだったと、今なら大変よく分かります。

　即すなわち『ハーレムヒーロー思想の人間に気をつけろ』。

　師匠の言葉がまざまざと思い浮かびます。

『ハーレムヒーロー思想の人間は、正気ではないので、自分の命よりも、相手が可愛かわいい女の子であれば全力でその心を救おうとしてきやがります。貴女あなたもそういうタイプに弱いとみましたので、注意してください』

　師匠の言葉はとても感慨深いものだったので、おそらく師匠自身もそういうハーレムヒーロー野郎に色々困らされたりしたのでしょう。

「でも、うん。こうやって殺すつもりの俺に、話をする時間をくれてありがとうな。そういう意味なら、優しい人っていうのは分かるよ。だから、俺はそのマフラーの下がどんなだったとしても、君が優しい人！　っていう評価は変わらないとみた」

「……はい？」

　突然この人は何を言い出すのでしょうか。

　私が優しい？　何な故ぜ？

「よし、言いたいことは言えた。殺されるのは正直嫌だけどな。妹とももっと仲良く過ごしていたかったし、シルヴィにももっと色んな世界を見せてやりたかった」

　彼は目を閉じて、そしてしみじみと呟つぶやいている。

「……そんな命乞いをしても、惨殺は決定ですよ」

「うん。君もそういうロアなんだから、誰かを犠牲にしないといけないんだろう。だから、俺は受け入れる。ただ、俺はちょっと悔しい。君みたいに優しいのに、なのに誰かを殺さないと存在し続けられないような、そんなロアっていうのが悔しい」

「何を言って……」

「だから……本当の君はどうしたいんだ？」

「え……？」

　本当の私がしたいこと。

　怪しいロアの眷けん属ぞくを仕留めること……は、義務感です。

　強いロアとなった私がやらなければいけないと思っていますし、これからもこの生き方をし続けるつもりでした。

『口裂け女』として生きていく、というのも……いわば責任感です。

　ロアになってしまった以上、私は私の生き方をちゃんと背負わなければなりません。

　最初は勿もち論ろん、ロアになってしまった自分を嘆きましたが、今の私には私にしかできないことや、私ならできること、というのがよく分かっています。いわば、ロアであることに誇りを持てているのです。

　でも、義務感や責任感に囚とらわれない、本当の私がしたいこと。

「それ、は……」

　何を尋ねられたのかが分からなくなってきました。

　尋ねた後に殺すのが私のロアだというのに。

　尋ねられたせいで手が止まるなんて夢にも思っていませんでした。

「もし、なんとなく──『単に口裂け女だから』みたいな理由で俺を殺すんだとしたら、俺はどんなにザクザクされても死んでやるつもりはない。そんなつまらない理由で殺されたくないからだ」

　つまらない理由。

　ロアとしての理由は、この人にとってはつまらない理由なのです。

「だけど、たとえば君が俺を殺して『あー、殺してすっきりした！　超楽しい！』って思って満足したんだとしたら、死ぬほど嫌だけど、死んでも仕方ない」

　私の……満足？

　この人は自分のことより、私の満足を気にしてるのでしょうか？

　どうして？

「どうして……」

　私は呆ぼう然ぜんとしてしまっていたのでしょう。

　そもそもロアになってからも、なる以前も、こんな風に斜め上を行く言葉なんて言われたことがありませんでした。

「ん？」

「どうして、自分の命より、私の満足なんて考えるのですか……？」

　自分の声が震えているのも自覚していました。

　さっぱり分かりません。この人物が。九十九つくも仁という人間が、何を考えてこんなことを言っているのか、理解が及ばなかったのです。

　私は『口裂け女のロア』。殺傷力ならば他の追随を許さない、別名『月つき隠がくれのスカーフェイス』。私を恐れ、私を忌避し、私に近寄らないのが最も正しい生き方なのに。

　彼はそんな私の内側に思いっきり近寄ってきたのです。

「俺は、誰かがやりたいことがやれないのが一番嫌なんだよ。だから、君が本当にぶち殺しまくりたいなら、それでいいって話。だけど、もしそれが君のやりたいことじゃなかったら、別のやりたいことがあるのだったら、それを知りたいんだ」

「あ……私、は……」

　やりたいか、やりたくないかで言えば。

　──ここまで話してしまった相手を、殺したくなんてない。












　そう思ってしまっていました。

　だから、出刃包丁を握る手も震えてしまっていました。

　そんな私に気付いたのでしょう。

　彼は私の顔と手元を見ると。

「あー……なるほど。しょうがないな」

　なんて言いながら、私の手をとると。

「え……」




　グサッ。




　私の持っている出刃包丁をその腹部に、自ら刺していました。

「な、何をっ」

「うぎぎぎぎっ！　こ、これ、ガチで……死ぬほど痛いな……！」

「そ、それは、当たり前です。『口裂け女』は恐怖されるための存在ですから、その刃物の痛みはより強くなるようになっています……」

「だけどさ！　……く、『口裂け女』のロアなんだから……こ、こうやって、犠牲者をちゃんと刺さないと存在できないんだろ……？　い、いででで、やっぱ無理、ダメだ、痛い、これはヤバい……」

　彼の体が傾いて。

　私は思わず。

　その彼を抱きしめるように支えていました。

　きっと、つまり。要するに。

　彼は馬鹿なのです。本当の、救いようがない、大馬鹿だったのです。




　きゅっ。




　力なく、彼は私を抱きしめてきました。

「おー……こんな痛くなかったら……すげえ嬉うれしい感触だな……」

「……全く、貴方あなたは本当に大馬鹿なのですね」

　このまま。私が出刃包丁に『殺傷』の意思を込めれば彼は死ぬでしょう。

　逆に言えば、その意思さえ込めなければこの出刃包丁は彼を殺しません。

　ロアとして殺傷するのか。

　それとも──『私』として殺傷しないのか。

　私の『やりたいこと』はもう、決まってしまっていました。

「貴方あなたは私の顔を見ていません。『これでも私、綺き麗れいですか？』をしていない以上、このまま殺すわけにもいきません。なので──」

　仕方ないので。

　私はそのまま彼を抱き寄せてその耳元に囁ささやきました。

「今は生かしておいてあげます」

　それを告げた時。

　私の顔のすぐ横で。

　彼が満面の笑みを浮かべていたのを、私は──見てしまったのです。







『うわあー、ジンってば、いやらしいー！』

　私の話（というより思い出したもの）をじっくり聞いていたシルヴィアさんは、それはもう嬉うれしそうな声を上げていました。

　こうして私は彼を目で追いかけていくうちに、ベタ惚ぼれになったのでした。まる。

『あはは！　わかるー！』

　分かりますか。分かるでしょうね。貴女あなたですものね。

『うんうん。それで、ジンがそういう人だったおかげで、わたしが危険な吸血鬼じゃないって判断してくれたの？』

　いいえ。危険な可能性は今でもありますが、少なくとも『噂うわさを広めて力をつける』タイプではないというのは判断できました。何な故ぜなら、もしその手のタイプであれば、眷けん属ぞくが襲おそわれた時に私を仕留めに来ていたはずです。

『そうだね。ジンがロアの世界に入ったなー、というのは分かってたけど、わたしってほら。ジンに招いて貰もらわないとそこに飛べないから』

　さらっと私にそんな弱点を教えないでください。

『アヤセとは敵じゃないもんね？』

　敵ではなくても、貴女は危険な吸血鬼なんですってば。

『あははっ！　アヤセってば、まじめー！』

　本当に、貴女たちはどうしてそう、私のペースを乱すのでしょうか。

　ですが、まあ。

　貴女たちのペースが私にはピッタリ心地よいというのもありますので。

『なら良かった。今後ともよろしくね』

　ええ。よろしくいたします。

　ただ、少しだけ。

『ん？』

　気になっていることがあるのですが。

『どうしたの？』

　いえ。

　シルヴィアさんは長年封印され続けてきました。

　その封印が解かれたのは、偶然の雷が原因だったと聞いています。

『まあね、そうだったかも』

　……本当、ですか？

『どういうこと？』

　私の調べでは、貴女あなたの封印はそんな簡単に解ける代物ではありませんでした。

　もっと言えば、解くためには特定の存在が必要だったはずです。

『………………』

　私をかどわかした言葉といい。

　貴女を封印から解いたことといい。

　そして何より、貴女自身が選んだということからして。

　もしかして、ジンさんは……。




「シルヴィ！　綾あや瀬せ！　助けに来た！」




　私がシルヴィアさんの返事を聞く前に。

　噂うわさの彼が、私たちを助けに来てくれた声が聞こえました。








　◆　◆　◆









　時は、綾瀬たちを発見する少し前に戻る。

　俺と時雨しぐれは、ショッピングモールの裏側──倉庫のような場所を歩いていた。

　あの鏡の奥にはこのような隠し倉庫があったのだ。

　夜や霞がすみショッピングモールの壁の中、外側と内側を隔てる場所に確かに倉庫になっている空間が存在していた。

「兄さん、これって……このショッピングモールを建てた時から造らないと、こんな空間できないよね？」

「だろうな。結構広い空間だし、棚とかも結構あるし」

　人の気配が一切しなくなったことや、物音すらなくなったことから、ここがロアの世界であることは間違いないはずだ。ロアの世界は周囲の環境や状況をロアにとって都合のいい形に変化させることもある。だが、資材のダンボールや運搬用の台車など、倉庫に当たり前に存在しているものが置いてあることから、ここは元々存在した場所と考えるのが妥当だろう。

　もしかしたらこの『誘拐モール』のロアは、こういう『隠された通路』があったりする場合に、より生まれ易やすくなるのかもしれない。お客さんの誰かが隠し倉庫の存在に気付いて『あのショッピングモール、怪しい倉庫あったよ！』などのようにそれっぽく広めた結果……みたいな。

　見れば時雨しぐれはとても不安そうな顔をしている。

　無理もない。こんな状況、怖がらない方がおかしい。

「……ここは最初から誘拐目的のショッピングモール……だったとか？」

「いや、流石さすがにそれはないだろ。色んなお店への資材搬入通路、裏口みたいなものだったりするんじゃないか」

　今の時雨みたいな勘違いをしてしまうことで、更に噂うわさが広がったのかもしれない。

　っていうか夜や霞がすみショッピングモールが誘拐目当ての建物だとか信じたくないもんな。

　この隠し倉庫の噂が広まれば、より『誘拐モール』のロアを強くしかねない。

「この先にシルヴィアさんたちがいるんだよね？」

　時雨はさり気なく二人の服を持っていた。さっき俺がスマートフォンを操作していた時に拾っていたようだ。

　まあ、確かに。見つけた時にシルヴィと綾あや瀬せがすっぽんぽんだと、俺は大変なことになってしまいかねない。男の子は女の子の裸を見る時は『今から見るぞー！』という覚悟がないと、戸惑ってしまうものなのだ。

　よし。裸だったとしたら、きちんとしっかり目に焼き付けよう。

　俺はそう覚悟する。

「っ！　兄さんっ」

「はい、すみません、見ませんっ」

　時雨の鋭い声に思わず謝ってしまった。

「ん？　何が？」

「いや、なんでもないんだ。どうした？」

　訝いぶかしげな時雨にキリッと返す。

「……まあ、いいけど。ほら、あれっ」

　時雨が暗がりを指差した。

「うわっ」

　そこには大量の死体──。

　ではなく、よく見れば大量のマネキンが倒れていた。

　どれもこれも子どもサイズのマネキンだ。

「気持ち悪い……」

　時雨しぐれが口を押さえている。

　ただのマネキンならいいのだが、よりによって首が取れていたり、下半身だけだったりと、必ずどこかしらが欠損しているものだらけだ。

　広い空間にそんなものが大量に落ちていれば、確かにとても気持ち悪い。

「あ、兄さん、あそこ……」

　奥の方には見覚えのある姿が見覚えのない格好で倒れていた。

　真っ白な長い髪の少女と、その上に覆いかぶさるようにスタイルの大変よろしい少女。

「うおっとぉ！」

　二人ともすっかり全裸！　という状態だったので、慌てて俺は……。

「………………」

　時雨の鋭い視線が気になったので、俯うつむいてそっちを見ないようにする。

　シルヴィっぽい白い腕と足、綾あや瀬せっぽい背中とお尻のラインだった。どちらもうつ伏せだったので顔を確認できたわけではない。

「眠っているのかな。それとももしかして……」

　時雨が不安そうに呟つぶやく。

「あたし、確認してくるっ」

「待った、時雨」

　俺は近付こうとした時雨の手を握って止めた。

「え、なんで？」

「ちょっと待つんだ……」

　俺の耳には、怪しげな音が聞こえていた。

　ずずず……。

　何か重いものが動いているかのような音。

　暗がりなので、はっきりと確認できたわけではないが……。

「あ……なんか聞こえる……？」

「ああ」

　時雨も気付いたのか、俺に寄り添った。

　ロアの世界は、都市伝説の中の世界。

　犠牲者役もいれば、主役サイドもいる。

　たとえば『誘拐モール』のロアの場合は、攫さらわれた子どもが犠牲者役で、その子どもの親が主役サイドとなるわけだ。

　つまりこの場合、俺たちが主役サイドということは……。

「『誘拐モール』のロアは、最終的に……帰ってきた子どもに両親が殺されるっていう終わり方をしているんだ」

「え、何それ……じゃあ」

　ずずずずずっ！

　今度ははっきりと聞こえる。

　俺は時雨しぐれを抱き寄せると、すぐに背後にあった壁際まで引いた。

「ひっ」

　改めてマネキンたちを見ると、まるで腐食しているかのようにぐずぐずと黒ずんでいて、しかもゆっくりと立ち上がり始めた。

　それらの欠損した箇所、首や腕や腰の部分からは黒いぐちゃぐちゃした粘液質の、泥のような液体が溢あふれ出だし、マネキンを真っ黒く塗りたくっている。

「な、なに、これっ」

「都市伝説を解釈すると……攫さらわれた子どもたちの成れの果て、とかかもしれないな」

　子どもサイズのマネキンはゆうに十体はあった。

　欠損した部分から溢れ出た液体が、ぐにゃぐにゃと形を変えて……。




　ビュッ！




「っ！」

　俺たちに向けて鞭むちのようにしなると、触手のように伸びてくる！

「きゃっ！」「危ない！」

　時雨の頭を抱き寄せると、触手はその頭があった部分を正確に突いてきた。

　びちゃっ！

　背後の壁に黒い液体が付着し。

　じゅるじゅると嫌な音を立てて液体はそこで脈打つように蠢うごめいている。

「な、何これ、兄さん……」

「よく分からんが、ヤバいものなのは確かだなっ」

　ふと倉庫の奥を見てみると、もっと多くのマネキンたちがずるずると迫っていた。

　それはまるでゾンビ映画を見ているかのようだ。

「一旦戻るぞ！」

「う、うん」

　幸い、動きはそんなに早くないようだ。

　俺は時雨の手を引いて来た道を戻り始めた。

「兄さんっ、こんなの、どうすればっ」

　走りながら後ろを確認する時雨しぐれ。

　ずるっ……ずるずるずるっ……。

　やはり連中は俺たちを『主役』、つまり『この物語の落ち』として殺そうとしてきているようだ。よく見れば集団の一番奥には、さっきのシルヴィに似た白い髪のマネキンや、綾あや瀬せに似たスタイルのいいマネキンもいる。

　残念ながらマネキンなので色気は全くないのが残念だ。

　さっき生身に見えたのは俺の願望が生んだ錯覚だったのだろうか。

「とりあえず今は逃げるんだ時雨っ」

「う、うんっ」

　時雨は素直に従ってくれた。

　ぎゅっ、と握り返してくる手が震えている。

　ただの中学生である時雨を巻き込んでしまったのは失敗だった。

　とはいえ、ロアに攫さらわれなくて良かったと思っている自分もいる。

　シルヴィと綾瀬なら大丈夫。あの二人に関してはそんな確信があるのだが、時雨は守らなければならない俺の大事な妹だ。

　そうこうしているうちに、元の入り口に戻って来たが……。

「に、兄さんっ、入り口なくなってるっ」

　鏡の入り口はなくなっていた。

　その部分は完全に壁になっていて、そこに入り口があったなんて嘘のようだった。

　ロアの世界への入り口だっただけで、実際に鏡の裏に入り口があったわけではないようだな。そして、どうやら中に入ったら逃がしてくれないということらしい。

　俺たちを追ってきているマネキンゾンビたちは数を増やしていた。

　ずる、びちゃ、とあの黒い液体を引きずりながらゆっくりと迫っている。

　綾瀬とシルヴィは呼び出せない。

　だから今俺にできることを考えなければいけない。

　それは……。

「ロアを攻略するには、その物語を攻略しなきゃいけない……だったな」

　シルヴィや綾瀬から聞いた解決方法。

　あの二人がいない今、ただの人間ができるのは『人としてロアを攻略する』ことだ。

　まず、この『誘拐モール』のロアは試着室の中から子どもがいなくなっていることから始まる。探した結果、帰って来るものの両親は死んでしまった。

　……両親は『試着室の奥』にある『鏡の中』に入ったわけではない。

　つまり、事件の真相を知らずに子どもを受け入れたから殺されてしまった。

　おそらく、子どもの代わりにこのマネキンゾンビが帰ってきたのだ。

　と、なると……。

「時雨しぐれ、ここでちょっとだけ待っててくれな」

「え、兄さん、何を……？」

　俺は時雨の頭を撫なでてやってから、マネキンゾンビたちの方にゆっくりと歩き出す。

「ちょっ、兄さん！」

　時雨の制止の声が後ろから聞こえたが、そのまま足を止めることはなかった。

　ビュッ！

　触手が頭に向かって飛んで来るが、それを手で受ける。

　ぐちゃっ、と広がる嫌な感触と共に。

　ジュアアアアア！

「ぐっ」

「兄さん！」

　焼け付くような痛みが腕を襲おそった。

　皮膚の表面が溶かされているかのような感触。熱くて、痛くて、とてもじゃないけど我慢なんてできそうもない。

　だったら──！

　一気に走り出す。

　大量のマネキンゾンビたちがいる中へ。

「いやっ、兄さん!!」

　時雨の泣きそうな声が聞こえてきたが、俺は足を止めなかった。

　そのままマネキンゾンビたちの集団に突っ込む。

　その都度、何度も何度も触手を食らい、体には黒い液体がこびりついていった。

　このままだと、惨殺された両親みたいな結末になってしまう。

　だからこそ、その前に……。

「い、たっ！」

　その集団の一番奥。

　そこにはシルヴィに似たマネキンと綾あや瀬せに似たマネキンが立っている。

　二体ともどこも欠損した箇所はなく、黒い液体も出していなかった。

　だから俺は、声を張り上げて叫ぶ。

「シルヴィ！　綾瀬！　助けに来た！」

　口を大きく開いた所に、黒い液体が入り込んできた。

　ブジュウウウウ!!

「ぐぼああああ!?」

　凄まじい痛みが口の中全体に広がる。

　もう、俺の顔も体も黒い液体塗まみれになっていた。

　痛みはピークに達し、意識も朦もう朧ろうとしてくる。

　こんなにつらいなら気絶した方がましかと思ったのだが……。

　──多分、この恐怖は攫さらわれた子たちがみんな感じたものだ。

　むしろ、この苦痛こそが犠牲者の叫びそのものなのかもしれない。

　そんなことを考えているうちに液体は顔全体を覆い……。

　そして、視界が完全に塞がれた。

　真っ暗な中、ただただ激痛だけが俺を支配する。

　この『痛み』というものは一体なんなのか。

　そもそもこの黒い液体はなんなのか。

　考えてみると、なんとなく想像できるものがあった。

　多分……この黒い液体こそが犠牲者の成れの果て。

　きっと子どもたちは『誘拐モール』のロアに取り込まれたことで、このような液体になってしまったのだ。そして、マネキンの中に宿ることで解放されて自宅に戻る。

　──こうなってしまった自分を助けて欲しくて、親にすがり……そして殺してしまう。

　それがこのロアの真実なのだろう。

　今、正に取り込まれそうになっている俺には彼ら彼女らの嘆きが。苦痛が。泣き声が。

　そして『助けて』という叫びが聞こえる気がした。

　そう。だから俺は、もう黒い液体でいっぱいになった口を更に広げて言う。

「ごぼっ、たすけに……きた！」

　この液体に満ちているものが『負の感情』そのものであるならば。

　俺はその感情を受け入れてでも、なんとかしてみせる！

「だから……俺に……助けられろおおおおお!!」

　口の中全てを吐き出すように叫んだ時。

　ぴたっ、と俺の痛みが止まった。

　それまで蠢うごめいていた液体が全て、その活動を停止する。




（たすけて……くれるの？）




　それはどこから聞こえた声だったのだろう。

　耳からなのか、頭の中からなのか、それとも黒い液体に包まれた皮膚からなのか。

　大勢の子どもの声が、ひとつに重なって聞こえてきた。

　口の中の液体も既に痛みはなかったので、俺はぺっと吐き出して。

「ああ……助けに来た。だから何も心配するな」

（でも、もうぼく（わたし）たちのからだは、なくなっちゃったんだよ？）

　そう、犠牲者である彼らの体はもう、完全に黒い液体になってしまっていた。

　だからこそ、もう助からないという絶望が……。

　この『誘拐モール』のロアを作り上げたのだろう。

「大丈夫だ」

　だから俺はきっぱりと言い切った。

（どうして……？）

「それは、俺が──」

　ぐっ、と拳に力を込める。




「この物語をハッピーエンドにするからだ！」




　ロアの物語を。恐怖の都市伝説を。

　全てハッピーエンドに書き換える。

　それができれば、犠牲者なんていなくなるはずだ！

（……！）

　それまで『痛み』で纏まとわり付ついていた黒い液体が、ずるずると俺から離れていく。

　まるで気遣うように、撫なでるように、それらは俺の体から消えていった。

　ほっ、と安心して。

　俺の大事なご主人様を『招く』。




「……お膳立ては済んだぜ。これならいけるだろ？　シルヴィ『来てくれ』」




　ぴた、と。全ての音が止まった。

　黒い液体のねちゃねちゃした音も、ずるずると動くマネキンゾンビたちの音も。

　……俺の呼吸音すらも止まったような気がする。

　そして全ての音を食い尽くしたかのように響き渡る、清らかで透明な声が響き渡った。

「そうね。招待されたのなら──応えなければいけないわ」

　その声は目の前の白い髪のマネキンから聞こえた。

　直後、シャンッ、と鈴が鳴るような音と共に目の前のマネキンが砕け散り。

　中から──可か憐れんで華麗な衣装に身を包んだシルヴィが現れる。

　……全裸じゃなくてちょっぴり残念だったけれど。

　その姿は神こう々ごうしさすら覚えるほどに、安らかで優しさに満ちていた。

　まるでこの空間が。いや、この世界が全て『許された』気になるような存在感。

　それが『99番目のナインテイナインス・吸血鬼ナイトロード』だ。

「ジンがロアの心を癒してくれたから、わたしも『招かれた』みたいね。だから、きっと上う手まくいくよ。ううん……」

　シルヴィは俺に、幼さと気け高だかさを同時に含んだ笑みを向けてくれる。

「わたしが上手くやってあげる！」

　シルヴィはその手を虚空に向けると。

　ビキビキビキ!!

　以前『一人かくれんぼ』のロアを退治した時のように、空間に亀裂が走った。

「あなたの物語けつえき、わたしが吸って、書き換えるわね！」

　ぎゅっ、と握り締める。

　ガシャアアアアアアン!!

　まるでビルの反射窓が全て割れたかのように。

　それまでいた倉庫の『空間』が……いや。

　この倉庫に満ちていた『物語』が、粉々に砕け散っていた。

「この子たちを、わたしの『99番目の吸血鬼』に記してあげる。ジン、どうしたい？」

「ああ、そうだな……」

　その笑顔を見ていれば、願わずにいられない。

『誘拐モール』のロアが、実際に何人の行方不明者を出したのかは分からない。

　あれだけのマネキンがいたのだ。この夜や霞がすみショッピングモール以外にも、かなりの犠牲者を生み出していたのだろう。

　だから、そんな哀れな子どもたちが、みんな帰って来られるような。

　そんな物語を。

「……ちゃんと子どもを愛していたら。どんな姿になっても受け入れてあげる両親の愛の強さがあれば。必ず、子どもたちにまた会える。そんな話にしてくれ、シルヴィ」

「あはっ、優しいなあ、ジンってばっ。だから大好きよ！」

　ニコニコ笑いながら、シルヴィは握った手を開いた。

　その手から、キラキラと輝く結晶が広がり始める。

　そんな綺き麗れいな雪が降りしきる中で。

　俺は、両親に抱きしめられて泣いている子どもたちを幻視した。







　気が付けば、辺りはなんの変哲もない倉庫になっていた。

　マネキンもない。埃ほこりっぽい、じめっとした、いかにもショッピングモールの倉庫だ。

「あ、れ？」

「おや、起きましたか」

　見ると、服をちゃんと着た綾あや瀬せが時雨しぐれと一緒に立っている。

「兄さん、気を失ってたよ、一時間くらい」

「マジでか」

「あれだけの『負の感情』をその全身で受け続けたのです。外傷はありませんが、精神的に苦痛を受け続けたからでしょう。しばらくは幻痛が体を襲おそうかもしれません」

「うげっ」

　確かに、なんか体がまだ痛い気がする。

　神経をやられたわけではないと思うが、精神で受けた傷の痛みは残るということか。

「私が添い寝することで、気持ち良い感触で上書きするという手もございます」

「なにっ！」

「うっ……だ、ダメだよ、兄さん。えっと……ま、マッサージくらいなら、してあげるから。そういう、やらしいのは、ダメっ」

　時雨が真っ赤になってそんなことを言ってくれる。

　それだけで痛みなんかなくなりそうなほど、可愛かわいい照れ顔だった。

「残念。妹さんに認められるような彼女になれる日を切望します」

　くいっとマフラーを上げて、ふっとため息を吐つく綾瀬。

「ってか、シルヴィは？」

「貴方あなたの背中です」

　指摘されて気付いたのだが、確かに背中に冷たい感触がある。

　振り向いてみると、シルヴィが俺に背を預けてぐっすり眠っていた。

「ロアの物語を書き換えるなんて、世界干渉のレベルです。その疲労も並じゃないでしょう。全く、大変なことをしましたね」

「世界……干渉？」

　俺が首を傾かしげると、綾瀬がスマートフォンを見せてくれた。

　そこに表示されているのは、なんかのニュースサイトみたいだが……。

『速報！　行方不明になっていた子どもが帰還！』

「……へえ？」

　思わず変な声が出る。

「貴方たちが、『誘拐モール』のロアを書き換えたことで、犠牲者となった子どもたちが家に帰っているそうです」

「なんか、中には五年前くらいから行方不明になってた子もいたらしくて、ネットでも大騒ぎになってるよ。ほら」

　時雨しぐれがやっているミニブログ系のアプリ画面でも、色んな人がその話題を呟つぶやいていた。

『これは都市伝説を解決する、陰で人助けをしているヒーローがいるからなんですよ！　都市伝説も、人知れず戦うヒーローも、ほんとにいるんです！』

　とかいう呟きが目に入る。

「このアカウントのyumix01ってのは誰だ？」

「兄さんが助けた由ゆ美み恵えだよ」

　そうか、あの子、ネット上だと元気なキャラなんだなあ。

　世界中を騒がしてしまったようだが……。

　ともあれ、なんとか無事に解決できたみたいで良かった良かった。

「おーい、君たち、そろそろ帰ってくれないかー」

　倉庫を整理していたおじさんが声をかけてくる。

「おっと、すみません。とても素晴らしい社会科見学になりました」

「ありがとうございます」

　綾あや瀬せと時雨がぺこっとお辞儀していた。

　どうやら、ここに一時間くらいいる理由を上う手まいこと作ってくれていたらしい。

「それじゃ、立てますか？　ジンさん」

　手を差し出してくれた綾瀬の目がなんとなく優しい。












　だから俺も笑ってその手を握る。

「立てるさ。シルヴィを抱っこしないといけないからな！」

「ふう。相変わらずのロリコンっぷりですね。ですが、今回は本当にお疲れ様でしたので、私は良妻賢母となるために優しく見守ることにします」

　そんな言葉に、少し気恥ずかしさを覚えながら。

「よし、都市伝説事件解決！」

　俺は『誘拐モール』のロアを攻略した充足感に浸っていた。








　◆　◆　◆









　そして、北きた千せん住じゆ綾あや瀬せによる後日談です。

　これだけ大きな物語改変によって世界干渉が発生すると、私のようにロアチームに所属している者はある程度、処理に追われたりしていました。組織っぽいものに所属している者の難儀さです。

　事件解決から三日過ぎましたが、ジンさんはまだ幻痛が続いていましたので、さっさと下校する日々でした。なので、私もせっかくなので……。

「あ、北千住さん、いらっしゃい」

「こんにちは時雨しぐれさん」

　お見舞いと称して彼の家にお花と食べ物を持参してお邪魔します。

「兄さんは部屋で寝てるみたい。最近帰ってきたらしょっちゅう寝てるよ」

「なるほど。寝込みを襲おそうのは今度にします」

「うん、そうしてあげて」

　あれだけ頑張ったのですから、数日は疲れていても仕方ないでしょう。

　私も、実はあの時にはシルヴィアさん同様にあのマネキンの中に液状化して封じ込められていました。今でもピンピンしているかといえば、肩が凝って仕方ないというのもあります。おっと、これは元々でもありますが。

　今回のロアはとても厄介な強さを持っているものでした。それに対して生身で妹さんを守りながら、ロアの本質を変えてしまうような手段に出たジンさんは……一番疲れていてもおかしくないでしょう。

　そう判断して、私はお花と食べ物を一旦玄関でお預けすると、時雨さんに離れの鍵を開けて貰もらいました。

　ここからはロアの会話。シルヴィアさんと相談をしようと思ったのです。

　勝手知ったる他人の家。サクサクとその部屋に向かいます。

「いらっひゃーい」

　シルヴィアさんはベッドの上でタブレットＰＣを弄いじっていました。

　その脇にはポテチの袋があり、ベッド脇の台には麦茶が乗っています。

　物もの凄すごく快適そうな、自じ堕だ落らく生活っぷりでした。

　退廃さを売りにするのも吸血鬼というロアの特性ですが、現代に生まれるとこんなにもニートっぽくなるものなのですね。

「ろうしらのー」

　ポテチを口に咥くわえながら見ているのはニュースサイトのようでした。

　ネットで世情に詳しい吸血鬼。これが現代版なのかもしれません。

「結局『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』はどこを探してもいませんでした」

　元々『誘拐モール』は『最後の吸血鬼』からもたらされた情報でした。

『夜や霞がすみショッピングモール』こそが『最後の吸血鬼』の潜伏場所ではないか、そんな噂うわさの調査のために向かったデートだったのです。

「だろうねー。あの『誘拐モール』があんなに強くなっていたのは、やっぱり『最後の吸血鬼』の仕業っぽいけど」

　シルヴィアさんはそう言うと、右手の小指を私に見せました。

「一応、これは手がかりね」

　その小指には、黒い液体が玉のように付着しています。

「それは？」

「ロアをやっつけた時に、手に入れておいたの。『一人かくれんぼ』の時も真っ黒な液体が出てたでしょ？」

「ああ……ジンさんの内側に侵入しようとしたヤツですね」

「うん。あの時の黒い液体と、こっちの黒い液体。大体おんなじものっぽかったよ」

「それはもしかして……」

「多分『最後の吸血鬼』の血だろうね。彼、ないし彼女は、その血をロアに与えて強くしているんだとみた」

　吸血鬼の血なんて、どんな伝承でも危険なものとされています。

　私たちのような存在が触れればどんなことになるか分かりませんが、同じく吸血鬼であるシルヴィアさんであれば、制御できるということなのでしょうか。

「こうしている今でも、わたしの指を食い破ろうとしてるんだけどね」

　よくよく見ると、その水滴はプルプルと震えていました。

　無む理り矢や理りシルヴィアさんの中に入ろうとしているのでしょう。

「そんなに危険なものなのですね」

「うん。まあ、まだ本体がどこにいるのかとかは分かんないけど。次に手がかりがあれば、ようやく尻尾しつぽくらいは掴つかめるんじゃないかなあ？」

「それは頼もしいです。早くやっつけられれば、もう貴女あなたを疑わずに済みます」

　私は本心をそのまま伝えました。

「まだ疑われてたんだ？」

「『吸血鬼』なんてほいほい生まれるロアではありません。それに、貴女はこうしている今の様子からも分かるように、インターネットの扱いにも長たけています」

「そういえばそうだね」

　タブレットＰＣをスライドさせながら、シルヴィアさんはうんうんと頷うなずきました。

「人にもロアにも二面性はある。たとえば、わたしの噂うわさが知らないところで変な形で立っていて、わたしの『悪の分身』みたいなものが生まれて……そっちが『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』として悪さをしている……とかどう？」

「可能性は否定できません。貴女という『どこかの館の地下に封じ込められている吸血鬼の姫君』の噂は実際に存在していました。それが夜や霞がすみに存在し、最近目覚めた……という辺りから『最後の吸血鬼』の噂も始まっていましたので」

「うんうん。わたし自身が強いロアの力を取り込んでより強い力を手に入れるために、敢えて強いロアになるような都市伝説の情報を流した……そんな、偽物の黒シルヴィアみたいなものが生まれてた、とかもあり得るよねえ」

「そうですね。貴女自身が情報操作をしているのでなければ『シルヴィア』さんではなく、その『クロヴィア』さんがやっていてもおかしくないです」

「クロヴィアさんって」

　シルヴィアさんはそのネーミングセンスにクスクスと笑っていました。

　……笑っていますが。

　この可能性は決して低い話ではないのです。

　噂から生まれるのがロア。

　そうであれば、シルヴィアさんの分身が同時期に生まれてしまっていて。

　そして彼女の知らない所で別行動をしていたとしてもおかしくはないのですから。

「わたし自身が噂のせいで二重人格的なロアになっているっていうのも、否定はできないもんなあ……」

　シルヴィアさんは自分の小指についた黒い雫しずくをぷらぷらと振っています。

　それはその指から落ちないよう、必死にぷるぷると吸い付いているようにも見えました。

「もしくは。貴女を追いかけている私が、逆に怪しまれてそう噂されてしまう……というパターンもあるかと」

「そうなると、口裂け女にして吸血鬼、みたいな最強キャラができそうだね。口裂け女はなんせ『弱点を克服していく』っていうロア特性があるから強いかも」

　新しい時代になる度に、口裂け女は弱点がなくなっていくという特徴がありました。

　かつては『ポマード』という整髪料に恐怖していたらしいですが、今はそういった弱点も特にないようになっています。

　ちなみに『べっこうあめ』と叫ぶのは間違いで、飴が大好きだから手渡すと夢中で舐なめ続けるからそのうちに逃げるということらしいです。

　ですが、百メートルを三秒で走るという口裂け女から逃げるなんて無理でしょう。

　ちなみに私も百メートルを三秒で走ることが可能なので、もし地球が地続きだったら地球一周は約十四日くらいになります。つまり地球の反対側に逃げても一週間後には追いかけてくる計算になります。

　まあ、私なら飛行機を使いますが。

「本当のところはどうなのか分からないけど。なんとなく、もうすぐ解決するような気がしているんだよね」

「そうですね。それは、私も思います」

「うん。だって、ジンが本気になったもんね？」

　クスクスと笑っているシルヴィアさんは本当に嬉うれしそうでした。

　その顔は正に『好きな人のことを話している女の子』です。

　表情に気持ちが全く出ない身としてはちょっとだけ羨ましく思います。

「シルヴィアさん。こないだの疑問を口にして良いでしょうか？」

「触りだけならいいよ」

　む。

　それはつまり、全部事細かに話すのはアウトということですね。

　で、あれば端的に。

　つまり結論から話すとしましょう。

「ジンさんはなんらかの物語の『主人公』のロアではありませんか？」

　私がその疑問を投げかけると。

　シルヴィアさんはどこか寂しそうに微笑ほほえみました。






　　　　『吸血鬼』のロア・黒






「よう、九十九つくも。今日はずっと悩んでたな？」

　昼休みの教室で時雨しぐれの愛妹弁当を食べていると、一緒に食っている御み蔭かげ山やまがそんなことを言ってきた。

「なんだ、よく見てるな」

　確かに朝のホームルーム前、綾あや瀬せと会話してからずっと悩んでいたのも確かだったが、誰かが何かに悩んでいるというのを見抜くというのは、中々できることじゃない。

「ふっ。お前は休み時間、露骨に『うーん』と唸うなっていた」

「マジでか」

　御蔭山の洞察力が鋭いのではなく、俺が分かりやすいだけだった。

「さては綾瀬とケンカでもしたか？」

「私がジンさんとケンカなんてするはずがありません」

　俺が返事するよりも素早く、横でお弁当を三枝さえぐささんと食べていた綾瀬が鋭く言う。

「ふむ、それは失礼した。この『フォルチェンヌ』の期間限定ショートケーキをやろう」

「いただきます」

　綾瀬は御蔭山から恭うやうやしくショートケーキを受け取っていた。いったい御蔭山はフォルチェンヌのケーキをいくつ学校に持ってきているんだ。

　綾瀬は自分が食べているおにぎりボックスの横に大事そうにケーキを置くと、再びおにぎりを小さな口に運び始めた。その横にはまだ五段重ねのおにぎりボックスが積み重なっている。あの胸はおにぎりをよく食べるからなんだな。そしてあのスタイルの良さを維持しているのは、ちゃんと運動もしているからなのか。もっとも、その運動内容は人を惨殺するための訓練らしいが。

「九十九の彼女の反応は速いな」

「彼女じゃないっての」

「まだ違います。まだ」

　まだを強調する綾瀬。

　こうやって俺との関係をほのめかすアピールは、相手がクラスメイトだろうが教師だろうがしょっちゅうしている。そんな様子を、綾瀬の向かいにいる三枝さんはニコニコして見ていた。無表情で無感情な、しかし恋愛にはアクティブな転校生という取り扱いの難しそうな相手を、彼女は上う手まく御しているように思える。流石さすがはクラス委員長だ。

「まあ、恋愛関係の悩みじゃないのは確かだ御蔭山。そっちはかなり上手くいってる」

「なるほど。流石は評判のイケメンだな、九十九は」

「俺がイケメンに見えるとしたら、ちょっと服装とか髪型に気を遣っているだけだ」

　なんせ可愛かわいい妹もいるし、大好きなご主人様もいるからな。

　俺が格かつ好こ悪い姿だと彼女らが一緒に歩いた時に「ダサい男連れてるー」と思われる。

　そんな『噂うわさ』、時雨しぐれにもシルヴィにも向けられたくない。

「では何に悩んでいたんだ？」

「んー……」

　チラッと綾あや瀬せを見る。

　彼女に朝方に言われた言葉を再び思い出した。

『どうやら、最後の吸血鬼ラスト・ナイトロードが犠牲者を増やしています』

　俺の悩みの原因は、その報告だった。

　どうやら『最後の吸血鬼』は、他にもいくつかの都市伝説を仕掛けていて、俺たちが解決した二つはその中でも特に目立っていたものに過ぎなかったらしい。

　敵の足は、ある程度は止められたと思う。

　だけど、まだ本当の敵には辿たどり着つけていないのだ。

　そして……その正体の情報すら掴つかめていないのが現状である。

「なんだ、深刻そうな顔だな。真剣な悩みなのか」

「あ、おっと……すまん」

「構わん。今回も人助けの悩みなのだろう？」

「え？」

『最後の吸血鬼』を倒すこと。

　それは俺の中では義務感になっていた気がした。

　だけど、そうじゃない。ヤツを倒したいという気持ちはそこから生まれたものじゃない。犠牲者がいて、それを助けたいと思ったから……そして、その犠牲者を増やしたくないと思ったから。

　だから『最後の吸血鬼』を倒したいと思っているんだ。

　だけどこれは、明確に誰かを助けたいという想おもいなのだろうか？

　じゃあ……その『犠牲者』って、誰だ？

「なんだ。人助けの悩みじゃないのか？」

「いや、多分、そう、なんだが……」

　自分の中ではっきりしていないことに気付いた。

『一人かくれんぼ』の時は由ゆ美み恵えちゃんを助けたかった。

『誘拐モール』の時は攫さらわれた子どもたちを助けたくなった。

　じゃあ今は？

『最後の吸血鬼』を……『倒したい』？

「歯切れが悪いな。ヒーローを目指しているわけではなかったのか？」

「ん、ヒーローか……」

　確かに俺は『ヒーロー』みたいなものに憧れている。

　困っている誰かを、颯さつ爽そうと現れて助ける、そんな存在。

　だけど、全ての人を救うことなんてできないから、手の届く範囲でやってきた。

　助けを求めている人を助けて。そしてハッピーエンドを見たい。

　そしてその力を、今は少し……手に入れている。

　だから、そんなハッピーエンドのために頑張りたい。

　なるほど、そういうことなんだな。

「んー、なんか悩みがいい感じになってきた気がする。サンキュー、御み蔭かげ山やま」

「ふむ、少しはまとまったようだな」

「ああ。まだ自分で自分のことがよく分かってないけど」

「当然だ。人間、自分のことが自分では一番見えないものだ」

　御蔭山はきっぱりと言い切った。

　ああ、確かにそうなのかもしれない。

　他人のことはよく見えても、自分のことは鏡でも見ないと見えないもんな。

　なるほど、納得だ。

「頼りになるなあ、御蔭山……」

「ふっ。お前に借りているものはある程度返せたようだな」

「貸してるつもりはないんだけどな」

「気にするな。それで、どうした？」

　そうだな、せっかくだからこいつにも色々相談してみよう。

「うん、じゃあ相談してみるが……変なこと尋ねたと思ったら気にしないでくれ」

「変なことでも尋ねるだけ尋ねてみるがいいさ」

　なんか度量のある態度で言われてしまった。

　よし。

「『吸血鬼』の噂うわさってなんか聞いたことあるか？」

「ほう、吸血鬼ときたか」

　御蔭山はその彫りの深い顔を驚きに染めた。

　だが、それは馬鹿にしているのではなく意外だっただけで。

「ふむ、なるほど、吸血鬼か……」

　と、すぐに真剣に考え込んでくれる。

　自分が悩んでいることをきちんと友達にも伝える。

　こういうのもきっと大事なことなんだな。

「ああ、実はさ。なんか最近、悪さをしてる『吸血鬼』がいるらしいんだよ」

「ふむ、つまり……それは殺人鬼とか犯罪者とか、そういうもののたとえか何かか？」

「んー、それだな。そんな感じ」

　その解釈でいって貰もらおう。

　普通に暮らしているヤツに、実際に本物の吸血鬼なんだよ、とは言いづらいし。

「九十九つくもはヒーローだとは思っていたが、ガチの事件にも興味を持っていたとはな。さて、その辺りのものか。ふむ……」

　御み蔭かげ山やまは真剣に悩んでくれていた。恩返しの気持ちなのかもしれないが、こうやって考え込んでくれるだけでちょっと嬉うれしくなる。

「委員長。お前はどうだ？」

　そして、躊躇ためらいもなく近くにいた三枝さえぐささんに尋ねていた。

　こうしてすぐに人を頼る、というのも俺にはあんまり持ってなかった姿勢だ。

「え？　殺人鬼の噂うわさとかの話のこと？」

「ああ。吸血鬼とか殺人鬼とか、そういうのの噂を知りたいんだそうだ」

　人に相談すると、こうやって相談相手が広がることもあるんだな。

　なんか、目からウロコだ。

「うん、そうだね。女子の間だと割と話題になってるよ」

「え、マジでか」

　俺も三枝さんの話に反応する。

「え、そうなのですか」

　そして女子なのにその話題にまじってなかったらしい綾あや瀬せが驚いていた。

「だって綾瀬ちゃん、すぐ九十九くんの話題になるんだもん」

「すみません、どうやら恋心が先走っていたようですね」

「ふふっ、いいけどね。一いち途ずっぽくて可愛かわいいから」

　なんかニコニコと見られてしまった。

　俺と綾瀬はなんとなく気恥ずかしくなってしまう。

「綾瀬の話はいいとして。委員長、なんか知ってるのか？」

「うーん、そうだなあ……」

　三枝さんは思い出すように廊下の方を見て。

「あ、思い出した！　なんか、この近所に『吸血鬼』って呼ばれてる殺人鬼みたいな子がいるって話だよっ」

「みたいな、子？」

「そう。なんか小さい子らしいんだけど、なんかもう、人殺しとかも平気でしちゃえるような、すっごい怖い子らしいよっ」

　ドクン、と心臓が跳ねた。

　小さい子で、吸血鬼って呼ばれている。

　それはもしかして……シルヴィのことなんじゃないか？

「ほう、この近所にそんな子どもが？」

「うん。ただ、機嫌がいい時もあって。その時は人助けをしてるらしいよ？」

「殺人鬼でありながら人助け。ダークヒーローというものだな」

「あはは！　だよねっ。だからちょっぴり噂うわさになってる感じっ」

　噂というものの作られ方と、広がり方を知った気分だった。

　そして、俺はかなり怖いことに気付く。

　もしこの噂が……都市伝説になって、広がったりしたら。

　もしかしたら、シルヴィが『そういう』ロアに変化してしまうんじゃないか？

「い、委員長はその噂、どこで聞いたんだ？」

「えーとね。この噂って中学校で流は行やってるらしいんだよね。私たちは、近くの中学に妹が通っている子から聞いた感じ。九十九つくもくんも妹さんいなかったっけ？」

「そりゃあもう、可愛かわいい妹がいるが……」

　家に帰ったら早速、時雨しぐれに聞いてみよう。

「あ、でも、九十九くん」

「うん？」

「綾あや瀬せちゃんが心配するから、危ないことに首を突っ込んじゃダメよ？」

「あー、綾瀬は……」

　心配してるというか、一緒に首を突っ込むというか。

「一応、心配はしていますよ」

「まあ、そうか、うん、ありがとな」

「どういたしまして」

　心配してるから一緒に頑張ってくれているのかもしれない。

　そう、前向きに思うことにした。







　俺は綾瀬に呼びだされて、放課後の廊下で待っていた。

　他の生徒はみんな下校したか部活動に励んでいるかなので、この廊下に立っているのは俺くらいだ。

　と、綾瀬がパタパタと走ってくる。

「お待たせしました。一応、裏も取ってから来ました」

「いや、大して待ってない。で、裏って？」

「三枝さえぐささんの言っていた噂うわさ話ばなしです」

　それを聞いて、俺は少し身構えてしまう。

　あの話を総合すると『シルヴィが怪しい』ということになってしまう。

「実際に噂をしていた女子生徒、ならびに中学生に電話で聞いてみました」

「どうだって？」

「事態はもっと深刻でした」

　少しだけ言いづらそうにしてから、綾あや瀬せは目を閉じて続ける。

「十じゆう二にの宮みや中学では『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』は『純白の吸血鬼』の黒の一面である……なんて噂が広がっているようです」

「っ！」

　純白の吸血鬼なんてのは言わずもがな、シルヴィのことだ。

　あれだけ真っ白で可愛かわいい吸血鬼なんて他にいないだろう。

　その黒の一面なんて噂が広がってしまっているとなると……。

「シルヴィが『最後の吸血鬼』になってしまう、そんな状況になる可能性が？」

「はい、あります」

　鋭い視線を向けて綾瀬は頷うなずいた。

「ご存ぞん知じかと思いますが、ロアというのは噂話で構成される存在です」

「そうらしいな……もう少しだけ詳しく、その辺りをおさらいさせてくれないか？」

　シルヴィはざっくりとだけ教えてくれたが、実感まではしていなかった。

　今なら……切実な気持ちで理解できる気がする。

「了解しました」

　綾瀬は目を閉じて、静かに息を吸うと語り始めてくれた。

「我々ロアは、噂され続けることで存在することが許され、噂されなくなれば消滅してしまいます。だからこそロアは定期的に『都市伝説』になぞらえた行動をして、自分の噂がなくならないようにするのです」

「綾瀬も……ロアになっているからには頑張ってるんだっけか」

「はい。私は人間からロアになった存在です。『口裂け女』として噂され続けた結果、私自身が口裂け女となった。そういうロアです」

　誰かに噂され続けた結果、人間がロアになることもある。

　綾瀬は今でこそ飄ひよう々ひようと面白おかしく生きているが、ロアになるくらい噂されるような、そんな人生を歩んでいたということなのだ。

「じゃあ、口裂け女の噂を維持するために、都市伝説と同じ行動を今も……？」

「実際に殺害はしていませんが、活動はしています。口裂け女はもう古い噂ですので、あまり放置しておくと、噂が消えてしまうかもしれないのです。なので、たまに旅行などをしたり、古巣に戻ったりした際に通りすがりの人を怖がらせたり、悪いロアを退治したりして、頑張って名声を高めています」

　名声になるのか。まあ、とにかくこういう努力が必要なのがロアということだ。

　噂うわさされることで、元々人間だったのにロアになってしまう人もいれば、噂うわさ話ばなしの中から、最初からロアとして生まれてくる存在もいる。

　前者が綾あや瀬せで、後者がシルヴィらしい。

「ただ、例外であるのが『既に存在を認められているモノ』。誰かがわざわざ噂しなくても、もう現象として固定したようなものは、わざわざ都市伝説になぞらえなくても生き残れたりします。たとえると『神隠し』などがそれにあたります。故ゆえに神隠し系のロアはボスクラス、なんて呼ばれるのです」

『神隠し』は世界中で噂されている。

　色んな国々で色んな神隠しがあるのだ。

　それこそ『一人かくれんぼ』で消えてしまうのも神隠しと呼ばれたりする。都市伝説と消失は割とセットなことが多いのは、実際に殺されるよりも『いなくなった』の方が怖いからだろう。

　だから、神隠しのロアとなった人がいたり、神隠しとして生まれたロアがいた場合、消えたりしない上にとんでもない力を持つそうだ。その代わり、殺傷能力は低く、消失能力が高いとかなんとか。

　だから『一人かくれんぼ』の時はみんなで警戒したのである。

「『吸血鬼』もメジャーだと思ってたんだけどなあ」

「メジャーです。ただ『噂話』はあまりされないジャンルが『伝説の魔物』系です。未確認生物であるＵＭＡユーマくらいになればちょくちょく目撃されるだけで噂されますが、吸血鬼というのはその特性上、中々噂されないのです」

「街に潜伏して、見つからないように生きているから……だっけか」

「その通りです。なにせ、吸血鬼は物もの凄すごく弱点が多い伝説ですからね」

　胸に杭を打ったら死ぬ、とか。太陽の光を浴びたら死ぬ、とか。血を飲まないと弱って死ぬ……などなど。色んな負けパターンが用意されているのが吸血鬼だ。

「従って、シルヴィアさんはわざわざ吸血鬼としての噂を流す必要まではありませんが、特別な噂を流されてしまうと変質してしまう。そういう可能性があるということです」

「ん……ありがとう、よく分かった」

　おさらいも兼ねて、今の事態がよく分かった。

　シルヴィがいかに危険な状態なのか。

　それを把握した俺に、今何ができるだろうか。

「それで、ジンさんはどうしますか？」

「…………そう、だな」

　どうするのか。

　シルヴィの眷けん属ぞくである俺は何をすればいいのか。

「もしも、シルヴィアさんが『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』となってしまったら。倒しますか？」

『最後の吸血鬼』は見つけ出して、倒すつもりだった。

　由ゆ美み恵えちゃんや、多くの親子、そして他にもまだたくさんの人を苦しめたのだから。

　シルヴィの敵だったのだから。

　だけど、そんな憎むべき敵が、最愛の少女になってしまったら。

　俺は………………どうすればいいんだろう？

「いつも通り、強気に助けてやる、とか。ハッピーエンドにする、とか。そういうのを軽々しく口にしていい感じじゃないな」

「……仰おつしやらないのですね？」

「綾あや瀬せを安心させてやるためには言いたいんだけどな。でも、自分の中でまだ……どうすればいいのかが見えてないんだ。だから言い切れない。まずはシルヴィと話してみるよ」

　俺の中だけで、俺と綾瀬だけで決めていい問題じゃない気がしていた。

　だからちゃんと、シルヴィとも相談して決めよう。

「そうですね。それがいいと思います」

　今まで追っていた『最後の吸血鬼』が、まさか最終的にシルヴィになるなんて。

　ロアというのは本当に『噂うわさ』に左右される存在なんだな。

　そう考えて、なんだか重い気持ちになる。

『最後の吸血鬼』は、どうしてそんな……。

「ん？」

「どうしました？」

「いや、今まで都市伝説の噂を流していたのが『最後の吸血鬼』自身だったろ？」

「そうですね。『一人かくれんぼ』を由美恵さんにそそのかしたのも、『誘拐モール』が『最後の吸血鬼』の潜伏場所だと情報を流したのも、『最後の吸血鬼』自身です」

「ああ。なのに、今になってそれがシルヴィになるなんて……」

「あ、確かに」

　綾瀬も不思議な気持ちになったらしい。

「自分自身の存在を保つのが目的のロアが、別の存在になろうとしているなんて……」

　そんなの、まるで。

　自分自身を消し去るための行動みたいじゃないか。

「綾瀬、ロア的にこういうのってあるのか？」

「いえ……」

　綾あや瀬せは首を傾かしげる。

「元々の『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』は何を狙っているのでしょうか？」








　◆　◆　◆









「おかえり、ジンー！」

　俺がドアを開けた途と端たん、シルヴィが飛びついてきた。

「ただいま、シルヴィっ」

　ぎゅううう。

　全身で抱き着いてくれるのがやたら嬉うれしい。

　その柔らかい体と、冷たい肌の感触がたまらない。

「よいせっ、と」

「えへへっ」

　そのままお姫様抱っこに移行すると、小さな顔を間近で見た。ニコニコと笑っているその顔には『最後の吸血鬼』に乗っ取られるような前兆は全く見えない。

「また、お話ししたいことがいっぱいあるの！」

「おう、どんな話だ？」

　シルヴィはいつもの調子で話しかけてくる。

　だからまた、ライトノベルの話であるとか。漫画の話であるとか。

　そういうものだと思っていた俺は、完全に意表をつかれることになった。

「わたしが別人になっちゃっても愛してくれる？」

　それは。

　いきなり直球な言葉だった。

「あー……それは約束できないなー」

「だよねえー」

　そのまま俺はいつものようにベッドにシルヴィを下ろす。

　だけど、シルヴィは俺の体を離さなかった。

　とさっ。

「っと」

「ふふ？」

　シルヴィが離してくれなかったから。

　必然的に俺もベッドに──シルヴィに馬乗りの姿勢になる。

　俺の顔の、すぐ下にはシルヴィの小さな顔があった。

「あははっ、顔が近い～」

「シルヴィはいつ見ても可愛かわいいなあー」

「ありがと。わたしのジンも素敵よ？」

　褒めてくれると、シルヴィに見合うように頑張っている身としては嬉うれしくなる。

「ねえ、ジン。ジンはわたしがわたしだから好きなの？」

「そりゃそうだろ。別人になったら、別の人を好きになるのと同じだもんな」

「外見、声、知識、記憶が同じだった場合でも、それは別人？」

「あー……何をもって本人とみなすか、って話か……」

「そうそう。ちょっぴり哲学っぽいよね」

　クスクスと笑っているシルヴィに悲ひ愴そう感かんみたいなものはまるで感じられない。

　むしろ、俺が悩んでいるのを知ってるからこそ、これを話題にしているみたいだ。

「でもね、ジン。人格なんて、人それぞれに対して違うものを見せるものじゃない？　ペルソナっていって、人は人それぞれに仮面を見せるっていう言葉もあるくらいだし。ジンだって、わたしに見せるジンと、アヤセに見せるジンと、クラスメイトに見せるジンは全部別人でしょ？」

「んー……そうなるのかな？」

「だって、わたしには優しいけど、アヤセにはちょっぴりきついもんね」

　綾あや瀬せにきつくしている気なんてないが、そう見えているのならそうなのかもしれない。

　言われてみれば確かに。

　色んな相手の前で色んな顔を使い分ける。それが人格なのかもしれない。

「だから人格なんて曖昧なものは、本人を特定するものじゃないとした場合。ジンは何をもって、わたしをわたしと思ってくれるの？」

「そんなの……簡単だよシルヴィ」

「ん？」

「空っぽの俺の、中身になってくれるって言ったろ？」

「あ……うん、そうだね、言ったね」

「それを言ってくれたシルヴィが、俺にとってのシルヴィだよ」

「ふふ、そっか。うん、そうだね」

　シルヴィは噛み締めるようにそう呟つぶやくと。

　しみじみと頷うなずいた。

「ねえ、ジン」

「うん？」

「……それで、ジンはどうしたいの？」

「え？」

　それはいつも、俺が助けたい人に尋ねる言葉だった。

「わたしにいなくなって欲しくないなら、多分、次のわたしはそれを理解して、このままのわたしっぽくいると思うよ。こうしている今も、もしかしたらとっくに『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』になっていて、ジンが気付いてないだけなのかもしれないし」

　人格というものを、人それぞれに対して使い分けるのだとすれば……そういうこともあるのかもしれない。

　とっくにシルヴィはシルヴィでなくなっていて。別人がシルヴィのフリをしている可能性だってゼロではないのだ。

「それって、シルヴィ自体はどうなっているんだ？」

「うーん、どうだろ？」

「そうだな。たとえば、シルヴィが『最後の吸血鬼』と完全に一体化していて、今までのシルヴィも一緒に俺の愛を受けて楽しんでくれるなら、それでいいよ」

「なるほどなるほど」

　別人が乗り移っていても、そこに元のシルヴィもいるなら、それでもいい。

「じゃあ、わたし自身が消えちゃっていたら？」

「取り戻すさ、絶対に」

　そこはきっぱりと答えた。

「あははっ、取り戻すんだ？　そのわたしも、前と変わらないわたしなのに？」

「その『前のシルヴィ』が悲しんじゃってるかもしれないだろ？　寂しがってるかもしれないだろ？　消える直前に『いやだな』って思ったかもしれないだろ？　だったら、俺はそのシルヴィを一番大事にするさ」

「ジンってば……」

　シルヴィは頬ほおを赤く染めて。

　そのまま俺の首に手を回すと、顔を寄せて頬にキスをした。

「お？」

「もう、わたしをこんなに好きな気持ちにさせて。吸血鬼のパワーで無む理り矢や理り一線越えちゃうよー？」

「そうなったら抵抗はできないなー」

　吸血鬼は力持ち。

　これはどんな物語でも語られる鉄則だ。

「ふふ、越えちゃおっか？」

　シルヴィが熱っぽい目で俺を見つめてきた。

　ゴクッ。

　思わず視線が、その顔から胸元に移動してしまう。

「今のわたしは、まだ元々のわたしだし。でも、いつわたしじゃなくなるか分からないものね。だったら、今のうちー、みたいなのあるよ？　それに、わたし的には……今のうちに、って思っちゃってるし」

　熱っぽい視線で、そんなことを告げられる。

　吐息がくすぐったかった。

「シルヴィ……」

「わたしは、ジンにならいつ何をされても構わないんだよ？」

　更に、甘い声で耳元で囁ささやかれる。

　それだけでゾクゾクと痺しびれるような感覚が背中を走った。

　……元々、こんな幼い体の子に欲情することなんてなかったのだが。

　むしろ、そういうことを思う奴らは変態だなーと思っていたくらいだ。

　だが、それは間違いだった。

　体付きがどうこうじゃない。

　シルヴィは、緊張で硬直している俺の手をとると。

　そのまま、自分の胸の上に置いた。

「っ！」

　そこには女性らしい膨らみなんてない。

　なだらかな、肌の柔らかさが僅わずかにあるだけだ。

　だというのに、どうして……こんなにもドキドキするのか。

「ふふっ、ジンってば。こんな小さい体、小さい胸でも欲情しちゃえるんだね？」

　挑発するような視線で尋ねられる。

　これはもう、認めるしかない。

「あー……！　好きになった相手の体がロリだったら、それはもう欲情対象となるんだ」

「あはは！　愛って不思議だね！」

　確かに、愛って不思議なのかもしれない。

「さて、それじゃあジン。わたしの初めてを貰もらっちゃおうー」

「気軽に言うなあ、シルヴィは。そういうのって凄すごく、こっちにとっても勇気がいることだったりするんだぞう？」

「だいじょーぶ！　わたしにとっても勇気のいることだもんっ」

　よく見れば、シルヴィの目はちょっと落ち着きなく泳いでいた。

　確かに、いつもに比べると余裕がないように思える。

　それもそうか。女の子にとっても勇気のいることだもんな。

　自分のことは自分では見えない。それは御み蔭かげ山やまの言葉だ。

　だから、俺からどう見えているのか、シルヴィには分かっていない。こんなに愛らしくて、こんなに扇せん情じよう的てきで、こんなに健けな気げなのに。シルヴィは俺からそう見えていることが分からないのだ。

　だから、自分の身を捧ささげるなんて言葉には勇気がいる。

　そして、そんな女の子を手に入れることは……おいそれとしてはいけないんだ。

「シルヴィ、ぎゅってしていいか？」

「うん……して」

　俺はシルヴィの胸におでこを寄せて。

　そして、そっと力を込めた。

　息を吸うと、甘い香り……花の香りのような、脳が蕩とろける匂いが入ってくる。

　これがシルヴィの香りなんだと思うだけで、ドキドキした。

「女の子の匂いをかぐなんて、ジンってば変態だなあ」

「シルヴィに対してはついつい変態になりたくなるんだよなあ」

「よしよし、甘えん坊さんだよね、ジンって」

　優しい手つきで頭を撫なでられる。

　それだけで胸の奥がじんわり熱くなった。

「シルヴィが生まれたのは何百年も前なんだよな……」

「うん、そうだねえ。すっごい年上なんだぞーう？」

「その時代の人たちに感謝しないとな。こんな素敵な子を生み出してくれてありがとう、でかした、素晴らしい、って」

　すりすりとおでこを胸にすり寄せる。

　平へい坦たんなのでぷにぷにする要素は特にないのだが、そのおでこにだけ伝わる柔らかな肌の感触がとても愛いとおしい。

「んっ……吸血鬼に恐怖した人たちが聞いたら怒りそうな感謝だね……」

　シルヴィは俺の頭をぎゅっと抱きしめて、吐息まじりに呟つぶやいた。

　確かに。元々吸血鬼は畏い怖ふされる存在だったのだ。

　こんなに可愛かわいくて素敵だったとは夢にも思ってなかっただろう。

「はふ……それで、ジン……」

「ん？」

「ここから先も……するの？」

　シルヴィの吐息が悩ましかった。

　ここから先……そう考えただけで、頭がゆだりそうになる。

「どう……する？」

　しゅる。

　シルヴィが脚を動かすのが分かった。

　きっと、スカートがいい感じにめくれて細い太ももが露出しているのだろう。

　その先には、男の子が憧れてやまない場所があるに違いない。

　正直な話、その部分が気になって仕方ない。

「触ってみてもいいんだよ？」

「マジでか……」

　ごくり。

　そう言われて、触らない理由なんてあるんだろうか？

　自分の大好きな子が、うっとりした顔で、悩ましげな吐息混じりに、自分から脚を開いてくれて、そして許可までくれた。

　強いて言えば俺の手が汚れているかもしれないくらいだが、シルヴィに会う前には必ずごしごしと清潔に手を洗っている。

　俺はおそるおそる、自分の右手を下ろしていった。

　ちょんっ、と指先が膝に当たる。

「ふわっ！」

　びくっ！

　それだけでシルヴィは大きな声を上げて。

　慌てて真っ赤になり、両手で口を押さえていた。

　ヤバイ、可愛かわいい。

「シルヴィ？」

「な、なんでもないよ、あ、あははー」

　膝に触っただけでこんなんなるなんて。

　シルヴィも緊張してるんだなー、と思うと気が楽になった。

　と、同時に。

　どうしてシルヴィが今日はこんなに積極的なのかも思い出す。

　自分が自分じゃなくなるかもしれない。

　長年生きているシルヴィにとってみれば、それだけ蓄積が多い分……恐怖だって大きいはずなんだ。

　だから、俺を癒しているようで実は自分もまた、安心したいだけなのかもしれない。

　そして俺は、そんな最愛の少女を安心させてやれる男でありたい。

「なあ、シルヴィ」

「ん、なあに？」

「たとえばシルヴィが別人になっちまうとするじゃん？」

「……うん」

「俺はそんなシルヴィに気付かずに過ごすとするだろ？」

「……かも、しれないね」

「そしたら、そんな物語はハッピーエンドじゃないから書き直すよ」

「…………え？」

　シルヴィはきょとんとした顔で俺を見た。

「俺は今の、実はおっかなびっくりだったり、実は緊張してたり、実は怖がってたりする、そんなシルヴィが好きなんだ。もし、今のじゃないシルヴィが同じ記憶、同じ態度でいたとしても、それは俺の好きになったシルヴィじゃないだろ」

「でも、ジン。そんなの、どうやって分かるつもり？　記憶も態度も全く変わらなかったら、判断材料なんて……」

「分からない、という物語じゃなくなればいいんだろ？」

「え？」

「つまり。俺はシルヴィが変わってしまったら絶対に気付く。いなくなってしまったら絶対に分かる。そして、必ず助ける。たとえどんなことがあっても。そういう、吸血鬼の下僕しもべっていう役割なんだよ」

　ロアというのはどういう原理なのかはまだ分からない。

　こんな言い逃れが通じるのかもよく分かっていない。

　だからこそ、俺はきっぱりと言い切る。




「だからシルヴィ。俺の物語になってくれ」




　それはシルヴィに言われた言葉。

　だから今は逆にシルヴィに向けて言う。

「あ……」

　ぽろ。

　シルヴィの目から、涙がひとつ零こぼれていた。

「って、シルヴィ？」

　俺はなんか間違ったのだろうか？

「あ……ううん！　なんでもない、嬉うれしいの！　うん、なる、なるよ!!」

　シルヴィは目にいっぱいの涙を浮かべながら、俺の体をぎゅうううう！　と、今までにないくらいに強く強く抱き締めた。

　その時の俺は、その言葉の意味をよく知らなかったけれど。

　シルヴィがこんなに喜んでくれたのだから、言って良かったと心から思っていた。
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　その日はシルヴィの部屋で眠りについた。

　やらしいことをしたくなったのは確かだったが、シルヴィはずーっと、ニコニコしながら俺にくっついてはすりすりと嬉うれしそうに体をこすりつけるのを楽しんでいた。

　それが俺も楽しくなっているうちに、お互い眠くなっていて。

　気が付けば、朝になっていたという寸法だ。

「ふわぁ……」

　大きくあくびをして体を起こす。

　隣ではシルヴィが安らかな寝息を立てていた。

　吸血鬼だけあってシルヴィは朝に弱い。

　太陽の光が全く届かない地下室とはいえ、しばらくは起きないだろう。

　それにしても……噂うわさの広がりは思ったより早い。

　もしかしたら、こうしている今も『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』に侵しん蝕しよくされているのかもしれない。

　そう思うと、不安で胸がいっぱいになる。

　だけど、俺はどんな状態になってもハッピーエンドにすると決めた。

　だから、もう迷うつもりはない。

「頑張るからな、俺」

　眠っているシルヴィの頭を撫なでると、シルヴィは嬉しそうにむにゅむにゅと口を動かしていた。

「それじゃ、また後でな」

　いつまでも撫でたくなる髪から手を離して、俺は身支度をサッと整えると地下室から出た。一人で歩く廊下や螺ら旋せん階段には冷ややかな空気が流れている。

　鉄扉を開いて離れに出ると。

「あ、兄さん」

「お、時雨しぐれか？」

　時雨が朝食を持ってきてくれていた。

　テーブルの上には焼きたてのトーストとハム、コーヒーが置かれている。

　ちゃんとスティックシュガーが三本置いてある辺り、時雨は分かってる感じだった。

　時計を見れば、まだ六時だ。朝食にはまだ早過ぎるような気がする。

「シルヴィアさんはまだ寝てる？」

「まあな。吸血鬼だから朝は弱いんだろうな」

「だよね。ふふっ」

　時雨しぐれは穏やかな笑みを浮かべていた。

　……なんか機嫌がいい。だからこんなに早く朝食を用意してくれているんだろうか。

「今日は早いな？」

「なんか、兄さんがこれくらいに起きてくる気がしたんだよね」

「そ、そうなのか？」

「妹の勘ってヤツかも？」

「凄すごいなー、妹の勘。とりあえず顔洗って口を濯ゆすいでくるよ」

「はーい」

　笑い合いながら、俺はバスルームの脱衣所に移動した。

　ちょっと機嫌がいい以外は、いつもの時雨だ。

　なのに、なんとなく違和感を覚えるのはなんでだろう。

　昨晩、シルヴィとずっとイチャイチャしていた罪悪感がそう思わせるのだろうか。

　まあ、確かに。シルヴィと出会ってからずっと、時雨には苦労をかけているからな。

『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』のこともあるし。時雨にもちゃんと話して、一緒に対策を考えよう。

　ジャー。そう決意しながら洗面所の水を出し、顔を洗って口を濯ぐ。

「ふー……」

　鏡を見ながら、髪型を整える。ずっとベッドの上でイチャイチャしていたせいで、俺の髪はボサボサになっていた。

「あー……こりゃ中々直らないヤツだなあ」

　なんて言いながら、髪留めをどこに当てるか駆使していると。

「兄さん」

「うおっ、ビックリした」

　突然背後から時雨に声をかけられた。

「そんなにビックリしないでよ、もう」

「ああ、悪い悪い、どうした？」

「ううん。なんでもないんだけど……」

「うん？」

　なんでもない、と言う割には歯切れが悪い。

　その顔を確認しようと思って振り向こうとしたら。

　ぴとっ。

「っ!?」

　時雨は、俺の背中にピッタリ抱き着いてきた。

「え、え、し、時雨？」

　華きや奢しやな体を背中に感じる。いや。華奢なくせに、一部分だけがとてもいい感じに育っている柔らかさだった。

　時雨しぐれがこんなことをするのは初めてだ。いや、小さい頃はちょくちょくあったのだが、いい感じに育ち始めてからはスキンシップが一切なくなった。だから、この状態は正に異常事態であるといえる。

「あのさ、兄さん……」

「お、おう？」

　背中におでこを当てて、時雨は語り始める。

　なんだろう、時雨もちょっと寂しかったとか、そんなだろうか？

「なんかね……最近、ちょっとおかしいんだよね」

「おかしい？」

　俺からするとこのご褒ほう美びのような状況がおかしい。

　時雨とは普通に仲良し兄妹きようだいだったが、こんなに密着するようなことはない。

　せいぜいが『誘拐モール』の時に手を繋つないで逃げたくらいだ。

　何な故ぜなら……。

　俺たちは血が繋がっていない。

　だから、必要以上の接触を自分に禁じていたのだ。

　俺も、多分時雨も。

「兄さんのことを考えると、胸が苦しくなるっていうか……」

「えっ」

　ちょっと待って欲しい。

　この流れはもしかして。いやいや、しかし、俺は兄だ。しかも、幼女とはいえ恋人もいる身だ。義理とはいえ、妹からこんなことを言われたら……。

「兄さんたちのことを考えるともやもやするっていうか……」

　ぎゅっ。時雨は更に強く、俺の体を抱きしめる。更に強く、腰の辺りに『中学生にしては豊かなそれ』が押し当てられる。

　昨晩、女の子の胸にずっと顔を押し付けていた自分が言うのもなんだが、やっぱりその感触は男の子にとってはドキドキする大変素晴らしいもので。

「なんか、変だよね。妹なのに、こんなの。気持ち悪いよね」

「い、いや、正直な話をするぞ、時雨」

「うん」

「実は、とても嬉うれしい俺がいる」

　これは忌き憚たんのない俺の本心だ。

「ほんとに？」

「ああ。時雨しぐれは可愛かわいいし、大人っぽいし、優しいし、話してて楽しいし、一緒にいると自慢できるし、とにかく褒められない部分がないくらい素敵な妹だぞ」

　俺がありのままの本心をつらつらと語ると。

　ぎゅううう。更に抱きしめる手の力が強くなった。

「そっか、嬉うれしいな……あたし、兄さんに見て欲しくて……ずっと頑張ってたから」

「そ、そうなのか？」

「うん。小さい頃……初めて会った時からずっと優しくしてくれたよね、兄さん。だから多分、あたし……あの時から、兄さんのこと……」

　まさか、こんな時に。

　こんなタイミングでそんなカミングアウトをされるとは思ってもいなかった。

　そうか、時雨は俺のことをそんな風に。

　しかし、今の俺にはロアとはいえ可愛い彼女でありご主人様がいる。

　俺がハッピーエンドを作るから、俺の物語になって欲しいと言ったら嬉しそうに笑ってくれたシルヴィがいる。

　だから、時雨が告白してくれたとしても……その想おもいを受け入れるわけには……。

「……でも、兄さん。今はもう、別の人のもの、なんだよね」

「あ……」

　俺の内心が伝わってしまったのか。

　時雨は言葉を続けずに、察してしまった。

「兄さんはもう、シルヴィアさんのモノ、なんだよね。もう、シルヴィアさん以外には絶対に手に入らない、そんな存在になっちゃってるんだよね？」

　ぎゅっ。どこか責めるみたいに、その手が強くなる。

「……うん、そうだな」

「だよね……ふう……」

　時雨はそのまま、深い深い溜ため息いきを吐ついて……。







『それは良かった』







　今まで聞いたこともないような、ゾッとするほど低い声でそう口にした。

　ガラッと、何もかも雰囲気が変化する。それこそ、全く別人になったみたいに。

「え？　し、時雨……？」

　慌てて顔を上げて鏡でその様子を確認しようとして。

　──鏡に、全く時雨しぐれが映っていないことに気が付く。

「なっ!?」

「うん、兄さんがシルヴィアさんのモノであるなら、それでいいの。だったら私が、シルヴィアさんになればいいんだから」

「な、何を言って……」

　その言葉。そして鏡に映らないという事実。

　その二つの事柄から、俺の中に結び付くものがあった。

『元々の最後の吸血鬼ラスト・ナイトロードは何を狙っているのでしょうか？』

　綾あや瀬せの疑問の答えがここにあった。

　そう。

『最後の吸血鬼』は『このため』に『シルヴィアになろうとしていた』のだ。

「し、時雨！　お前が……!?」

「うん、私が……」




「『最後の吸血鬼』だよ、兄さん」




「時雨！」












　俺が慌てて振り向こうとした瞬間。

　バサバサバサ!!

　俺の後ろで、俺を抱き締めていたはずの時雨しぐれが無数の黒い影──。

　まるでコウモリのような影になって飛んで行く！

　その先は──鉄の扉の向こう。

　シルヴィの部屋！

「ま、待て、時雨!!」

　どういう、どういうことなんだ!?

　何がどうなっているのかさっぱり分からない。

　どうして最愛の妹が『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』なのか。

　どうして最愛の人を狙うのか。

　どうしてこんなことになっているのか！

「くそ！」

　とにかく今は追いかけるしかない。

　俺はスマートフォンを握り締めると、すぐに後を追いかけた。

　時雨はシルヴィを狙っている。

　シルヴィになろうとしている。

　それだけは、どうしても止めなくちゃならない！

　もつれそうになる足をとにかく前に進めて。

　一心不乱に先へ先へと突き進む。

　螺ら旋せん階段を落ちるように。

　廊下を転びそうになりながら。

　扉に抱きつくようにして。

　ようやく開いたその先で──。

「シルヴィ！　時雨！」

　俺が見た光景は。




「遅かったね、兄さん」




　時雨が、眠ったままのシルヴィを背後から抱き締めていた。

　シルヴィの首は傾き。

　そして、時雨は伸びた犬歯を白い首筋に突き立てていた。

「……時雨、シルヴィ……！」

　つぅ、と。

　シルヴィの首からは二筋の血が流れていて。

　俺を抱き締めてくれていた胸元の服を染めていた。

「ふふっ。これで……私は……!!」

　シュウウウ!!

　そう叫ぶ時雨しぐれの姿が、黒い霧となって霞かすんでいく。

　俺が十年間大事にしてきた妹の体が。

　一瞬で消えてしまって──。

「私こそが！」

　カッ、とシルヴィ──だった少女の目が大きく見開かれる。

　その髪がどんどん黒く染まっていくと同時に、その衣服も、部屋も、空気も、全てが禍まが々まがしく闇に染まっていく。




「『99番目のナインテイナインス・吸血鬼ナイトロード』になったんだ！」




　シルヴィの体を、存在を完全に奪いとって。

　時雨は……『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』はそう高らかに宣言した。

「そんな……どうして……」

　俺は、時雨は時雨で、とても大好きだった。

「そんなの……決まってるよ、兄さん」

　その声は、間近で聞こえた。

　ハッとした時にはもう遅い。時雨……黒いシルヴィと化した彼女の姿はもう目の前に迫っていて。

「いただきます♪」

　その口が。牙が。嬉うれしそうに俺の首筋に齧かじりついた。

　ズグン!!　自分の血が、一気に吸い上げられるのが分かる！

「うぐ、うあああああ!?」

「ぷはあっ！　あは、あははは！　美お味いしい、兄さんの血、とても美味しい！　まだ、全部は吸わないからね？　ゆっくり、じっくり味わって、一滴、一滴ちゃんと兄さんを感じて……それから、それから……最後に、私のモノにしてあげるからね？」

　俺の血で口元を染めて、熱に浮かされたようにうっとりと口にするその顔は。兄さんと呼んでくれているその声は。時雨のものではなく……シルヴィのものだった。

「うぐ、しぐ、れ……しょうき、に、もど、って……く、れ……っ」

「正気に決まってるよ兄さん！　気付いてくれてなかったの!?　私は兄さんがずっと好きだったのだもの！　ずっと、ずっと、ずっと、ずっとずっとずっとずっとずっと好きだった！　そして、兄さんも……私のことが好きだった。そうだったよね？　はむっ」

　ずぐんっ！　今度は首筋ではなく胸の上辺りに噛み付かれる。

「ぐぁっ！」

「んふ、んじゅ……じゅるる……」

　ニッコリと。上目遣いで俺の顔を覗のぞき込こみながら、シルヴィの顔をした時雨しぐれは俺の血を恍こう惚こつの表情で飲んでいく。それはまるで俺を責めているかのようで……。

　断罪するかのようだった。

「お、俺、は……」

　時雨のことをどう思っていたのか。

　吸われている箇所がとても熱い。そして、胸の奥も同時に熱くなっていく。

　今まで、本気で考えることから逃げていた。

　時雨のことは可愛かわいい妹だから、と。最愛の妹だから、と。大事にしているから、と。

　好きかどうかという……恋愛という観点で考えないようにしていた。

　だけど、今。それを突きつけられた時。

　どうしても答えられない、そんな自分がいることが……情けなかった。

「ぷぁ……もう、兄さんってば……照れてるんだね……？」

　つつ、とその右手の指先が俺の顔に当たり、そのまま首筋を経由して……。

　ずぶりっ、と。首の頸けい動どう脈みやく辺りにそのまま指先を捩ねじ込こまれる。

「うがああああああ!!」

　全身が痺しびれるような痛みが走った。

「しぐ、れの、こと、は……おれ、は……」

　激しい痛みの中、考える。

　最初は妹として守らなきゃいけない対象で。

　段々女の子らしくなっていくごとに、それはほのかな気持ちになっていった。

　だけど。その『好き』は……きっと、時雨の思う『好き』ではなく……。

「んー、そっか。やっぱり兄さんも『兄妹きようだい』という世間体を気にしてたんだね」

　だけど、彼女は俺の言葉を待たずに続けてしまう。

「でも兄さん、もう気にする必要はないよ。その苦しみからは解放されたのだから。私が、解放したのだから。ほら。君の大事な時雨はこうして、君の大事な吸血鬼であるシルヴィアさんと一体化したんだ。さあ、これで全ての問題はなくなったよ兄さん？　兄さんの最愛の子の体と。兄さんのことをとても愛している心と。そして、兄さんが好きになったもの。全てが揃そろっているんだから！」

　シルヴィの体を奪った時雨は、陶とう酔すいしているかのような笑みを浮かべている。

「そんなのは、そんなのは……違うだろ！」

　そう、そんなのは絶対に違う。

「ん？　何が違うんだい、兄さん？」

　ぐりっ！　首に突き刺さった指先が、更に奥へと捩ねじ込こまれた。

「ぐはっ、う、あああああ！」

　俺に否定されたことが気に障ったのか、その小さな指は俺の首の中でぐちゃぐちゃと音を立てて、中の血管を弄もてあそんでいる。その都度、背中を、頭を、全身を激しい気が変になりそうな痛みが襲おそった。

　こんなことを、本当に時雨しぐれがしているのだろうか。

　何かの間違いなのではないだろうか。

「ん？　……ああ……ごめんね？　兄さん。兄さんが私の手でこんなに自由になるのが嬉うれしくてさ」

「おまえ……ほんとに……しぐれ、なのか……？」

「やだな、兄さん。今はシルヴィアさんだよ。あ、そっか。まだ『人格』が上う手まくコントロールできなくてごめんね？　今、この体にある知識に人格を合わせるから。ちゃんと兄さんを安心させてあげるね」

　言うが早いか、彼女は一度目を閉じて全くの無表情になった。

　そして、再び目を開いた時──そこには全く違う顔付きがあった。

　昨日の夜一緒に過ごした、優しくて、ちょっとお姉さんっぽい笑みの少女。

「ね、これで──いいでしょ、ジン？」

　時雨は、そこにいつものシルヴィの人格を再現していた。

「なっ……」

　そのせいで、俺の胸は更に更に重くなり、目眩めまいするくらい頭が痛くなる。

「くっ……時雨……！　時雨っ!!」

　その意識に向けて呼びかける。俺にはもう、そうすることしかできなかった。

「ん？　あれ、時雨っぽい方がいい？　嬉しいなー！　ジンが時雨っぽい方がいいなら、わたしはそっちで全然いいんだけどね、あはっ」

　あくまでシルヴィっぽい口調で。シルヴィっぽい声で。シルヴィっぽい人格で、甘く、切なく、俺を安心させようとしてくる。

　それが更に俺を苦しめると、知っているかのように。

「もう、やめてくれ……っ！」

　泣きたくなる気分だったが、涙は流れなかった。多分、俺はこれが自分のせいだと痛感していたからだ。俺が時雨に曖昧な態度をとり続けたせいだと理解していたからだ。

「『どうしたの兄さん？』『どうしたのジン？』」

　二人の声で、連続で尋ねられる。

　時雨しぐれと、シルヴィの声。それを交互に使い分けて。

　俺の大事な二人を、蔑ないがしろにするかのように。

　こんなのは、時雨じゃない。こんなのは、シルヴィであるはずがない！

「くそっ……お前は……誰、なんだ……っ」

　全く力の入らない手を、その顔に伸ばす。

「私は時雨だよ兄さん。そんなの、分かってるじゃない？」

　本当にそうなのか……時雨は、もう壊れてしまったのか……？

　そんな絶望が。闇が。俺の心を満たそうとしていた、その時。

「いいえ。貴女あなたは時雨さんではありません」

　その鋭い声が聞こえると同時に。




『ねえ、ねえ。私は綺き麗れいですか？』




　ガギイイイイン!!




　いきなり現れたロア状態の綾あや瀬せと、シルヴィの体を乗っ取った時雨の左爪が激しくぶつかり合っていた。

　その衝撃を間近で受けただけで、ビリビリとした激しい痛みが全身に走る。

「来たね、北きた千せん住じゆさん！」

「それはもう、参りましたとも」

　右手の爪と出刃包丁の鍔つば迫ぜり合あいをしながら、綾瀬が片手で自分のマフラーに手をかけ始める。慌てて俺は目を閉じた。

「『対面殺害フエイス・トウ・フエイス』！」

「『吸血挿話ヴアンパイア・キス』！」

　目を閉じているので何が起きたか分からないのだが、首から指が抜け、俺の体はもの凄すごい勢いで上にふわっと舞い上がると──。

　そのまま、ガシッと何かに掴つかまえられた。

「もう目を開けてもいいですよ」

「顔は隠してるか？」

「はい。胸は隠していませんが」

「それは嘘だよな！」

「それは開いてからのお楽しみです」

　おそるおそる目を開けてみる。

　そこはまさかの、綾瀬の腕の中だった。

　俺は綾あや瀬せにお姫様抱っこされていたのだ。

「お、おおう」

「私はヒロインを希望しているのですが」

「すまん、助かった」

「いえ、今度お姫様抱っこしてください」

「ぜ、善処する……」

　そっと降ろされるが、なんか胸がドキドキする。これがお姫様抱っこの効果なのか。

「しかし、黒シルヴィさんは厄介な強さですね。まるで殺し切れませんでした」

「黒シルヴィって」

　でも、時雨しぐれでもシルヴィでもないのだから、外見からしてそう呼ぶ方がいいのか。

　俺もそう呼ぶことにして黒シルヴィの方を見てみると……。

「うーん……強いね、流石さすがは最強のロアの一角『口裂け女』」

　その左手が肘の部分からスッパリと切断されていて、黒い霧がその部分から漂っていた。

　だが、よく見るとじわじわとその腕は再生している。とても痛ましい姿だったが、彼女自身にあまり気にしている様子はなかった。

「私のロア能力で殺し尽くせないというのも、流石は吸血鬼です」

　お互いの能力を賞賛し合う様子に、これがレベルの高い戦いであることが窺うかがえる。

「綾瀬。あれが時雨じゃないっていうのは、どういうことなんだ？」

「それはですね」

　綾瀬はくいっ、としっかりマフラーで口元を隠して。

「彼女は時雨さんの中に住んでいた第二の人格『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』なのですよ」

「なっ……第二の、人格だって……？」

　俺は慌てて黒シルヴィを見た。

　彼女は時雨ではなく、シルヴィでもない、ということなのか？

「ふふっ。どうして気付いたの？」

　その口からはあっさりと肯定の言葉が出た。

「実は、私は時雨さんが『最後の吸血鬼』ではないかと、ずっと前から思っていました」

　綾瀬はぴっ、と包丁を立てる。

「そうだったのか、綾瀬……どの辺りから予想してたんだ？」

「『一人かくれんぼ』の頃からです」

「マジでか」

　かなり早い段階だったことに驚きを隠せない。

「はい。由ゆ美み恵えさんの家庭環境を知っていて、ピンポイントに彼女に『一人かくれんぼ』をおすすめすることができて、間に合わなくなる頃ギリギリにお兄さんに相談する……というタイミングがもろに怪しかったので」

「……ほんとだ」

　言われてみればその通りだった。特に由ゆ美み恵えちゃんの家庭環境については俺自身も時雨しぐれに教えて貰もらっていたもんな。

『実はさ、兄さん。由美恵の家は母子家庭なんだけど』

『うん……でも、由美恵は、その……あんまり母親と仲良くなかったんだよね』

　あんなの、よほど仲良くなければ知らない情報だろう。『一人かくれんぼ』をさせることができるのも、それを知らなければできない。

「なので私、あの時は由美恵さんに頻繁に事情聴取していたでしょう」

「……ほんとだ。意外と鋭かったんだな、綾あや瀬せ」

「褒めてお嫁さんにしてくれてもいいのですよ」

「ちょっと、今は心が弱っているので、揺れそうになった」

「なるほど、脈有りですね」

　でも、両手で出刃包丁を握りながらのガッツポーズは、あんまり可愛かわいくはなかった。

「ですが、一連の事件の犯人にしては、時雨さんはあまりにも善良過ぎました。はっきり言って優し過ぎるレベルです。これは時雨さんに関わる誰か、もしくはご本人だけど別人格のパターンだと思いました」

「うん、よく気付いたね北きた千せん住じゆさん。やっぱり一筋縄ではいかないなあー」

　そして黒シルヴィは。

　それまでのシルヴィっぽい雰囲気でも、時雨っぽい雰囲気でもなく──。

　冷酷で邪悪な雰囲気を持った笑みを浮かべていた。

「さて、正体がバレてしまったからには、どうしたものかなあー？　兄さんに優しくしてあげる必要もなくなっちゃったし。北千住さんを生かして帰す必要もないしね」

　正体を隠す必要のなくなった彼女からは、かなりの禍まが々まがしさが溢あふれ出だしているように思える。その内心の狂気が、その目に強く宿ってギラギラしているように見えた。

　それはまるで、深しん淵えんを覗のぞいているかのような──。

「な、なあ、時雨と、シルヴィの心はどうなってるんだ？」

　聞かずにはいられない。こうなってしまった状態で、あの二人はどうなっているのか。

　無事なのか、それとも……。

「それを教えて、絶望させるのもいいんだけど……希望を与えてから、絶望にしてもいいかもしれないよね。ふふっ」

「ジンさん、あの手の邪悪な人格系ロアは基本悪いことしか考えないので、そんなストレートに尋ねても無意味です」

「そ、そういうものなのか」

「はい。なので……とりあえず、ぶち倒してみるのが正解です」

　改めて綾あや瀬せは出刃包丁を構えた。

「待ってくれ綾瀬。──時雨しぐれが『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』なんかになってしまったのはなんでなんだ？　あいつは、ごく普通の女子中学生だろっ！」

「それは……」

　綾瀬が言いい淀よどむ。

「ふふっ、そうだね兄さん。せっかくだから話してあげてもいいよ？　腕の再生時間が欲しいから。それに……君には全てを聞く義務があると思うし」

　義務、と聞いて胸の奥がチクリと痛んだ。

　この先にある真相は、俺が傷つくことなのかもしれない。

　だけど、既に時雨もシルヴィも傷付いている。

　俺だけが無傷で済むつもりなんてなかった。

「むー。本当は再生の時間を与えたくないのですが、やむを得ません」

　黒シルヴィの腕はシュウシュウと、少しずつ形を取り戻していく。

　綾瀬の能力は『完全殺傷』らしいので、あの腕は完全に殺されたはずだ。

　だというのに再生しているというのは、吸血鬼の『不死身』の能力のおかげ。

　つまり、綾瀬の能力は吸血鬼の力にはまだ達していないことになる。

「さて、どこから話したものかな……」

　黒シルヴィはベッドの上に座ると、上を向いて思い出すように語り始めた。

「『最後の吸血鬼』。それは時雨の中に生まれたもうひとつの人格、つまり私のことなのだけど。そもそも、最初から『あの洋館に住んでる吸血鬼』って噂うわさされていたのは、九十九つくも時雨のことだったんだよ」

「え……？」

　あの洋館。俺の家があった場所には元々古びた洋館があった。

　それを再建築して一軒家にして、ウチの家族が住み始めたのが二年前だ。

「時雨や兄さんたちが住む前から『あの洋館には吸血鬼の少女が住んでいる』って噂があったのは北きた千せん住じゆさんも知っての通り。そして、そこに住んだ時雨は口数も少なくて人付き合いが苦手だったから友達も少なかった。結果、一人で過ごすことも多くなって……だから余計に面白おかしく噂されていたんだ。学校で、近所で。『あそこに住んでいる少女こそ、噂の吸血鬼に違いない』とね」

　誰かに噂され続ければ、その人物はロアになってしまう。

　それが、人間がロアになる時の条件。綾瀬が噂され続けた結果口裂け女のロアになったように、時雨も吸血鬼のロアになってしまっていた……そういうことなのか？

「こうして、人々の噂は蓄積し『最後の吸血鬼』は生まれた。だけどこのロアの……私の特殊性は、時雨しぐれ本人が全く自覚していなかった点なんだ」

「自覚、してなかった？」

　俺は綾あや瀬せを見たが、彼女は首を傾かしげていた。どうやら、自覚なしにロアになるというのは、あり得ないことらしい。

「原因は分からない。もしかしたら本物の『吸血鬼』が地下にいたからなのかもしれないし。時雨自身に何か特別なものがあるのかもしれない」

　彼女は、どこか憂いを秘めた瞳で自分の左手を見つめる。

「結果、時雨はロア化しなかった。その代わりに……時雨の中には別人格である『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』という存在が生まれていた」

　ぐっ、とその手を握り締めた。

「時雨さんが怪しいのに尻尾しつぽが出なかったのは……」

「私は基本、時雨が寝ている時くらいしか活動していなかったからね。もっとも、最近はインターネットが普及しているおかげで、噂うわさを流して存在性を高めることは簡単だった。たくさん、中学生たちに噂を流したよ。どう噂を流せば、どう広がるかなんて、自分が『吸血鬼』って噂が広がっていた私にしてみれば簡単だった。その中で、シルヴィアさんの体を奪うための罠わなとして仕掛けたのが『誘拐モール』だったというわけさ」

「あれは本当に、シルヴィアさん用の罠だったのですか……」

「とっくに力を持っていた『誘拐モール』というロアに目をつけた私は『夜や霞がすみショッピングモール』を噂で結び付けることで、かなりの被害者をあそこに集めることができた。おかげで強い力を持っていたあのロアは、シルヴィアさんだけじゃなく北きた千せん住じゆさんまで攫さらうというファインプレーをしてくれたしね。もしもあそこでシルヴィアさんたちがいなくなれば、兄さんは時雨のものだったのだけど。まさか普通の人間である兄さん本人が上う手まく解決してしまうとは思わなかったよ」

　あのままなら、シルヴィも綾瀬もいなくなる可能性があった。

　そう考えると、背筋が寒くなる。

「だけど、あの時は時雨も一緒にいたはずだ」

「うん。時雨を守ろうと必死になる兄さんは素敵だった。時雨も、更に惚ほれ直していたようだよ？　ふふっ」

「そんなことをして、一体何が目的なんだ……！」

「私の目的は一貫しているつもりだけどね。私には『体』がなかった。時雨の別人格として存在していながら、時雨本人でさえなかったのだから。だから私は存在性を求めた。本物の『吸血鬼』になることを求めた！　だから今、私はこうしてここにいるんだよ！」

　──これが『最後の吸血鬼』なのか。

　その行動原理は、自分の存在を確立するため。

　綾あや瀬せたちに教わったロアとして、正しい行動だ。

「もっとも。最終的には時雨しぐれの無意識も必要だったけどね。彼女は兄さんに好かれない自分に嫌気が差していた。兄さんに求められないことを嘆いていた。兄さんと結ばれることがないことに絶望していた！　だから、私は囁ささやいたんだよ。『君がシルヴィアさんになれば、君も兄さんに愛されるよ。兄さんは君のものになるよ』とね？　その結果──時雨は、自分の体を捨ててシルヴィアさんの体を奪うことに無意識のうちに同意したんだよ！　そう、兄さん！　君への恋心故ゆえに、だ!!」

「っ！　し、時雨……っ」

　……俺の罪は、そんな時雨の気持ちに気付かなかったこと。

　いや、もしかしたら気付いていたのに分からないフリをしていたことだ。

　時雨を大事に思う気持ちと、時雨に対して恋愛感情を抱いてはいけないという気持ちが、フィルターとなって時雨をちゃんと見られていなかった。

　だから……『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』の人格が生まれていても気付くことができなかった。

　だから『最後の吸血鬼』に時雨の無意識は付け込まれてしまった。

　そして、結果……時雨自身もその体を失ってしまったのだ。

　全ては俺のせい、なのか……。

「そう。兄さん、気付いたようだね。私はこうして……ついに時雨の人格を奪い、吸血鬼として最強の体も力も手に入れた。私はついに『私』になっているんだ。故に、もう邪魔をさせるつもりはない！　兄さんが時雨を大事にし過ぎてくれたおかげで、こうしてこの世界に顕現することができたんだ！　感謝するよ、兄さん!!」

　その言葉は、ダイレクトに俺の胸に突き刺さった。

　確かに、この言葉を聞くのは俺の義務だった。

　時雨のことを大事にしていると言いながら、何も大事にできていなかった俺が知らなければならなかったことだった。

「さて、トークタイムはこれくらいにしようか、二人とも」

　シュウウウウ。黒シルヴィの右腕は、もう完全に修復していた。

　回復が遅れているように見せたのは、俺たちを油断させていただけなのか。

「兄さんは自分の罪を知った。北きた千せん住じゆさんはそんな兄妹きようだいたちに巻き込まれた。それが分かったところで、そろそろこの物語を……私のハッピーエンドで終わらせよう？」

「ハッピーエンド、だと……？」

「そう！　兄さんを、北千住さんを、完全に私の眷けん属ぞくにして！　最強最悪の吸血鬼のロアとしてこの世界に君臨する！　それこそが私のハッピーエンドだよ、兄さん！」

『最後の吸血鬼』にとってのハッピーエンド。

　それは、俺たちにとってのバッドエンドだった。

「なるほど。ですが私はそんな『吸血鬼』をやっつけるためにこの街にやってきた美少女ボインロアですので。おいそれとやっつけられはしません」

　綾あや瀬せは出刃包丁を二本、顔の前で交差して構える。

　この状況では、もう綾瀬に頼るしか方法はない。

「……頼んだぞ、綾瀬」

「はい。勝ったらお嫁さんにしてください」

　綾瀬が姿勢を低くして、飛びかかる準備を始める。

「そういえば……『99番目のナインテイナインス・吸血鬼ナイトロード』って、手に入れたロアの力を使えるらしいね」

　そして、黒シルヴィはそのまま俺たちにゆっくりと手を向けた。

　シルヴィがロアを集めるのはそれが理由だったりするわけだが……。

「っ!!　いけません、ジンさん！」

「うん、遅いよ！」

　ザアアアアア！　いきなり、部屋に大量のぬいぐるみたちが溢あふれ出だした。

　しかも一体一体が二メートルはあり、それぞれの腹部が裂けて中にはぐにゃぐにゃとした黒い触手が蠢うごめいている。

「このぬいぐるみ……『一人かくれんぼ』か……！」

「それだけじゃないよ！」

　ずず、ずずずずずっ！　部屋の隅々から、嫌な音が大量に聞こえた。

　見ると、そこでは黒ずんだマネキンたちがゆらゆらと立ち上がっている。

「『誘拐モール』……？　あれは書き換えられたはずでは……」

「書き換えたロアが誰なのか。忘れたわけではないよね北きた千せん住じゆさん？」

　シルヴィの部屋を所狭しと、大量の巨大なぬいぐるみと、大量のゾンビマネキンが埋め尽くす。古来、物量は何にも勝る戦力だ。

「ジンさん、貴方あなたは逃げてください！　私が時間を稼ぎます！」

　綾瀬の言葉に、俺は出口の方を振り返った。

「ふうん、北千住さんを一人残して逃げるんだ、兄さん？」

「ぐっ」

　その言葉は、的確に俺の行動を阻害する。

「大丈夫です！　いい感じのトコで、フレンドリストから呼び出してくだされば、私もここから逃げることができますので！」

　言うが速いか。

　ズバッ!!　綾瀬は、俺のすぐ真後ろに迫っていたマネキンを一体、切り裂いていた。

　そいつは黒い霧となって、シュウウウと消滅していく。

「なるほど、じゃあ……」

「させないよ、兄さん！」

　黒シルヴィが俺に手を向けると。

　パキィン！

「なっ!?」

　俺の持っていたスマートフォンが粉々に砕け散った。

　これでは、アプリの『８番目のセカイ』を起動できない。

「『99番目のナインテイナインス・吸血鬼ナイトロード』の能力のひとつ──『血透握手インビジブル・シエイク』」

「見えざる手ですか……」

　綾あや瀬せが忌々しそうな声音で呟つぶやく。こいつが感情を出した口調になるのは珍しい。

　それだけ強敵ということなのだろう。

「ジンさん、それでは、目を伏せてください。私の技は、見た者全てを惨殺するので」

「なるほどっ」

　俺は慌てて目を伏せた。

「『ねえ、ねえ。私、綺き麗れいですか？』」

　綾瀬の声が響き渡る。

　だが。

「『白霧雪界エターナルホワイト』」

「これはっ!?」

　黒シルヴィの声が聞こえたと同時に、綾瀬の驚くような悲鳴が聞こえた。

「綾瀬!?」

　慌てて顔を上げると……部屋中が、真っ白な霧に包まれている。

　黒い力ばかり使っていたからうっかり忘れていたけれど。今『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』は『純白の吸血鬼』と呼ばれるシルヴィの体を乗っ取っているのだ。

「きゃああああ！」

「綾瀬ー！」

　霧が晴れた瞬間に目に入ったのは。

　無数の黒い触手によって縛られた、綾瀬の捕らえられた姿だった。

　まるで磔にでもされているかのように、壁にその身が押し付けられている。

「『口裂け女』も大したことはなかったね」

　クスクスと笑いながら、黒シルヴィは綾瀬を見上げていた。

「もっとも、今の私は『99番目の吸血鬼』の力を使える『最後の吸血鬼』。言うならば、『百番目』と言ったところだもの。つまり、不完全だったシルヴィアさんに比べれば、完成形とも言えるわ」

　シルヴィには能力を使用する際の制限が多かった。

　何より、招かれないと使えないという最大のネックがあった。

　だけど、ここはいわば『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』のロアの世界。

　彼女は自分の力を存分に発揮できる。

　そういうことなのだろう。

「さて、兄さん。兄さんを殺すと、私の宿主である時雨しぐれの心が壊れて……私自身もいなくなってしまう可能性があるの。だから、兄さんを殺すことはしないわ」

「時雨の心が……」

　……つまり、時雨の心は壊れていないということか。

　同様に、さっきの真っ白な力はシルヴィのもの。

　おそらく、シルヴィ本人が完全に消えてしまっていたら使えない技だっただろうから、シルヴィも消えていない……と、信じたい。

「このまま、私に血を全部吸われて……完全に眷けん属ぞくになってしまうというのはどう？」

　周囲を見ると、うねうねと黒い触手を出しながらマネキンやぬいぐるみたちが気味悪く蠢うごめいている。

　ここで黒シルヴィの眷属になると、俺もあんな風になってしまうのだろうか。

「う……いけ、ません……ジン、さん……」

「貴女あなたは黙っていて、北きた千せん住じゆさんっ」

　シュルルル！　ドスッ！

「うぐぁっ!?」

「綾あや瀬せ！」

　綾瀬のお腹なかに、深々と黒い触手が突き刺さった。

　そればかりか、ぐりぐりと、苦しめるかのように蠢いている。

「うあ、うあぁあ、ああああああ!!」

「貴女は兄さんの心を折るための道具なの。あんまり喋らないで、そうやって苦しそうな声だけ出しててっ」

「うああああああああ!!」

「やめ、やめてくれ!!」

　綾瀬の腹部に突き刺さった触手は、俺が制止の言葉を叫んでも止まることはない。

「兄さん。『やめてくれ』では、止まらないよ？」

　そんなことは、分かっていた。

　綾瀬を救いたい。助けたい。

　それは分かっている。

　だけど……。

「…………っ!!」

　綾あや瀬せは、必死に首を振っていた。

　目に涙を溜めて、声を我慢して。

　そんな綾瀬を助けられない、無力な自分が悔しくて仕方ない。

　どうして。

　どうして俺には、力がないのか。

　綾瀬も。時雨しぐれも。そしてシルヴィも。

　俺の大好きな人たちを助けるための力が欲しい。

「あああああああああああああっ!!」

「あは、あはははは！　苦しい、つらいでしょ！　さあ、もっと声を張り上げて、兄さんの心を折って！　じゃないと、苦しくて死んじゃうよ！」

　綾瀬の絶叫が耳に、心に深く響く。

　俺のことを好きでいてくれる少女がこんなに苦しんでいる。

　いつもはあんなにクールなのに、今は目に涙を溜めるくらいに苦痛で声を上げている。

「っぐ、あ、あああっ！」

　やめてくれ、やめてくれ、やめてくれ!!

　そんな叫びをいくらしたところで、黒シルヴィはやめてはくれないだろう。

　むしろ、もっと綾瀬を苦しめるに決まっている。

　だったらどうすればいいんだ！

　俺にはなんの力もないのに。

　助ける力なんて。

　誰かに好かれる資格なんてないのに。

「くっ、綾瀬……すまん、綾瀬……」

　ぽたぽたと涙が零こぼれる。

　胸が張り裂けそうなほど痛かった。

「い、いいんです……ジンさん……私は……気に、せ、ず……」

「気にしてくれないと困るよ兄さん！　さあ、早く、諦めて、絶望して、私の眷けん属ぞくになってよ、さあ、さあ、さあ!!」

　グシュウウウウウウ!!

「うあ、うああああああっ!!」

　黒い触手はもう、何本も何本も綾瀬のお腹なかに突き刺さっては蠢うごめいていた。

　それでも綾瀬が死なないのは、あいつがロアだからだろう。

　そして、それが分かっているから黒シルヴィも苦痛だけを与え続けているのだ。

　こんなの、もうチェックメイトされているようなものだった。

　何も。

　何もできることはない。

　俺にはもう何もしてやることができない。

　綾あや瀬せにも。シルヴィにも。時雨しぐれにも。

　大事な女の子たちを助けてやれる力が、何もない。

　──俺が本当のヒーローだったら。

　物語を書き換えるような力を持つくらいの強さを持つヒーローだったら。

　こんな状況でもなんとかなったかもしれないのに。

　だけど俺は──。

　そんな、力なんて……。







『ジンには、力はあるよ』







　その声は、耳の奥から聞こえてきた。

「え……」

『声に出さなくていいよ。ジン』

　それは、そう。

　シルヴィの……俺が愛してやまない少女の声だった。

　でも、どうしてシルヴィの声が……？

『昨日の夜のうちに、耳の奥にわたしの血を霧にして入れておいたの』

　そうだったのか。

　吸血鬼はそういうこともできるのか。

『でも、本当は……話しかけないようにしようって思ってた。このまま、わたしの意思も消えちゃうのを待とうって思ってた』

　そんな……なんで、そんな？　消えちゃうなんて、そんなのは……。

『ううん、それでも、それならジンは助かるから。『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』だって、ジンだけは意識を奪ったりお化けにはしちゃわないだろうからね。それをしたら、時雨の意識が死んじゃうから』

　でもそれじゃ、シルヴィや綾瀬は……！

『うん……でも、わたしもアヤセも、ジンさえ生きていてくれたら嬉うれしいんだよ？』

　俺は、お前たちが生きていてくれないと、嬉しくないんだよ!!

『そう……だよね。……そう、なんだよね』

　なあ、シルヴィ。

　俺には力があるって言ってくれたよな？

　それはいったい、どういうことなんだ？

『…………ジンには、力があるの。だけど、それは……本当は、目覚めて欲しくない力。わたしたちは、ジンがその力に目覚めないといいな、って思ってた』

　目覚めて、欲しくない力……？

『そう。だけど、ジンはその力を求めている。心の底から求めちゃってる。だから……だからね、ジン。わたしは、わたしは……ちゃんとジンに選んで貰もらうことにしたの』

　……そっか、うん、分かった。

　それはシルヴィたちが嫌がる力で。

　俺はそれを、ちゃんと自分の意思で選ばないといけないんだな。

『うん……お願いね。ジン』

　分かった。シルヴィ、教えてくれ。

『ジンには……実は『主人公』のロアっていうものの素質があるの。これは、自分自身よりも他人を救いたいっていう、そんな資質がある人しかなれないものなんだけどね。こういう資質がある人じゃないと、わたしの封印って解けなかったの』

　……『主人公』のロアの資質……。

『そう。わたしを封印したヴァンパイアハンターも『主人公』のロアだった。だから、同じ主人公のロアであれば、わたしを上う手まく導けると思ったんだろうね。まさか、次に主人公が現れるまで五百年もかかるなんて思ってなかっただろうけど』

　その前に誰かが現れていたら、俺はシルヴィには会えなかったわけだ。

　だったら、それは嬉うれしい話だな。

『そう言ってくれると嬉しいけどね。でも、ジンの主人公の特質は……』

　俺の主人公の特質は……？

『……人々の陰で人助けをして、知らないうちにいなくなるっていう主人公。その物語の名前は、『正体不明の英雄アンリアルヒーロー』だから……』

　……アンリアル、ヒーロー……。

　そういえば、御み蔭かげ山やまに言われたことがあったな。

『お前はまるで、陰で人助けをしているヒーローみたいなヤツだな』って。

『そう。ジンは空っぽだから。だから、主人公のロアになっちゃったら、正体不明の英雄になっちゃったら、妹ちゃんや、お母さんや、お友達、今まで一緒に過ごしてきて仲良しになった人間たちみんなに忘れられちゃうんだよ』

　主人公のロアになると、みんなから忘れられる……？

『そう。そして、ゆく先々でどんなに絆ができても。ロアじゃない普通の人とは決して絆はできない。それが正体不明の英雄の宿命なの。だから……わたしは、ジンには……みんなと仲良く笑ってるジンには、そんなものにならないで欲しかった』

　そっか。俺のことを心配してくれていたんだな。

　確かに、みんなから忘れられるのは悲しいし、つらい。

　きっと泣くと思う。

『……だよね』

　……だけどな、シルヴィ。

　俺が今、それになれば、シルヴィも、綾あや瀬せも、時雨しぐれも、この街も。

　みんなを助けることができるんだろ？

『うん。正体不明の英雄は、その力の強さのせいで認識されないほどの強さだからね』

　ロアたちには、認識されたままなんだろ？

『うん。わたしたちは、絶対に覚えているよ。何があってもジンのことは忘れない』

　だったら問題ないさ。

　シルヴィや綾瀬が俺を覚えていてくれる。

　だったら俺は、問題なく戦えるよ。

『……ほんとにいいの？』

　ああ。

『妹ちゃん……時雨ちゃんとは、きっと、今こん生じようの別れになるよ？』

　……分かってる。

『絶対……妹ちゃんは嫌がるよ？』

　だろうな。

　だけど時雨には、今後ロアの事件とかに一切関わらないで生きて欲しいから。

　だから……それでいいんだ。

『ん……そっか。じゃあ……いいんだね、ジン？』

　うん。ありがとうな、シルヴィ。

　こんなに俺を心配してくれるシルヴィがいてくれる。

　だから俺は、ヒーローになれるんだよ。

『うん……わたしはジンを、ずっと愛してるからね』

　俺も愛してるよ、シルヴィ。

　話したくなかっただろうけど。

　でも、それを話してくれて──良かった。







　シルヴィとの対話時間は一瞬だったのだろう。

　だけど、永遠にも感じられる一瞬だった。

「どうしたの兄さん、ぼーっとして？　諦めてくれた？」

「ジン……さん……？」

　黒シルヴィはまだ余裕で。

　綾あや瀬せは俺の変化にいち早く気付いている様子だった。

「うん、心は決まったよ」

　俺は、ようやく落ち着いた気持ちで決意できる。

　色々な思い出を、ひとつずつ並べて。

　そして、口元にはちゃんと笑みを浮かべた。

「……兄……さん？」

　黒シルヴィは、訝いぶかしげに俺を見る。

　この期に及んで笑っている俺が怪しかったのだろう。

『ジン。ジンが描きたい物語のイメージはできた？』

　頭の中にシルヴィの声が響く。

　俺は、こくっと頷うなずいた。

『なら……あとは、貴方あなたの力を使うための言葉を唱えるだけ』

　ああ、分かった。

『……わたしは、ずっと一緒だよジン』

　うん。それだけでもう何もいらないよシルヴィ。

　俺は胸に手を当てて。

　そして高く上に向けた。

「兄さん、何を……」

「っ！　ジンさん、まさか……いけません！」

　綾瀬は俺が何をしようとしているのか気付いたのだろう。

　だけど、やめるつもりはなかった。

　だから、俺は、静かに──。

　口を、開いた。




「さあ。『終末譚ハツピーエンド』を始めよう」




　直後、キラキラとした光が集まると、壊れたはずのスマートフォンに変化。

　その画面に、不可思議な、星をいくつも重ねたような紋様が浮かび続ける。

　それはまるで魔法陣のように──何重もかかったロックを解除し続け、何枚も何枚も、奥へ奥へと続いていく。

　直後、辺りの風景は真っ白な雪原へ、そして満天の星空へと変化し──猛吹雪が白い輝きとなって俺の周囲を回転し始めた。その輝きの中で、俺の服装がゆっくりと変化していく。それは俺の思い描く『英雄』の姿だ。

　全ての物語を終しゆう焉えんへと導くのなら。

　それは不死者の王のような、禍まが々まがしい姿をしているべきだろう。

　ふわりと背中に現れた漆黒のマントは、吸血鬼が身に纏まとっているようなものだった。そして、まるで高貴な貴族が身に付けるような衣装も、ゴシック調で耽美系なものとなっている。十字架をあしらった装飾やベルトはいかにも悪役の親玉をイメージさせた。

　──丁度、純白の吸血鬼であるシルヴィアの対になりそうな自分に満足する。

「な……その力は……!?」

「あ……ジンさん……その、姿は……」

　黒シルヴィは驚きよう愕がくし。綾あや瀬せはその目から涙を流していた。

　……ごめんな、綾瀬。ありがとう。泣いてくれて。

　だけど、これで。

　お前も助けることができる！

「そんな、こんなことって……兄さんが、ロアに……？」

　黒シルヴィは戸惑っている。その戸惑いに呼応するかのように、周囲のぬいぐるみとゾンビマネキンたちが一斉に襲おそい掛かってきた。

　だが、俺は今や『正体不明の英雄アンリアルヒーロー』。

『主人公』のロアと呼ばれる存在は──。

　よっぽどでなければ、普通のロアに負けることはない。

　特にこの手の『意思の存在しない』ロアにとって。

『俺』は天敵だった。

　シュルルルルル!!

　周囲から大量の触手と、無数の黒い液体弾が飛来してくる。

　だが、俺は一言だけ告げた。

「『死亡結末デツドエンド』」

　直後。




　バュシュウウウウウウウウ!!




　周囲に無数に存在していたぬいぐるみと、ゾンビマネキンの全てが跡形もなく、完全消滅していた。

「なっ!?」

　黒シルヴィがそれを見て驚きの声をあげる。

「俺は、ありとあらゆる全ての物語を結末に導く『主人公』のロアなんだ。だから……『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』。お前の物語も、ハッピーエンドで終わらせてやるよ」

　俺はそのままゆっくりと、彼女に向かって歩き始めた。

「け、結末に導くロアって……そんな、そんなの……！」

　黒シルヴィ……いや。

『最後の吸血鬼』は露骨に恐怖心を見せ始める。

「ち、近寄らないで！　し、時雨しぐれは兄さんが好きなのよ！　その彼女の心を、壊してもいいの？　私が消えたら、また彼女は貴方あなたへの恋心で悲しんでいくよ！」

「そうだな。だからこそだよ『最後の吸血鬼』。だからこそこの力で君を終わらせるんだ。俺のことを、時雨も。母さんも。父さんも。御み蔭かげ山やまも、三枝さえぐささんも。クラスメイトたちも。近所の人たちも。みんな、忘れることになる。だから──時雨は、穏やかに、静かに暮らしていけるんだ」

「っ!?　な、なに、を、言って……」

「だから『最後の吸血鬼』。お前も……静かに、時雨の中で休んでいいんだ。もう、お前の物語は、終わっていいんだよ」

　俺はゆっくりと歩く。

　彼女は、じりじりと後あと退ずさり……。

　ベッドに躓つまずいて、その上に尻もちをついてしまった。

「や、やぁ……！」

「もう怖がる必要はないんだ。お前のハッピーエンドは……」

　俺はその頬ほおに、優しく手を添える。

　そして俺は──彼女の『終末譚ハツピーエンド』を紡いだ。

「『無事、時雨の想おもいを伝えることに成功した『最後の吸血鬼』は、そのまま安らかに、物語を終えたのでした。めでたし、めでたし』」

「私の、役目は……」

「そう。お前の役目は、時雨が胸に抱えていた苦しみを──俺に伝えることだったんだ。だからもう、ゆっくり休んでいいんだよ」

　俺はなるべく優しく告げると。

　彼女の目は、次第に安らかになっていった。

『終末譚ハツピーエンド』。

　邪悪に歪ゆがんでしまった物語を。『負の感情』から生まれるロアを幸せに終わらせるための、俺の能力だ。

「……そう、か……私の役目は……そう、だよね……時雨は、これで……」

　シュウウウウ。その体から、黒い霧が立ち込めて……。

　トサッ、とシルヴィの体だけがベッドに倒れ、時雨しぐれの体がそこに残る。ロアとしての役目を終えた『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』が、時雨とシルヴィから完全に分離したのだ。

『これで……私の役目は終わり。なのに……』

　残のこり香がのように、彼女の意思が聞こえてくる。

『ごめんね、時雨……貴女あなたは私のせいで、これからとても悲しい想おもいを……ごめんね』

　黒い霧が。

　まるで泣いているかのように揺らめいて。

　そして、そのまま音もなく消えていった。

　静寂が辺りを包み込み、彼女の紡いだ全ての物語が結末を迎える。

「大丈夫さ『最後の吸血鬼』。その悲しみも、すぐに消えるから。おやすみ」

　もう消えていった彼女に向けて俺はそう告げると。

「……兄さん？」

　時雨が目を覚ましていた。

　俺はその頬ほおに手を当てたままだ。

　その顔はぼんやりと寝ぼけたようで、不思議そうに俺を見つめている。

「時雨。ええと……」

　俺は何を言えばいいんだろう。何を伝えればいいんだろう。

　これから俺のことを忘れる相手に。

　──俺のことをずっと好きでいてくれた、俺にとって、とても大事な、大切な妹に。

　何も残すことができないのに、今は何を言えばいいんだろう。

「え……あ……」

　ぽろ。

　そんな時雨の瞳が大きく見開かれると。

　その目から大粒の涙が落ちた。

「や、やだ……」

　声が震えている。

　覚醒した意識が、全てを把握したのかもしれない。

「に、兄さん、今、夢で、兄さんのこと、忘れるって、そういう夢を見てて……え、あれ、夢じゃない？　あれ、その格好……あれ、やだっ……」

　ポロポロと、その目から止とめ処どなく涙が流れていく。

「すまん、時雨。夢じゃないんだ。これから時雨は俺のことを忘れて生きていく」

「な、なんでっ！」

　珍しく、時雨が声を荒らげた。

　こんなに叫ぶ時雨なんて見たことがなかった。

「なんでよ、兄さん！　あたし、そんなの、そんなのやだよ！」

「ん……そうだよな、嫌だよな」

　だけど、もうどうしようもないことだった。

　俺は時雨しぐれを、みんなを助けるためにこの力を手に入れたのだから。

　だから、この時雨の悲しみを受け止めるのも力の代償だった。

「えと、ご、ごめんなさい！　あ、あたしが、あの『最後の吸血鬼ラスト・ナイトロード』、だったから、だよね!?　でも、えっと、ごめ、ごめんなさっ……ひくっ！」

　ぽろぽろぽろっ。時雨がこんなに大泣きしているのを見るのも初めてで。

　俺の胸には深い後悔ばかりが過よぎる。

　覚悟なんてできているわけがなかった。

　時雨を悲しませていいわけがなかった。

　だけどもう、全ては取り返しがつかないのだ。

「いいんだ、時雨は謝らないでいいんだって。もう、みんな無事に終わったんだから。これからは、のんびり穏やかに暮らすんだぞ。母さんと父さんをよろしくな」

「や、やだよ！　兄さん、何、言ってるの……！」

　時雨は慌てて俺に抱き着いてきた。

「何、言ってるの!!」

　そして、更に声を張り上げる。

「ごめんな。でも、みんな助かってさ。俺はすげえ嬉うれしいんだよ、今」

「やだ、やだよ！　こんなの、助かってないよ！　嫌に、決まってるよ!!　ばか！」

　大粒の涙を流しながら、時雨は俺の胸に何度も顔面をこすりつけてくる。

「兄さんを、忘れるなんて、やだ、やだよ!!　大好きなのに、好き過ぎてつらいくらい好きなのに！　なんで、なんで忘れないといけないの……！　やだ、やだやだやだあ!!」

　ぽすぽすぽすぽす。

　時雨が何度も何度も俺の胸をぐーで叩たたく。

　痛くないのに、その一撃一撃が全て胸の奥まで響いた。

　もう二度とこんな風に抱きしめることもできないし。

　こうして叩いて貰もらうこともできないのだから。

　だから、俺はその痛みも感触も全てを覚えておこう。

　俺が撫なでる、この髪の気持ち良さを覚えておこう。

「やだよぉ……兄さん、どうして、どうしてなの……ひく、ひくっ」

「うん、ありがとうな。こんな俺のことを好きになってくれて。俺も、時雨のこと大好きだったよ。目に入れても痛くないくらい好きだった。一生、大事にしようと思ってた。だから……ずっと、元気でいてくれよな？」

「やだやだやだやだ!!　兄さんがいないのに元気でなんていられない！　やだ、やだあ！　いかないで兄さん、いなくならないで、あたし、あたし、うあああああああん!!」

　大声で泣く、時雨しぐれを。

　そのまま強く、強く抱き締めた。

「うああああああああん、うあああああああん!!　やだああああああああ!!　にいさあああああん、わすれたく、ないよおおおおおお、ふええええええええ!!」

　強く、強くしがみついてくる時雨。

　だから俺も、強く、強く抱きしめ続けた。

　一緒にご飯を食べたこととか。

　水着を買いに行ったこととか。

　ホットケーキを食べたこととか。

　コーヒーを飲む時に、甘党である俺に笑っていたことだとか。

　そういう、色んな時雨の笑顔を思い出す。

　ああ、そうか。

　忘れられるって、そういう笑顔が全部見られなくなることなんだな。

　それは……ほんと。

「ははっ、ごめん。つらいなあ……」

「ばか、兄さん、ほんと、ばかあああああああ!!」

　思わず本心が漏れたのを、時雨は全身で震えて訴えかけてくる。

　でも『仕方ない』とか思うのはやめにした。

　ヒーローなんだから前を向かないといけない。

　誰かを助け続けるためには、自分は笑顔じゃないといけない。

　だから──。

「つらいけど。時雨。俺、ほんと──時雨の兄さんになれて、良かった！」

　満面の笑みで本心から告げた。

　ぽろ、と涙は零こぼれてしまったけれど、それは紛まぎれも無い本心だったし。

　だから、心からの笑顔だった。

「あたしだって、兄さんの妹で良かったんだから!!　兄さん、あたし、あたし、兄さんのこと、ほんとに、本気で、兄さんのこと……!!　ひぐ、ひうっ！」

　声にならない時雨の最後の言葉は分かっている。

「ああ。俺だって本気でちゃんと好きだったさ」

「ふあああああああん、ばかああああああああ!!」

　うん。

　──俺は全部、忘れないからな、時雨。

　お前の笑顔も怒った顔も泣いた声も全部。

　だから。

「うああああああああ!!　兄さん、兄さん、にいさあああああん！」

　俺を忘れないように何度もしがみついて、俺を呼ぶ時雨しぐれに。

　何か残せるものがあるのだとすれば──。

　せめてその未来に。

　これからたくさんの優しさと楽しさがありますように。

　幸せなハッピーエンドが訪れますように。

　そう。

　願い続けることくらいだった。













　　　　エピローグ






　眩まぶしい太陽！　白い砂浜！　そして！

「私のナイスバディを堪たん能のうしまくるといいでしょう」

「おおおおおおお！」

　綾あや瀬せは自分で自慢しまくるだけあって、物もの凄すごい悩殺バディだった。

　体のラインが目立つ素敵な水着と、こんな場所でもバッチリのマフラーという不思議なファッションセンスではあるものの。そんなものが問題にならないくらいの凄いものがそこにはあるのだ。

　胸が大きいというのがまず一番目立つのだが、個人的にはそのくびれ、なだらかな体のライン、そしてお尻の絶妙な大きさ、全てにおいて完璧なプロポーションだと思う。何より、その『ほうら、触りたいでしょう』と思わせる肌もまた恐ろしい。気が付けば手が伸びていて、その上には綾瀬のドヤ顔があって手が止まった。

「ねえねえ、私綺き麗れいですか？」

「最高です！」

　即答するレベルだった。

　そして俺は惨殺された。

　バッドエンド。

　そうなっても構わないくらいのスペシャルボディがここにはある。

「ジンー。アヤセばっかり見てないでわたしも食べてー」

「よーし、おじさんシルヴィも食べちゃうぞーう」

「きゃー♪」

　超炎天下の太陽の下だというのに、堂々と水着姿で歩いてくる吸血鬼。

　それが我が恋人、シルヴィア・エルソフィア・アウレリア・ウィルヘルミナ・ミナ・ラウラ・カーミラ。通称シルヴィだった。

　大変愛らしい水着に包まれた凹凸のない体だというのに、何な故ぜか脱がして美お味いしく食べたくなってしまうのは、その素材が最高級だからだろうか。よし、もう我慢するのをやめて今晩美味しく食べてしまおう。そうしよう。もうゴールしよう。気が付いたら俺はシルヴィの平へい坦たんな胸に抱きついていた。

「わお、だいたんだね、ジンっ」

「しまった。夜まで我慢できなかった」

「あはは！　もう、ジンってば！」

　全く嫌がらないせいで本当に理性に歯止めが利かなくなりそうだ。

　もう理性なんか捨てていいんじゃないかな。

　そう思わせる、至高の逸品がここには揃そろっている。

　たとえ人生に絶望していたとしても、この二人がいれば世界は希望に満ちている。そう断言できるだろう。

「ふー」

　しかしはしゃぎ過ぎた。何より、大変興奮しながらも部分的に冷静でいなければいけないという、高校生には中々難易度の高いことをしなければいけないのが大変だ。

「少々クールダウンして参ります」

「はいはーい。ごゆっくりー」「なるほど。部分的クールダウンですね」

　そして二人ともそれを察してくれていた。

　そのまま俺は貸し切り状態のビーチを眺めながら、ビーチチェアーに寝転がる。

　パラソルの日陰から目の前にどこまでも広がる青い空を見上げた。

　………………。

　なんとなく。

　あんまりにも綺き麗れいな空だったり海だったりを見ていると。

　妹の時雨しぐれにも見せてやりたかったな、なんて思ってしまう。

　だけど、そう思った瞬間には胸の奥に空いた穴が躊躇ためらいもなく涙腺を刺激してくるので、慌てて麦わら帽子で目元を隠した。












　──当然、傷なんて癒えているはずがなかった。







　あの後。

　時雨しぐれはしばらく俺の胸で泣きじゃくって、突然パタリと気絶してしまった。

「私が部屋まで運びます！」

　それまで俺たちの様子を黙って見てくれていた綾あや瀬せが、風のような速さで時雨を部屋から連れ出した。

　彼女は百メートルを三秒で走ることができるらしい。

　そのスピードたるや、目を見張るものがあった。

　気が付けば、俺のロア状態も解除されていた。

　なるほど。解除と同時に──みんなは俺のことを忘れたということなのだろう。

「ん……ジン……」

　ベッドの上で目を覚ましたシルヴィが。

「……お疲れ様。ありがと」

　まるで、大事なものを慈しむみたいに抱き締めてくれた。

　それだけで泣きそうになるから、あんまり優しくされたくなかったのだけど。

「なんか。ロアにだけは覚えておいて貰もらえるっていうのは、ちょっとずるいよな」

「ううん、それは特権だよ。全てに忘れられたら、存在できないもの」

「ん……そういうもんか」

　シルヴィはとても優しかった。

　だから、俺は泣きたかったけど泣かずに済んだ。

「この家も、出なきゃね。ジンと一緒に旅するのもいいなー」

「ああ、旅かあ。悪くないなあー」

　シルヴィと旅に出る。それはとてもいい考えだ。

「せっかく水着買ったんだし、南の島に行こうよ」

「シルヴィって太陽は大丈夫なタイプの吸血鬼だっけ」

「えーとね。気合入れてれば大丈夫で、気合が抜けると燃えるかな？」

「じゃあ、気合入れていこうか」

「よし、まかせて！」

　ぐっ、と既に気合を入れているシルヴィが微笑ほほえましい。

「ただいま戻りました」

　綾瀬がビュッと風と共に戻ってきて、俺たちの髪がなびく。

「この家にあるジンさんの家財道具は全て迅速に私のロアチームが回収に向かっています。ジンさんが存在した痕跡はなるべく消し去りますのでご安心を」

　綾あや瀬せは敬礼などしてくれた。

　そうか、そういうチームがいるとそういうこともできるのか。

　っていうか。

「綾瀬」

「はい」

　俺は綾瀬の顔に手を伸ばす。

「な、なんでしょう。ついに結婚ですか」

「いや、結婚はしないけどさ」

　その目元をこすると。ぽろっ、と涙が零こぼれる。

　俺はその雫しずくを指ですくってやった。

「あ」

「……ありがとな。俺のために泣いてくれて」

「こ、これは、ち、違います。私の個人的な、心の汗ですっ」

　ぷいっ、と顔を背けてしまう綾瀬。

　そんな気遣いの達人が身近にいることが、やっぱり嬉うれしい。

　──たとえ人々に忘れられる存在になってしまったとしても。

　こんなに素敵な女の子たちに覚えておいて貰もらえる。

　それだけで嬉しい、そんな俺がいた。

「それじゃ、早速出ようかシルヴィ」

「うん、そうだね。さっきの戦いで、ここにあった本もゲームもパソコンもみんな壊れちゃったみたいだし、丁度良かったかなー」

　確かに、そういう意味ではシルヴィの部屋はすっきりしていた。

　この封印部屋も、もう二度と来ることもないんだろうな。

　そう思うと、ちょっぴりセンチメンタルな気分になる。

「この部屋の隠いん匿とくに関しても私のロアチームで受け持ちますので」

「うわあー、何から何まですまないな綾瀬」

「いえ。お代は結婚でお願いします」

「俺、多分……戸籍作れなくなっちゃったけど」

「偽造も得意なチームなので問題ありません」

　なんとも凄すごい知り合いがいたものだと思いつつ。

「行こっか」

「うんっ」

　俺はシルヴィの手を引いて、その場を後にする。

　──離れから出る時に。

　時雨しぐれが作ってくれていた朝食のトーストがそのまま置いてあるのを見て。

　なんとなく手にとって食べてみると。

「うぐっ……」

　それまで我慢していた涙が止まらなくなってしまい、シルヴィと綾あや瀬せも俺の方を見ないように気を遣ってくれていた。

　そのトーストは、冷めていたのにとても美お味いしかった。







　その後、せっかくだから『フォルチェンヌ』にケーキを買いに行った。

　この街から去る前に、ここのケーキも食べておこうと思ったのだ。

　カランカラーン。

　すると、ドアベルを鳴らして入ってきたのは御み蔭かげ山やまだった。

　当然というわけでもないが、目が合っても挨拶はない。

　向こうはもう俺のことは忘れてしまっている。それが『主人公のロア』となり、その圧倒的に大きな力を行使した代償なのだから仕方ない。

　こっちから話しかけたりするものでもないのだが、俺がこの主人公になれたのはこいつがヒントをくれたようなものだから、なんとかお礼もしたい。

　そう考えて悩んでいると。

「なんだ、悩んでいるのか」

　なんと向こうから話しかけてきた。

「あ、ああ」

「迷ったら、特製ミニパンケーキか、限定ショートケーキだ。大体、誰に食わせても評判がいいくらいだからな」

　確かに、こいつは学校にそれを持ってきていることが多かった。

「そっか、ありがとうな」

「いや、構わん。俺も、親友への礼にはいつも買って渡している」

　ドキッとした。

　だが、御蔭山が俺を認識している様子はない。

「親友？」

「ああ。クラスにいた気がするんだが、どうしても思い出せん。だが、いた気がする。いたかもしれない。それだけで充分だ。俺が認めたヤツだから、きっと今もどこかで人助けでもしているのだろう。だから、誰かは忘れたが、戻ってきたら思い出すだろう。その時のために買っておいてやることにしているんだ」

　危ない、御み蔭かげ山やまに泣かされるとこだった。

「そっか。じゃあ……そんなおすすめを教えてくれたアンタに、この特製ミニパンケーキをプレゼントさせてくれよ」

　それと、お前のおかげで俺の大事な人たちを助けられた、ありがとな。

　という感謝は内心だけで添える。

「ほう、いい心がけだな。で、あれば……俺はその礼に、こっちの限定ショートケーキを渡そう。お前はイケメンだから、きっとモテるだろう。大事な女にでもプレゼントしてやるといい」

　こっちからのプレゼントのつもりが、いつの間にかプレゼント交換になってしまった。

　だが、それもまた御蔭山らしいっちゃらしい。

「ああ、ありがとな」

「おう。また会おう、ケーキの友よ」

　そして俺たちはそれぞれケーキを買うと、交換して別れた。

　……また会おう、か。

　そのまま他にもケーキを買って店を出ると、シルヴィが待ってくれていた。

「なあ、シルヴィ。俺ってまた会った時に覚えて貰もらえてるのか？」

　そう尋ねてみる。

「どうだろうね？　ジンのロア能力はまだ未知数だから。でも、そう思った方が素敵な気はするよねー」

「なるほどな。じゃあ……」

「うん。まあ、なるべくわたしたちに任せてくれてれば確実だよ！」

　シルヴィはその細い腕でガッツポーズを見せてくれる。

　その笑顔の口に。

「ほい」

「わっ、むぐっ……んー、おいひー♪」

　限定ショートケーキを放り込むと、とても嬉うれしそうに食べてくれた。

「……また会おうな、御蔭山」

　あいつが去った方に向かって、俺はそう呟つぶやいた。







　そして、ほとぼりが冷めるまではあの街には戻らないことにした俺たちは、こうしてロングバカンスを楽しむことにしたのだ。

　人一人が消えるというのはとにかく大事らしく、違和感みたいなものがなくなるまでは近寄らないようにしなければいけないらしい。その辺りを上う手まいこと調整してくれるような便利能力じゃないのが、ロア能力の不便な所だ。

「しかし……」

　向こうでビーチボールで遊んでいるシルヴィと綾あや瀬せを見る。

　ギュルルルル!!　シュボボボボボ!!

　とても、ビーチボールで遊んでいるとは思えない音がしている。

　なんであの二人は勝負事となるとなんでも本気モードなんだ。

　まあ、見ている分には綾瀬のポインポイン揺れる体であったり、シルヴィのぴょこぴょこ跳ねる可愛かわいらしさであったりと大変眼がん福ぷくだったりするのだが。

　さてと。

　これから俺がしなければならないことを考え直す。

　まずは、シルヴィを強くするためのロア探し。

　黒シルヴィがやっていたように、シルヴィがとことん強くなれば吸収したロア能力を使いこなすことで最強の吸血鬼として名をはせることになるだろう。

　そうすれば体が成長することもあるかもしれないということなので、そうなったら晴れてイチャイチャである。

　続いては綾瀬のお手伝い。

　綾瀬のロアチームとかいう組織っぽいものには結構お世話になった。それがどんなものかはさっぱり分からないが、今後お役に立つことがあれば手伝いくらいはしたい、というのが俺たちの意向だ。

　そして──。

「よう、ちょっとよろしいかい、少年」

「ん？」

　自分のことを考えようとした時に、いきなり話しかけられた。

　見ると、長い銀髪が綺き麗れいな、強気そうな美少女がビーチチェアーの脇に立っている。真っ白なワンピースに、真っ白な帽子姿。いかにも清せい楚そなお嬢様！　っぽい姿なのに、その勝ち気過ぎる視線と堂々と胸元で組んだ腕が、その雰囲気を台無しにしている。

　スタイルはそれほどでもないが……年齢は時雨しぐれくらいだろうか？

　しかし、確かここは綾瀬が借りきったロアチームのプライベートビーチ。

　ってことは、この子もロアだったりするのかな？

「お前さん、面白い予兆を持ってるな？」

　いきなりそんなことを言われても、よく分からない。

「えーと、君は？」

「私のことはいいんだよ。それより、お前さんはこれから99個の吸血鬼系事件に巻き込まれることになるぜ。今のとこ一個解決だから、残りはあと98個だ」

「99個って……」

　その数は──丁度、シルヴィの吸血鬼番号と同じだった。

「それって『99番目のナインテイナインス・吸血鬼ナイトロード』っていうのと関係があるのか？」

「さあどうだろうな！　そういう予兆が見えたもんでね。ま、せいぜい気を付けて戦うといいぜ、アンリアルヒーローさんよ！」

　少女はニヤッと笑って、去っていった。

　俺はその後ろ姿をポカンと見送る。

「ジンー、どうしたのー？」

　そんな俺のところにシルヴィがやってきた。

「いや、今、銀髪の女の子と会って……」

「ふーん……なんかジンからロアの匂い……っていうか、魔女の匂いを感じるね？」

「魔女？　あー、魔女かあ」

　確かに、言われてみればそんな感じに思えなくもない。

「なんの話をしたの？」

「なんか、これから俺は99個の吸血鬼事件に巻き込まれるんだとさ。今回のはその一個目だって言われた」

「あはは！　なるほど、それは面白い予兆だね！」

　面白い、そう笑うシルヴィの顔がとても眩まぶしい。




　ザザア……。




　波の音が耳の奥に響く。

　残り98個の吸血鬼事件。

　まだまだ、俺の戦いは始まったばかりなのかもしれなかった。






　　　　正体不明の少年






　あたしにペラペラと都市伝説を語った高校生くらいの人物を見送って。

　心の中に何が残ったかと言えば『こういう変なナンパもあるんだな』という感想くらいのものだった。

　単にコーヒーを奢って貰もらっただけのナンパ。

　そして、変な話に付き合わされただけのナンパ。

　まあ、適当な暇潰しになったから別にいいけれど。

　最近、あたしの友達も妙に都市伝説好きだったりするし。

　…………あたしは、なんとなく好きになれないんだけどな。

　噂うわさ話ばなしって、実はちょっと苦手だったりする。

　ちょっと山の方の曰いわく有りげな家に住んだだけで変な噂されたりするし。

　もっとも最近はそういうの困る、ってちゃんと言ったら噂も減ってきたけど。

　それにしても。

　さっきの人は、なんであんな話をあたしにしたんだろ。

　さっきの人は、なんであんなに楽しそうだったんだろ。

　さっきの人は、なんで……。

　あんなに、たまに泣きそうだったんだろ。

　おかげで、ハラハラしてついつい話を聞いちゃったけど。

　泣きそうになるナンパとか新しい。今度から引っかからないようにしないと。

　そういえば、別に連絡先とか聞かれなかった。

　メッセージのＩＤも聞かれなかったし。

　なんでだろ。そういうのの交換をしないのが当たり前って気分になってた。

　いや、しないのが当たり前なのは当たり前か。

　それでいいんだよ、あたし。

　男の人にホイホイついていくとか、ありえないから。

　そう、ありえない。

　いつものあたしなら絶対ありえないのに。

　どうして、今回に限ってあの人にはついてったんだろ。

　なんかだいじょぶそうだったから？

　そういうのが一番危ないんだってば。

　じゃあ……。

　なんか親戚のお兄さんみたいだったから？

　不思議と、親しみが湧いたから？

　……そう考えた時。

　なんでか分かんないけど、胸がちょっと痛くなった。

　これは、切なさ……だろうか。

　それとも、悲しみ、だろうか。

　自分でもよく分からない感覚だった。

　だけど、そう。

　なんとなく、居心地は悪くなかった。

　むしろ、もっと一緒に……。

　ってダメダメ。初めて会った人にそんなこと考えちゃ。

　まあ……うん。

　こういう時は、家に帰ってホットケーキでも焼こう。

　そしてコーヒーを淹いれて。

　ブラックで飲んで……。

　……ん？

　そういえば。

　どうしてあたしは、さっきの人がコーヒーを飲む時に。







　スティックシュガーを三つも渡したんだろう？











Absence sharpens love, presence strengthens it.










あとがき。




　はじめましての方、はじめまして。お久しぶりの方、ご無沙汰しております。

　サイトウケンジです。

　久しぶりのライトノベルの新刊『99番目の吸血姫』をお届けいたしましたが、楽しんでいただけたでしょうか？

　まずはじめに注意書きですが、本作である『99番目の吸血姫』は、以前に僕が書いた『１０１番目の百物語』と世界観を同じくしている別作品です。世界観が同じとはいえ、こちらはこちらで完全に独立した作品でもあるので『１０１番目の百物語』を知らない方でも楽しめるように……なっている、はずです。なっているといいな、と思います。

　なお『１０１番目の百物語』をご存知の方には、たまーに『ニヤッ』と笑えるような部分も入れてあります。もしも気になった方がいらっしゃれば、ぜひそちらも読んでいただけたら幸いです。

　思えばこの企画も色々と紆う余よ曲きよく折せつがありました。

　最初の頃はタイトルは『ニンジャ・ウィズ・ヴァンパイア』にしましょうよ！　とか言っていました。担当編集さんが困った顔をしていたのも、今ではいい思い出です。

　このタイトルなら海外で大人気になるかなー、なんて打算があったなんて口が裂けても言えません。日本といえば忍者ですからね。このままだったらどんな話になっていたのでしょうか。忍者と言えば、知っている方は知っているかもしれませんが、当初情報が公開されたばかりの時、某通販サイトなどで、現在のものとは違うあらすじが掲載されていました。シルヴィアの名前はそのままだったのですが、主人公が『九十九つくも仁』ではなく『才蔵』とか書いてあったりします。ぶっちゃけ忍者系主人公の名残だったのですが、あれがそのまま載っていた時はビックリしました。

　なお、主人公である『仁』の本当の読み方は、良ければ読者のみなさんで当ててみてくださいませ。結構色々な読み方があって『ふえー』と感心したものです。

　また、本作の二大ヒロインの一人、綾あや瀬せの名前を考える時も結構時間がかかりました。路線図を見ながら名前っぽい駅名、名前っぽい駅名……と色々な路線を調べた結果、大変可愛かわいらしい名前になったと自負しております。皆さんも駅名で人の名前っぽい場所がないか探してみると、面白い発見があるかもしれませんよ。

　それでは感謝を。今回も担当編集のＮさんには大変お世話になりました。僕の長い話にしっかり付き合ってくださる優しさや丁寧な対応には大変癒されており、今後も末永くよろしくお願いしたいと思っています。また、イラストを担当してくださったザザさんも、誠にありがとうございました。キャラクターデザインを見た時から一目惚ぼれで、このキャラクターたちをより素敵に、より格かつ好こ良く、より可愛かわいく描くにはどうすればいいかと悩みまくったのもいい思い出です。イラストからバシバシインスピレーションが湧いたおかげでこの作品が完成したと言っても過言ではありません。本当にありがとうございました。

　他にも、悩みに悩んでいる時に相談に乗ってくれたり、読んだ後に感想をくれたりした仲間たちにも感謝しています。締め切りに追われまくっている時に夜中までカードゲームに付き合ってくれた友人のおかげで、より素敵なシーンが閃ひらめいたりもしました。やっぱり、切羽詰まった時こそ遊び心というのは大事なのかもしれませんね。本当にありがとう。

　例によって著者近影で写っている人物もいつもありがとう。またどこかに旅行に行ったら、著者近影用の写真をいっぱい撮りまくるとしよう。

　そして何より、この作品を手にとってくださった方、読んでくださった方に最大級の感謝を届けます。本当にありがとうございます！　ガンガン頑張っていこうと思うので、良ければ末永くお付き合いくださいませ。

　それでは、またお会いいたしましょう。





何な故ぜかテレビ出演を控えた某日の朝。サイトウケンジより











　著者

　サイトウケンジ（さいとう・けんじ）

　　ラブ、コメディ、バトル、都市伝説を愛する、９月生まれの乙女座ＡＢ型。
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　イラスト

　ザザ
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